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前がたり







　俺おれは多分、ろくな死に方をしないだろうと思う。

　たくさんの人を殺してきた。

　たくさんの人を悲しませてきた。

　それが仕事だったから？　任務だったから？

　法的には無罪にはなるのだろうが、だからといって、許されるわけではない。

　なにより、俺自身が許さない。

　あの時、戦場で、俺は楽しんでいた。

　人を殺すことを。

　人を殺せる自分に、他者の命を自由にできる自分が、まるで神にでもなったかのように錯さつ覚かくし、その殺さつ戮りくに酔っていた。

　獣けもの――ではない。

　ただの力に溺おぼれた、愚おろか者ものだ。

　今になって、どれだけ悔くやんでも、時は戻もどらず、俺の罪もなくならない。

　だから、多分俺はきっと、ろくな死に方をしないと思う。

　だから、もし、俺が誰だれかに殺されたとしても。

　その死に方が、どれだけ惨むごたらしいものだったとしても、それはきっと、自じ業ごう自じ得とくであり、因果応報であり、ふさわしい死に様なんだと思う。

　だから、もしも、俺なんかを愛してくれる者がいるとしたら。

　どうか、恨うらまないでほしい。

　俺を殺した者を、憎にくまないでほしい。

　なぜなら、そいつはきっと――







第一章「それが全すべての序章だった」







　人生は何が起こるかわからない。

　そんな風に口にする者は、一人や二人ではない。

　多分きっと、人類創生の頃ころから、人間は何度となく、同じような感想を口にしただろう。

　例えば、思いがけない幸運が巡めぐった時。

　例えば、数すう奇きなる運命を知った時。

　例えば、ちょっと外出して、戻ってきたら、自分が働いている店に強ごう盗とうが立てこもったりした時――

「なんですのこりゃあ………？」

　スヴェルゲン・アーヴェイことスヴェンは、己おのれの働く、鉱山町オーガンベルツにある小さなパン屋トッカーブロートに戻ってすぐに、呆ぼう然ぜんとそうつぶやいた。

「おとなしくしろー！　ここは完全に包囲されている！」

　店の周りには警官隊がひしめき、蟻ありの這はい出でる隙すき間まもないほど包囲している。

「現在、現場の前に来ております。最後の容疑者ミロスラフが立てこもり、すでに一時間が経過――」

　さらにその周りには、およそ田舎いなか町まちにはふさわしくない、おそらく中央の方から来たのであろう、新聞社やラジオ局などの取しゆ材ざい陣じんがひしめいている。

「一体何が起こったんだ？」

「強盗だってよ、ポナパラスから来た」

「爆ばく弾だん持ってるんだってよ、爆弾！」

　さらにそこから少し距きよ離りを置いて、地元の野や次じ馬うまが集まっている。

「なにが起きましたの……」

　改めて、スヴェンはつぶやく。

　この日、別になにも、異常や異様が起こる前兆はなかった。

　いつものように、夜明け前からトッカーブロートはパン作りを開始し、見習いのミリィが現れ、ともに作業をこなした。

　朝方には焼き上がり、その時間にはもう店に客が訪おとずれる。

　朝食に焼きたてのパンを食べたいというお客様も多いし、鉱山への出勤前に買いに来る単身者もこれもまた多いのだ。

　抜ばつ群ぐんの営業スマイルをもって彼かれら彼かの女じよらを迎むかえ、そして昼前、スヴェンは地元の小学校や鉱山の食堂にパンを納入に向かう。

　その頃には丘おかの上の教会のシスターのマレーネや、ジェコブの母親シャロデなどが手伝いに来る。

　そして昼過ぎには、学校帰りのジェコブも手伝いに現れ、スヴェンは入いれ替かわるように、シャロデとともに改造した移動店てん舗ぽ型トラックで、近きん隣りんの街に出張販はん売ばいに向かう。

　いつもどおりの、トッカーブロートの忙いそがしくも充じゆう実じつした日常である。

「す……スヴェンさん……これは一体……？」

　わなわなと隣となりで震ふるえているのは、出張販売をこなし、帰ってきたシャロデである。

　複雑な事情があり、長く、憂うれいをたたえた表情しか浮うかべなかった彼女だが、様々な事件が起こった後、少しだけ明るくなり、微笑ほほえみも見せるようになった。

　ちなみに、美女である。

　それゆえ、出張販売時には、スヴェンやマレーネ、ましてやミリィでは足元にも及およばぬ独特の魅み力りよくをもって、地元の男性客のあいだで非公式ファンクラブができたらしい。

　それはともかく――

「ジェコブは……ウチの子は大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか……」

　この時間ならば、ジェコブが店番を手伝っている時間である。

　なにせトッカーブロートは、店主のとある事情ゆえ、常に接客専門の店員を必要としている。

　まだ十歳を過ぎた程度の少年だが、明るく聡そう明めいで利発な彼は、この店の貴重な戦力なのだ。

「どうでございましょう……なにぶん、状じよう況きようがつかめませんわ」

　店の周りにはロープが張られ、近づくこともできない。

「とりあえず、事情を聞くのが最優先ですわね……ちょっとそこのあなた？」

　通りすがりの警官に声をかけるスヴェン。

「なんだ！　なにか用か、こっちは忙しいんだ！」

　横おう柄へいな口を利く警官。

　見知らぬ顔である。

　オーガンベルツに駐ちゆう在ざいしている警官ではない。

　おそらく、応おう援えんで呼ばれた者なのだろう。

「もうしわけございません。わたくし、トッカーブロートのウェイトレスをしております、スヴェンと申します……一体、当店になにがあったのでございましょうか？」

　なので、一度目の無礼は許すことにして、丁てい寧ねいに、かつ丁てい重ちように尋たずねる。

「ああン？　あの店の人間か？　こっちは忙しいと言っただろう。おとなしく後ろに下がってろ！」

　だが、警官は関係者と知ってなお、横柄に返す。

　横柄な警官は珍めずらしくない。

　大きな権力を自分の力と錯覚した者や、治安維い持じを「人を見たら泥どろ棒ぼうと思え」と勘かん違ちがいする者は、どこにでもいる。

　だが、今はそんなものに付き合っているヒマはなかった。

「まぁそうおっしゃらずに、身内が店内にいるかもしれないのです。安否だけでも教えていただけますか？」

　それでも、スヴェンは二度目の無礼も許した。

「お小こ遣づかい上げますから」

　懐ふところから一枚の銅貨を取り出す。

「あン？」

　そして、不ふ審しんそうな顔をする警官の前で、人差し指と親指だけで、グニャリとへし曲げた。

「いっ―――!?」

　華きや奢しやで可か憐れんな乙女おとめにしか見えないスヴェンの突とつ然ぜんの行動に、警官は驚おどろきの声を上げる。

　彼女は、人間ではない。

　世界最大の技術立国でもあるワイルティア公国。その頭脳の中ちゆう枢すうである王立兵器開発局の主、〝魔導師〟とも呼ばれる稀き代たいの天才ダイアン・フォーチュナーがその叡えい智ちの全てを注ぎ込んで作り上げた、人間型猟兵機――アンドロイドなのだ。

　その力をもってすれば、指二本で銅貨をへし折ることも可能。

　五本使えば人間の首の骨をへし折ることも可能である。

「教えて……いただけますわね？」

　笑え顔がおで、しかし殺気を放ちながら、スヴェンは尋ねる。

　二度目の無礼は許した。しかし三度目はない。

　次の言葉は慎しん重ちように選べ、さもなくば命を失するぞ。

　天使の笑顔は、悪あく魔まの警告を放っていた。

「あ、あの……ほ、本官も詳くわしい事情は……」

　警告はしっかりと警官にも伝わったようだが、返ってきた答えは、スヴェンの望むものではなかった。

「ならば、わかる人の所に連れていきなさい」

「いや、その、しかし……」

　困こん惑わくする警官に、スヴェンはいよいよ耐たえきれぬとばかりに、怒ど鳴なりつけた。

「さっさとしなさい!!　ご自分の首がどこまで曲がるか限界を知りたいのですか!!」

「は、はいいいい!?」

　自分の息子むすこのジェコブを案じるシャロデ同様、スヴェンにも、店の中に、自らの命以上に大切な人がいた。

　ルート・ランガート、トッカーブロートの店主であり、彼女が身も心も捧ささげると誓ちかった、最愛の主である。







　王都ベルン――王立兵器開発局。

　その一角にある、警備部隊詰つめ所しよ。

「あ～～～～～～疲つかれた」

　ソファーにだらしなく横たわっているのは、警備部隊長である、ソフィア・フォン・ルンテシュタットであった。

　名家ルンテシュタット家のご令れい嬢じようであり、軍人としても少しよう佐さという立場である者が、職務中にするのはいかがなものかという姿であった。

「やっと……寝ねられるか……いやその前にシャワーを浴びたい……」

　だが、この部屋にいる彼女の部下たちは、誰ひとりとして、それを責める者はいない。

　普ふ段だんの彼女なら、こんなみっともないことはしない。

　少なくとも、部下の前では絶対にしない。

　だが、四日連続勤務明けである。

　この四日間、ソフィアの睡すい眠みん時間は五時間。四日合わせてそれだけだったのだ。

　王立兵器開発局は、先の「ゲーニッツの反乱」事件の際、標的にされ、職員……特に警備部隊員を大おお幅はばに失った。

　当然、増員と補ほ充じゆうは行われたが、配置されて数すうヶか月げつ程度の、まだ慣れぬ部下たちを率いるには、隊長であるソフィア自らが陣じん頭とうに立たねばならなかったのだ。

「お疲れ様さまですねぇ、ソフィアさん」

　そんな彼女に、緊きん張ちよう感の欠片かけらもなく話しかける男。

　ダイアン・フォーチュナー――王立兵器開発局の局長にして、稀代の天才科学者にして、超の付く変人であり、ソフィアが「疲れている時に話しかけられると一ひと際きわうざったいランキング殿でん堂どう入り」の男である。
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「…………………」

　ソファーに顔を埋うずめながら、ソフィアはあえて無視することにした。

　なんでお前がここに居るんだ。

　ここは警備部隊の詰め所だぞ。

　局長と言えども勝手に入るな！

　などなど、言いたいことは山ほどあったし、いつもなら怒鳴りつけてやれるのだが、いかんせん、今はその体力がもったいなかった。

「緊きん急きゆう事態宣言が出されたんでしたっけ？　大げさなことですねぇ……ま、ゲーニッツさんのお祭り騒さわぎから、半年も経たってないんだから、しょうがないかもしれないですけどね」

「……………………」

　無視を決め込んでいるのに、ダイアンはそれすら楽しげに勝手に喋しやべりだす。

「なんでしたっけ？　どっかのテロリストの方が、国境越こえて王都に入り込んだんでしたっけ？　そして、王宮正門の前で、よくわからない演説ぶち上げて、自じ爆ばくしようとした」

「…………………」

　ようやく一時間ほど前に、報道各社に公表された情報を、ダイアンはどのようにしてか、すでに入手していた。

　過激思想を持つ革命家気取りのテロリスト集団が、王都に入り込み、警官隊とすったもんだをしたあげく、数日に渡わたって逃にげ続けたのだ。

　そのため、王都は厳げん戒かい態勢。

　以前襲しゆう撃げきを受けた経けい緯いを持つ王立兵器開発局は、またしても標的とされる恐おそれがあったため、緊急事態宣言が取り消されるまで、ソフィアは陣頭指揮を取らざるを得なかったのだ。

「警察の方たちも、軍には思うところがあるのか、非協力的だったみたいですしねぇ。いやですねぇ、縄なわ張ばり争い」

「………………………」

　ゲーニッツは、死してなお、ワイルティアに大きな影えい響きようを残していった。

　その一つが、そして現在のソフィアには特に大きなものが、「軍と警察」の確かく執しつだ。

　どれだけ言い訳を重ねても、軍以外の者から見れば、先のゲーニッツの反乱は、「軍内部の内輪もめ」である。

　その迷めい惑わくを王都の市民は蒙こうむり、警察も多大な被ひ害がいを受けた。

　それでなくとも、「王都の治安を守る」ことを使命とする警察機構が、軍の武力に屈くつし、一時的にでも好き放題にされたというのは、沽こ券けんに関かかわる事態であった。

「お陰かげで、犯人が何人居るのか。目的は何か。持っている武器はどんなものかもわからなかったんですよね」

　人数も、目的も、武力もわからぬ、破は壊かい活動を目的としている者が街に潜せん伏ぷくしているとあれば、警けい戒かいのしようがない。

　結果として、王都駐ちゆう留りゆうの軍は最高レベルの警戒をせざるを得ず、開発局も万が一の事態を想定して厳戒態勢にならざるを得なかった。

　何度となく出された要よう請せいの末、警察組織が犯人を逮たい捕ほし終えてから返ってきた実態は、「粗そ悪あくな爆弾を持った男が一人だけ」という、まさに「大山鳴動して鼠ねずみ一匹」な話である。

「持ってた爆弾……黒色火薬ですってね？　しかも不純物多すぎて、火を点けたはいいけどろくな爆ばく発はつは起きず、髪かみの毛け焦こがして火傷やけどした程度ってのがまたお粗そ末まつな……」

　黒色火薬とは、木炭や硫い黄おうから作られる、最も原始的な火薬である。

　煙けむりが多いだけで、爆発力は乏とぼしく、百年以上前の段階で、兵器には使われなくなった。

　現在の主な用よう途とは――花火である。

「多分、市し販はんの花火の火薬をほぐして、鉄パイプにでも詰めたんでしょうね。いやはや、なんともかんとも」

　兵器開発者からすれば、苦笑いを浮かべずにいられないお粗末な話なのだろう。

「………………………」

　ちなみに、ダイアンが話している間も、ソフィアはずっと無言を貫つらぬいていたが、少しだけ、体をそわそわと動かしていた。

　彼女なりに、この数日の間の警察機構との確執は、思うところがあったのだろう。

「ま、理り屈くつはわかりますがね。テロリストを、下手に軍隊が出張って鎮ちん圧あつすれば、彼らは英えい雄ゆうになってしまう」

　軍が武力を背景に、それがどんなものであれ、政治的思想を持つ者を取とり締しまれば、「思想弾だん圧あつ」と呼ばれてしまう。

　さらに言えば、軍では力が強すぎて、犯人を生いけ捕どりにできない時がある。

　そうなればもっと厄やつ介かいだ。

　たとえそれがどのような経緯であれ、「死」は、人を神格化する。

　第二第三の厄介な者たちが現れかねない。

　場合によっては、百年――いや、千年続く禍か根こんを残す。

　だから、警察としては「軍を動員させず、あくまで犯罪者として生きたまま逮捕」する必要があったのだ。

　それはわかる。

　それはソフィアもわかっているのだが、もう少し何とかならないかという憤ふん慨がいがあった。

「ともあれ、そのテロリストたち……ま、テロリストって言っても、ペルフェで銀行強盗かまして活動資金せしめようとした小悪党なわけですが、ようやく王都からはいなくなったわけですね」

「なに……？」

　ダイアンの言葉に、ついにソフィアは反応してしまう。

　聞き捨てならない言葉があったからだ。

「王都からはいなくなった」ということは、「王都以外にはまだいる」という意味である。

「おや、興味わきました？」

　その反応を見て、ニヤニヤとほくそ笑えむダイアン。

　これが、彼がここに来た理由だった。

　世間話の体をなしながら、ソフィアが欲ほつするであろう情報を、こっそりと伝えに来たのだ。

「貴様………」

　ようやく顔を上げながら、ソフィアは憎にく々にくしげに睨にらむ。

　自分の心中を見み透すかされたことの恥はずかしさから、わずかに頬ほおが赤い。

「犯人は全部で六人……国境を突とつ破ぱするまでに三人いなくなり、残りの内二人はベルン到とう達たつまでに捕ほ縛ばくされました。今回騒ぎになったのは最後の一人です」

　つまり、まだ残党が三人、ワイルティア国境外――ペルフェにいるということだ。

「マズいぞ……その残り三人が、報復に現れないとも限らん」

　体を起こし、疲ひ労ろうを一いつ旦たん他所よそに置いて、真しん剣けんな表情になる。

　粗悪な武器を振ふりかざしての凶きよう行こうではあるが、それで人が死なないわけではない。

「ありうるかもしれない」という事態から、国民の生命と財産を守るのが軍人――それが、ソフィアの持つ職業意識だった。

「いや、それがですね。こっからがさらに極ごく秘ひ情報で」

　乗ってきたソフィアに、ダイアンは楽しげに語る。

「国境突破前にいなくなった三人ってのは、数合わせの雑用係みたいなモンだったそうです。仲間割れというより、ビビって逃げたという方が正確みたいですね」

　テロリストの界かい隈わいも、色々と大変らしく、活動費用の捻ねん出しゆつも一苦労なのである。

　それなりに世よ渡わたりの上手うまい者たちならば、なんらかの組織に「自分たちの標的にされないかわりに」と強請ゆすったり、もしくは「お前らの敵対勢力に嫌いやがらせをしてやるぞ」と持ちかけ、これまた金をせしめることもできるのだが、その手の生活力に欠けた者たちとなると、悲ひ惨さんなものである。

　日々、日ひ雇やとい仕事に明け暮れ、爪つめに火を灯ともすようにして蓄ちく財ざいし、そうやって溜ためたなけなしの金で、粗悪な武器を購こう入にゆうする。

　予算が限られる上に、裏の武器商人からも足元を見られるため、今回のような花火に毛の生えたような爆弾しか手に入れられない者も多い。

「手っ取り早く活動資金を手に入れるために銀行強盗を計画したのはいいんですが、あまりにも零れい細さい組織だったせいか、人手が足りなくて、現地のチンピラ雇やとったみたいですね」

「つまり、別行動を取ったとか、仲間割れではなく……？」

「ええ、単純に、『怖こわくなって逃げ出した』みたいですね。うち二人はすでに自首しています。犯人グループの構成などは、彼らからの供述です」

「なんとも……」

　ダイアンの言葉に、ソフィアはあらためて疲労に襲おそわれたように目を覆おおい、再びソファーに突つっ伏ぷした。

「三流テロリストとチンピラの六人組に、王都は振り回されたわけか」

　笑い話にもならない、ひたすらはた迷惑な話だった。

　だが、効果がないかといえば、そうでもない。

　テロリズムとは、極論すれば「政治思想を振りかざしたはた迷惑」な存在だ。

「お前たちが悪いから、オレたちはこんなことをしているんだ」と、爆弾を仕し掛かけたり、火付けをしたり、盗ぬすみや殺人を犯おかしたりすることである。

　これで世情が混乱すれば、それすらも利用する。

「ホラ見ろ、お前らが悪いからオレたちはこんなことをせざるを得なかったんだ。悪いのはアイツらなんだ！」と体制の攻こう撃げき材料にする。

　そうさせないためにも、たとえどれだけチンケな小悪党でも、官憲や軍は動かなければならなくなる。

　それによって無む駄だに浪ろう費ひされる人手や予算、時間に物資……考えただけで頭の痛くなる話だった。

「ん……待てよ。ということは、まだ一人残っているわけか？」

　崇すう高こうな使命をお持ちのテロリストの仲間にされてしまった、哀あわれなチンピラが、まだ一人、国境を越こえることもできずにどこかをさまよっていることに、ソフィアは気づく。

「ええ、その最後の一人が見つかったようでしてね、それで各所大おお騒さわぎですよ」

　ソフィアの知る情報は、少ない上にほとんどが王都周辺のもの。

　しかし、ダイアンは特とく殊しゆなルートをもって、それ以上の情報を仕入れていたらしい。

「どうもね、その一人がたどり着いたのが、オーガンベルツって田舎町らしいです」

「なっ…………!?」

　オーガンベルツ――その地名を聞いて、ソフィアは絶句する。

　そこは、彼女の弟分にも等しい、元部下の男がパン屋を営んでいる街であった。







「で、どうなってますの？」

　再び場所は戻ってオーガンベルツ。

　懇こん切せつ丁てい寧ねいな恫どう喝かつ……もとい説得を繰くり返かえし、不ふ機き嫌げんな顔のスヴェンがいたのは、役場の会議室に作られた、対策本部の一室であった。

「あ～～～、お嬢じようさん。ええっと、その、だねぇ？」

　その場にいる警官たちは、みな相応の階級を持つ、指揮官クラスの者ばかり。

　年ねん齢れいも、四十や五十を超え、日ひ頃ごろは厳格な態度をもって、部下たちを管理している者ばかりである。

　そんな彼らが、十七、八の少女にしか見えないスヴェンに、萎い縮しゆくしまくっていた。

「周りには、報道機関も集まっている。それに犯人も、その、大変、政治的な判断を要するものであってだね……？」

　その中でも一ひと際きわ偉えらそうな人物。

　実際偉い、現場での最高責任者である警察本部長が、汗あせを拭ぬぐいながら答える。

「店内には人ひと質じちがいる。うち二人は子ども……どのような政治的判断の上でそのようなことをおっしゃられるのか、お聞きしたいものですわね」

　だが、スヴェンは容よう赦しやなく、本部長の作り笑い交じりの答弁を切って捨てる。

　住民の目もく撃げき証言から、犯人は単独犯だとわかった。

　トッカーブロートを占せん拠きよし、店員三名、うち子ども二人を人質にしている。

　言わずもがな、店主のルートと、ジェコブにミリィである。

「のどが渇かわいてらっしゃるご様子ですわね。お水でも飲まれます？」

　会議室の傍かたわらには、持ち込まれた飲料水の瓶びんが入ったケースが積つまれている。

　スヴェンはそこから一本を取り出した。

「ふんっ！」

　そして、鋭するどい手刀をもって、一いつ瞬しゆんで瓶の口を切り落とす。

「どうぞ……」

「ひいいいい!?」

　熟練の職人が鍛きたえに鍛えた業わざ物もののナイフでもこうまでいかないという切れ味に、本部長は悲鳴を上げる。

　だが、それを笑う者はその場にはいなかった。

　なぜなら全員、震えていたからだ。

　彼らがスヴェンを前に萎縮している理由は一つ。

　怖かったから、である。純じゆん粋すいに、子どもが人食い鬼を恐れるのと同様に。

「い、今、君の勤めているパン屋……トッカーブロートだったかな？　そこに立てこもっている犯人は、つい先日、ベルンでテロ事件を起こした犯人の仲間なんだ」

　六人の内、二人は逮捕され、二人は自首を行い、一人は自爆テロに失敗して捕縛された。

　なおも残った最後の一人が、流れ流れてやってきたのがオーガンベルツなのだ。

「だからなんですの。とっとと特殊部隊を突とつ入にゆうさせるべき側面でしょう。なんならわたくしが率いますわ」

「んなむちゃな!?」

　銀ぎん髪ぱつのウェイトレスの申し出に、本部長は戸と惑まどう。

「って……できそうだけど……」

　戸惑いつつも、自信にあふれるその姿に、下手に自分や自分の部下たちが指揮するよりも成功しそうな雰ふん囲い気きを感じ取っていた。

「そうではなくて……その……力押しで解決できるのならば、とっくにやっているんだよ」

　そう言って、本部長は額に手を当てる。

「さっきも言ったが、周りには報道関係者も山ほど集まっている。ワイルティアやペルフェだけじゃない。グレーテンやフィルバーヌもだ」

　どれも、先の大戦では、ワイルティアとは敵対した国々である。

「相手がただの犯罪者なら問題はない。君の言うとおり、子どももいる。すぐにでも救出すべく動く場面だ。だが……」

「ああ、そういうことですの……」

　ようやく、スヴェンは本部長がなにを言いたいのか理解した。

　犯人は、銀行強盗ではあるが、その仲間はテロリストであり、政治的思想を主張した者でもある。

　その仲間となれば、犯罪者は犯罪者でも、思想犯に分類される。

　それを力ずくで官憲が捕とらえれば、思想弾圧と受け取られかねない。

　さらにその現場を、他国の記者に見られれば？

「ワイルティアは、数年後に行われる国際競技大会を始め、世界中から注目を浴びている時期だ。しかもつい最近、王都じゃ反乱騒ぎもあった。いろいろと、慎重な判断を必要とするんだよ」

「それは理解いたしましたけど……」

　スヴェンは、人間型猟兵機になる前は、人型猟兵機――軍用兵器としてワイルティア軍に所属していた。

　人と人ならざる者の違ちがいはあれど、国家に尽つくす者として、彼ら警官にも一定のシンパシーは存在する。

「ですが、ではどうすれば救出作戦に移るんですの？」

「う～ん………」

　スヴェンの問いに、本部長は腕うでを組んで考える。

　彼はこの現場の責任者である。

　だが、こと国家レベルの問題が起これば、その責任までは取ることはできない。

「多分、誰が責任を取るか、が決まるまでだねぇ」

　おそらく、ペルフェ警察機構上層部では、今現在、誰がこの問題の責任を取るかを決める、壮そう絶ぜつな「ババ抜ぬき」が行われている状態なのであろう。

　それが決まるまでは、現場の判断で動くことはできない。

「なんたるバカさ加減……！」

　官かん僚りよう仕事の愚かさ具合に、スヴェンは歯ぎしりをした。




　そして――渦か中ちゆうのトッカーブロート店内は……

「たぁ～すけてくれぇ～～～[image: ]」

　泣なき叫さけび、必死になって許しを請こう、犯人の姿があった。

「え～～っと……とりあえず落ち着こう？」

「近づくなぁ！　近づくなって言ってんだろぉ!?　お願いだから近づかないで！　できればこっち見ないでぇ!?」

　取り乱す犯人を、とにかく落ち着かせようとしていたのは、この店の主、ルート・ランガートであった。

「お、俺をどうするつもりだぁ!?　喰くうのか!?　食い殺すのか!?」

「食べないよ……」

　ガタガタと震える犯人。彼が怖がっているのは、ルートの顔であった。

「おっちゃん落ち着けって大丈夫だから、ルートは顔は怖いけど、人を傷つけるような人じゃないから」

「ほ、ホントか？」

　犯人をなだめたのは、彼に抱だきかかえられ、拳けん銃じゆうを押し付けられている、世間一いつ般ぱんの基準で言えば、「人質」に分類される立場となった、少年ジェコブであった。

「ほんとほんと！　おっかなく見えるけどさ、気は優やさしい、いいやつなんだ。大丈夫だって！」

　さらにそこに、言葉の援えん護ご射しや撃げきをするのは、見習いパン職人の少女ミリィ。

「そ、そうですよ………俺は、あなたに危害を加えるつもりはありません。ね、落ち着いて、落ち着いて」

　子どもたちの言葉に乗っかるように、ルートは笑顔――正しくは、彼が「笑顔」と思っている表情を見せた。

　その途と端たん――

「ひいいいい!?　なんだその顔わあああ!?　殺す気か!?　殺す気なのか!?　皮を剥はいで肉を割さいて、骨を砕くだく気かぁあああ!?」

　余計に怯おびえさせてしまった。

「ルート余計なことしない！」
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「おっちゃん大丈夫だから！　落ち着いて！　深呼吸しよう深呼吸！」

　足をガクガクと震わせ、涙なみだに続いて鼻水まで流し始める犯人を、ジェコブとミリィがなだめる。

「だってなんだよあの顔!?　殺す気じゃん！　絶対殺す気じゃん！　殺やる気満々じゃん!?」

「違うんだおっちゃん、あれ、信じがたいけどアイツの笑顔なんだよ」

「アレが笑顔だったらオメェ、世界から戦争なくなるぞ!?」

「わかるけどね、その気持ち」

　とてもではないが、立てこもり犯と人質の会話とは思えないようなやり取り。

　それを前に、ルートは落ち込んだ。

　ルート・ランガートは、顔が恐こわい。

　どれくらい恐いかというと、その恐さゆえに客が寄り付かず、店を潰つぶしかけたくらいである。

　それゆえに、トッカーブロートの店頭に、ルートが立つことはほとんどない。

　それがゆえに、この状況になってしまった。

「チキショウ……女子どもしかいねぇ店だから、大丈夫だと思ったのに……まさかこんなトラップが！」

「トラップじゃないんだけどなぁ……」

　悔くやしげに呻うめく犯人に、悲しげにつぶやくルート。

　トッカーブロートは、大通りに面した一面を大きめなショーウィンドウにしている。

　外から店内の様子が見られることで、どんな商品を扱あつかっているか、どのような客層がいるかなどがわかり、お客さんが入りやすくなる効果があるのだ。

　だがその結果、強面こわもてのルートが立っていれば、誰だれも寄り付かない現象も生んでしまった。

　なので、普段はルート以外の店の者が立ち、ルートは窯かま場ばに引っ込んでいるのだが、それを知らない立てこもり犯は、御ぎよしやすい相手だと思ったのだ。

「ねぇ、おっちゃん……もう止めたら？　今なら罪も軽くて済むんじゃない？」

　人質のジェコブが、自首を勧すすめた。

「そーだよ、もう逃げ場ないじゃん」

　後ろのミリィが、椅い子すに腰こし掛かけながら続く。

「お、お前ら……随ずい分ぶんと、余よ裕ゆうあるな……」

　落ち着きはらった子どもたちに、立てこもり犯は感心したような、呆あきれたような顔をした。

「いやねぇ」

「だってなぁ」

　顔を合わせる二人。

　ジェコブとミリィ、ともに、正しよう真しん正しよう銘めいただの子どもである。

　だが、ルート・ランガートに関わったことで、色々と修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのだ。

　あのゲーニッツが反乱を起こした、王都での騒そう乱らんに関わったりもしたのだ。

　今さら素人しろうと丸出しの立てこもり犯一人程度で、取り乱せない程度には、肝きもが据わってしまっていた。

「ふにゃあ～ああ………」

　店の端はしで丸まっていた、子こ猫ねこのエリスが、我関せずとばかりにあくびを一つしてまたそのまま眠ねむってしまった。

　トッカーブロートでは、猫すらもご覧の有様なのだ。

「なんなんだよこの店はよぉ～………」

　困惑する立てこもり犯。

　彼は拳銃を持っている。

　旧式のオンボロ銃だが、弾だん丸がんは入っている。

　それがわかっているから、子どもらも猫も、犯人を刺し激げきするようなことはせず、おとなしくしつつも、刺激しない程度に話しかけているのだ。

「とりあえず、銃口は下に向けたほうが……その、暴発したら危ないし」

「お、おう……」

　この中である意味、犯人からすれば一番うろたえてくれているのが目の前の強面男のルートだというのも、皮肉な話だった。

　だが彼のうろたえっぷりも、「凶きよう悪あくな犯人」に向けるものというより、「刃は物ものを振り回す子どもを諌いさめる母親」のそれに等しい。

「え～っと、俺おれは、ルート・ランガートって言うんですが……あ、アンタが抱かかえている子どもはジェコブ、後ろの子はミリィ、そこの猫はエリスっていいます」

「お、おう……？」

「あなたの名前は？」

「み、ミラゲだ……ミロスラフ・ミラゲ……」

「そうですか」

　ルートは、なるだけ相手を刺激しないように尋ねる。

「なんで……こんなことしているんです？」

「俺は、銀行強ごう盗とうなんだよ……」

　彼かれが、今ワイルティアとペルフェの二カ国で政治問題にまで発展しているテロリスト一味の雇われであったことを、ルートたちは知らない。

「この不景気だろ、金なくてよ、仕事なくてよ、やさぐれてたら、『いい儲もうけ話がある』って誘さそわれてよ」

　エウロペア大戦が終結し、三年――「最大の消費活動」とも呼ばれる戦争が終わったことで、ありとあらゆる分野の産業が、肥大した生産力そのままに、大きく需じゆ要ようを失った。

　生産と需要のバランスが崩くずれると、起こるのが大規模なデフレーションである。

　病的なまでに価格を下げなければ売れなくなるが、コストの削さく減げんには限界がある。

　結果として、人件費――労働者の給金が大幅に削けずられるか、人員自体が削減されてしまう。

　要は、「働き先がなく」、かつ「働けても安い給料しかない」状態と化すのだ。

　そうなると、法律を守り、品行方正には生いき難にくい。

　犯罪に走る者が現れても、おかしくはない。

「でも、まさかあんな仕事だったなんて……テロリストの軍資金集めだぜ？」

「なるほど……」

　ミロスラフは、強盗犯になる覚かく悟ごはしていたようだが、政治犯になる覚悟まではしていなかったようだ。

「それも、車の運転だけでいいって言うから……捕つかまっても俺は大した罪にはならないって言うからやったのに……」

　いや、それどころか、強盗犯になる覚悟もなかったらしい。

　彼にとっては、「ちょっとした手伝い」で、まとまった金を得られるという、しごく軽い気持ちでの犯行だったようだ。

　これが、貧困の恐ろしい面でもある。

　貧しさは、生きるための犯罪を助長し、治安を大きく損そこなわせる。

　治安が乱れれば、経済活動も停てい滞たいし、さらに貧困に拍はく車しやが掛かかる。

　そしてまた、多くの者が犯罪に手を染めるようになる……というように、連れん鎖さ反応が起きてしまうのだ。

　それを食い止めるためには、なんらかの大規模消費活動――需要を生み出すことなのだが、戦争に代わるあらたなそれを見つけることができていないのが、先の見えない不ふ況きようの原因でもあった。

「くっそ……なんでこんなことに………なんでこんなことにぃ!!」

　やるせなさ、憤いきどおりからミロスラフの情じよう緒ちよが不安定になっていく。

　彼はあまり、理性的といえる性質ではなかったようだ。

「コンチクショー！」

　八つ当たりなのか、傍そばにあった椅子を引ひっ掴つかむと、窓ガラスに叩たたきつける。

　激しい音が鳴なり響ひびき、表にまで飛んでいった。

「みんな貧びん乏ぼうが悪いんだー！　俺は悪くねぇー！　社会が悪いんだァ～～～!!」

「泣かんでも」

　本人の努力だけではどうしようもないことというのもあるのは事実。

　とはいえ、他人の店の窓ガラスを割って憂うさを晴らすミロスラフに、ジェコブが呆れた顔をする。

「またガラスが割れた……」

　そして静かに、店主のルートはガラスの修しゆう繕ぜん費ひを思い、ため息を吐つく。

　トッカーブロートの窓ガラスが割られたのは、これで三回目か、四回目である。

　そんな店内のあれやこれやもどこ吹ふく風かぜで、外にいる野や次じ馬うまは騒ぎ、新聞記者は歓かん声せいを上げるようにシャッターを切る。

「くそっ！　見せモンじゃねぇぞ！」

　その光景すらも神経を逆さか撫なでしたのか、激高するミロスラフは、表に向かって発はつ砲ぽうしようとした。

「ダメだ、ミロスラフ！　撃うっちゃダメだ！」

「―――!?」

　だが、ルートの叫びに、その動きを止める。

　人間は、とっさの時、ただ「やめろ」と言っても止まらない。

　正確に言えば、「耳に入らない」。

　だが、どんな混乱状態でも、「自分の名前」を呼ばれれば、とっさに反応してしまうようにできている。

　ルートが先に名前を聞いたのも、このような時のためだったのだ。

「撃っちゃダメだ。撃てばお前は、さらに殺人未み遂すいまで加わる。撃つならせめて、空に向けて撃て。それなら威い嚇かくになる」

　銃というのは、人を殺傷するための道具である。

　その引き金に指をかけ、人に向けただけで「殺意あり」となってしまうのだ。

「お、おう……」

　ルートの目と声に、真しん剣けん味みを感じたミロスラフは、おとなしくその言葉に従う。

「アンタ……」

　ミロスラフの目に、なにかに気づいたような色が浮うかぶ。

「銃の扱いに……いや、銃を使い慣れているのか……やっぱり、もしかして……」

「ああ、実は俺は……」

「やっぱ殺さつ人じん鬼き!?」

「違うから[image: ]」

　元軍人だと気づかれたと思ったら、またしても外見のイメージに引っ張られ、失礼なことを言われた。

「殺さないでくれぇえええええ!!」

「殺さないからぁああああ!!」

　またしても泣き叫び命いのち乞ごいをするミロスラフに、必死になって無罪を主張するルート。

「だからもう、自首しろって、おっちゃん」

　そんな二人を見ながら、ジェコブはあらためてため息を吐いた。







　店外――

「不味まずいですわね」

　トッカーブロートのお向かいさんの二階にて、スヴェンはつぶやく。

　お向かいさんは、すでに警察の要請で、一時的に徴ちよう発はつされており、二階には監かん視しのための警官が望遠鏡で店内の様子を覗のぞいている。

「あの……見えるのか？」

　お向かいさんといっても、店との距きよ離りは十メートルはある。

　しかも時間は経って、すでに夜だ。

　店内の明かりは灯っているが、肉眼での観察は難しい――はずである。

「お気き遣づかいなく、ご自身の職務をお果たしになってくださいまし」

「は、はい！」

　問いかけてきた監視の警官に振り向くことなく、スヴェンは告げる。

　彼かの女じよの〝機能〟をもってすれば、この程度の距離、この程度の闇やみ、問題ではない。

　だが、目に映る光景は、大問題であった。

（犯人が持っているのは拳銃一丁……装そう弾だん数は不明ながら、あの手の動きから推測するに、三発から四発は残っている……）

　動きは素人のそれ。

　街のチンピラか、それ以下。

　ルートならば、拳銃のアドバンテージを抜きにしても倒たおすのは可能。

　だが、ジェコブとミリィの二人がいては、下手な動きはできない。

（それでも勝算は九割を切りませんのに……主さま……もう……）

　仮に９９・９９％で成功したとしても、文字どおり「万が一」にでも他者を傷つける可能性があれば、その危険は冒おかさない。

　彼女の主は、そういう人間なのだ。

　そういうところも含ふくめて、スヴェンは親愛の情を抱き、心より敬愛しているのだが、それでももう少し、自分を大切にしてほしかった。

（このままじゃ、別の意味での〝最悪〟が起きそうですわね）

　スヴェンの想定するこの先の予測の中で、最も起こりかねない、ルートの命の危機。

　それは、「誰かを護まもって自分が死ぬ」である。

　それだけは防がねばならない。

　それだけは、絶対に。




　そして再び、トッカーブロート店内。

　あれから数時間経たち、すでに日は沈しずみ、本来なら人々は眠りにつこうという時間だが、トッカーブロートの周りには、今も警官隊と、マスコミが包囲している。

「ううう………」

「大だい丈じよう夫ぶか……？」

　精神は、限界に達していた――ただし、犯人の。

　血走った目のミロスラフに、ルートは問いかける。

　常に人質を押さえている余裕もなくなったのか、ジェコブはミリィとともに、店の隅すみで横になって眠っている。

「うるせぇ……黙だまってろ……」

　周囲を包囲され、逃にげ場なし。

　極度の緊きん張ちよう状態に追おい詰つめられたミロスラフは、あきらかに精神の均きん衡こうを崩しかけていた。

「少しでも、休んだほうがいいんじゃないのか？」

「うう……そんなこと言って、俺がちょっとでも寝ねた間に、逃げる……いや、俺を警察に突き出すんだろ……」

「そんなことしないよ……」

　ミロスラフは、トッカーブロートのあるオーガンベルツに来るまでの間に、何日も山道を走り、野宿を繰り返していた。

　すでに店を占拠した段階で疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

　睡すい眠みんも食事もロクに摂とっていない状態だったのだ。

「せめて……なにか食べたらどうだ？　その……食うものなら、山ほど……ではないにしろ、売るほどはあるから」

「うう……」

　パン屋に立てこもっているのに、ミロスラフは一つもパンを手にしていなかった。

「金を払はらわずに食うのはもうしわけない」という倫りん理り観かんではない。

　単純に、そこに気づくまでの心の余裕もなかったのだろう。

　彼が視線を向けているのは、窓の外の警官隊のみで、わずかでも視線を下げれば並んでいるパンは、視界に入らなかったのだ。

「なら、少しだけ……」

「ああ、ちょっと待ってろ……これとかどうだ？」

　しぶしぶとうなずいたミロスラフに、ルートはライ麦パンを見せる。

「切り分けるのにナイフ使うけど、いいか？」

「あ、ああ……」

　抵てい抗こうの手段になるものを、持つ前に宣告することで、可能な限り、刺激をしないようにした。

「ライ麦パンってな、食感がボソボソしているように思えるけど、だからこそなにかを載のせて食べると美味おいしいんだ。水分が多めのマーマレードや、サワークリームなんかも合う。ほら」

　薄うすめに切ったライ麦パンに、クリームチーズを載せて、手て渡わたした。

「…………うまいな」

　一口かじり、ミロスラフはつぶやく。

「なにか飲むか？　コーヒーか紅茶なら用意できるぞ？」

「じゃあ、コーヒーを……」

　しばしして、ポットに入れたコーヒーとマグカップを、ルートは運んできた。

「ほら」

　熱湯をかけて温めたマグカップを渡わたし、そこにコーヒーを注ぐ。

「いつもなら淹いれてくれるウェイトレスがいるんだが……その娘こなら、もっと美味うまいんだがな」

　言いながらルートはマグを手渡す。

「……………」

　無言のミロスラフ。震ふるえていた指先が、マグのぬくもりで、少しだけ収まった。

「なぁ、もう止めにしないか？　これ以上続ければ、アンタの身が持たない」

　僅わずかに緊張が緩ゆるんだのを察して、ルートは語りかける。

　あくまで、相手を慮おもんぱかってという姿勢は崩さずに――いや、ルートはこの時、純粋に、彼のことも思いやっていた。

　ミロスラフは、どこに出しても恥ずかしくない善人ではない。

　だが、誰もが目をそむける極ごく悪あく非ひ道どうの悪人でもない。

　ただの、自分でもなにをどうしていいかわからなくなった小悪党だ。

　まだ十分、人生をやり直せる人間だ。

　それになにより――

「アンタ……俺の作ったパンを食って、〝うまい〟って言ってくれただろ？　その人が、これ以上辛つらい顔になるのを、見たくないんだよ」

「でも……」

「大丈夫だ。武器を捨てて、おとなしく外に出れば……射殺なんてされやしないさ」

　皮肉なことに、彼を「王都を騒さわがせたテロリストの最後の一人」と思い込んで、取材に訪おとずれた報ほう道どう陣じんが山ほどいる。

　彼らの目の前で、問答無用で射殺なんてされはしない。

「裁判になったら、俺も証言してやるよ。アンタは、子どもらに暴力は振ふるわなかったし、ただ追い詰められて、錯さく乱らんしただけだって……その銃、誰も撃ってないんだろ？」

「ああ……」

　ろくに発砲もしていないなら、それだけでも減げん刑けいの対象になる。

「大丈夫だよ。まだ、やり直せる」

　粘ねばり強づよく説得するルートだったが、しかし、あともう一歩のところで、届かなかった。

「こんなご時世で……ムショ帰りなんて、どうやって生きてけって言うんだ……」

　ポツリと、ミロスラフは血を吐くようにこぼした。

「もう終わりなんだよ……こうなった段階で、俺はもう〝詰み〟なんだ。やり直しなんてできねぇんだ!!」

　叫ぶと、手に持った銃を、自分のこめかみに押し付けた。

「やめろ！　ミロスラフ！」

　ルートは止めようと声を上げた。

　しかし、今度は、名前の強制力も通じない。

「迷めい惑わくかけてすまなかったな……最初から、こうすりゃよかったんだよぉ!!」

　ルートへのせめてもの義理返しとして、自分一人だけが死のうとする道を選んだミロスラフ。

　その手は震えている。その指も震えている。

　だが、それでも、その指は引き金を引くことができる。

「やめろ!!」

　ミロスラフに飛びかかるルート。

　二人はもみ合い、その最中に、銃声が轟とどろいた。

「え、なに!?」

「ルート！」

　その音で飛び起きる、眠っていたジェコブとミリィ。そして――

「主さま！」

　声がもう一つ。

　天てん井じようから、銀髪の少女、スヴェンが飛び降りてきた。

「スヴェン？　え？　どっから入ってきたの!?」

「屋根伝いにこの店の上に飛び移って、屋根板外して屋根裏に潜せん入にゆうしたんですわ！」

　こともなげに随分と非常識なことを告げるスヴェンだった。

　屋根裏に潜ひそみ、突入の機会を窺うかがっていたのだが、それより先に銃声が聞こえたので、問答無用で突入を敢かん行こうしたのだ。

「主さま、おけがは！」

　もみ合っていたミロスラフとルートだったが、二人はすでに動いていない。

　正しくは、ミロスラフを押さえようとしたルートが、動きを止め、覆おおいかぶさっている。

「な、なんで……なんでだよう………」

　呆ぼう然ぜんと、力なく言葉を吐くミロスラフ。

　そして、その下からは、血が流れ出している。

「ウソ……」

　スヴェンは言葉を失う。

　それは、ミロスラフの血ではない。

　彼を止めようとして、拳銃の暴発に巻き込まれた、ルートが流したものだった。

「主さま!?　いやぁああああっ!!」

　スヴェンにとって、自分の死よりも、ルートが傷つくほうが、兆倍の苦しみである。

　ましてや、そのルートは、がっくりと倒れ、身動きも――

「痛つつ………」

　と思っていたら、むっくりとルートは起き上がる。

「ミロスラフ、大丈夫か？　ダメだぞ、そんな早まっちゃ！」

　たしなめるが、その横っ腹からは、血が流れ出している。無傷ではない。

　しかし、彼にとっては、自分の傷なんかより、目の前の犯人のほうが重大事であった。

「主さま止血！　手当、消毒!!　衛生兵―!!　衛生兵――!!」

　代わりに、スヴェンが二人分、慌あわてふためき戸惑っていた。

「アンタ……傷……大丈夫なのかよ……!?」

「ん、ああ……」

　困こん惑わくするミロスラフを前に、今さらのように、ルートは気づいた。

「急所には当たってない。これくらいなら大丈夫だろう」

「いやいやいや……」

　撃ったほうが、血を流している者よりも、血の気を無くし真っ青になっている。

「なんで……アンタ……そんな優しくするんだよ。俺、アンタの店荒あらしたんだぞ？」

　ミロスラフからすれば、ルートの行動は理解に苦しむところであった。

「まぁ、なんていうかな……」

　照れくさそうに、ルートは頭をかいた。

「アンタが食べた、あのライ麦パンな。数日置いてから食べると、また甘あまみがまして、美味くなるんだ」

「そう……なのか？」

　パンといえば、焼きたてを食べるのが一番と思われるが、中には熟成させることで旨うまみを増すものも多い。

「それに、今はないんだが、アレの上にサーモンと玉ねぎにオリーブオイルで作ったソースをかけて挟はさんで食べると、すごく美味いんだ。コーヒーだって、もっと美味おいしく淹いれることができる」

　ルートは笑え顔がおを作るのが苦手である。

　だから、この時も彼は、人が見れば怒おこっているような顔つきだった。

　しかし、その語り口は、大切に育てた我わが子こを語る親のようであった。

「俺のパンを〝うまい〟って言ってくれた人に、もっと〝うまい〟って言ってほしいんだ。だから、俺のためにも、軽はずみなことをしないでくれ」

「あ、あああ………」

　ミロスラフは、力をなくしたように、銃を落とす。

　ガシャンという、金属が床ゆかに落ちる音が、店内に響いた。

「ええい！　あなたなんてどうでもいいんですのよ!!　お退どきあそばせ！」

　しかし、そんな余よ韻いんは、この主をこよなく愛するウェイトレスには関係なかった。

「ごはっ!?」

　ミロスラフを蹴けっ飛とばすと、自身の頭二つ以上は上回る巨きよ体たいのルートを、スヴェンは担かつぎ上あげる。

「す、スヴェン？　なに？　どうしたんだい？」

「どうしたんだいもクソもござーませんわ!!　すぐに医者に！　病院に！」

「いや、そんな大したもんじゃないって……」

　ルートは元兵隊である。

　銃弾飛とび交かう戦場を職場にしていたのだから、弾丸に当たったことも一度や二度ではない。

　その経験から、「この程度の口径のこの程度の傷は命には関かかわらない」と判断したし、その見立ては間ま違ちがってはいなかった。

　だが、スヴェンにとってはそんな問題ではないのだ。

　たとえ毛ほどの傷といえど、愛する主が傷を負ったという時点で大問題なのだ。

「どらっしゃー！」

　いつもなら、丁てい寧ねいに開け閉めしている店の扉とびらを、蹴り破らんばかりに蹴り開ける。

　この店はルートの宝物である。

　普ふ段だんの彼女ならこんなことは絶対にしない。

　しかし、そのルートのためならば、ルートの大切なものでも躊ちゆう躇ちよなく蹴り飛ばすのが、スヴェンの忠誠心であった。

「な、なんだ!?」

「なにがあった!?」

「銃声がしたが、誰かケガしたのか！」

「って、おい、君……？」

　表を包囲していた警察や、報道機関が、突とつ如じよ現れた大男を担いだ銀ぎん髪ぱつの少女に、目を白黒させる。

「医者はどこですのー!!」

　そんな観衆たちに、スヴェンは怒ど鳴なりつけた。

「え～っと……おっちゃん、どうする？」

　そして店内では、犯人のミロスラフが一人取り残され、ジェコブに心配されていた。
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「自首……するわ……」

　死ぬまで追いつめられたところに、いきなり現れたスヴェンに「お前なんてどうでもいい」と言われ、違ちがう意味で心を折られてしまった。

　かくして、トッカーブロートに巻き起こった一つの事件は収束するのだが――

　これが、本当の事件の始まりだと、ルートもスヴェンも、誰もまだ、気づく者はいなかった。







第二章「そして木ぼく鐸たくは鳴らされる」







「なんていうか……ルート、すごいわね」

　例の事件があって数日後、ようやく通常営業を再開したトッカーブロートの店内にて、丘おかの上の教会のシスターマレーネは、感心したような、それでいて呆れたような口調で言った。

「一応、拳銃で撃たれたんでしょ？　なんで三日程度で復帰しているの……？」

　立てこもり犯ミロスラフと揉もみ合あいになり、弾丸に横っ腹を穿うがたれたルートは、まるで何事もなかったかのように、窯場でパン焼きに勤いそしんでいた。

「まあ、その……鍛きたえているから？」

　苦笑いのような表情を浮かべながら、当の本人は答えた。

　この顔の理由は二つあった。

　一つは、自分の頑がん強きような肉体を、褒ほめるを通して呆れられたから。

　もう一つは、自分が思った以上に鈍にぶっていたからだった。

（撃たせる前に、止められると思ったんだがな……）

　錯乱したチンピラの拳けん銃じゆうなど、止めて当然、止められなければおかしい。

　暴発の危険性は考えていなかったわけではないが、それでもその前に鎮ちん圧あつできるか、できなくとも避さけられると踏ふんでいた。

　かつて「白銀の狼おおかみ」と呼ばれたエースパイロットであり、さらにその前は、「人狼ヴエアヴオルフ」とまで呼ばれた特務兵が、負っていい傷ではなかった。

（もしアイツが生きていたら、アゴ外して驚おどろくかもなぁ）

　特兵であった時代、自分を懐ふところ刀がたなとして使っていたゲーニッツが知れば、呆れ果て、情けなさに額を押おさえただろう。

　だが、苦笑いの理由は、「鈍ってしまった」ことへの悲ひ嘆たんではない。

　むしろ、喜びである。

　兵士としての自分が錆さびついているということは、それだけパン屋としてのルート・ランガートに変わっていっているという証左である。

　ただ、それを証したのが、こんな事件というのが、皮肉な話だと思ってしまったのだ。

「それよりも、ミリィは、大丈夫？」

　拳銃を持った暴漢に人ひと質じちにされたのだ。まだ十四の少女には、決して軽くない事件であろう。

「ああ、大丈夫よ。食欲も睡眠も問題なし。むしろあなたのこと心配しているくらい」

　だが、その気遣いは無用であったらしい。

　マレーネはおかしそうに笑いながら言った。

「ジェコブくんも、同じようなものらしいし……ウチの子どもたちはみんなタフだわ」

　人質にされていた少年ジェコブは、自分よりも母親の方が憔しよう悴すいしてしまい、その看病で学校を休んだくらいである。

「二人には悪いことをしたなぁ……」

　自分が傷を負っても無む頓とん着ちやくだったルートだが、他人のこととなれば、話は変わる。

「なに言っているのよ、あなたは悪くないじゃない」

　そんな彼を、マレーネは慰なぐさめるが、話はそんな問題ではなかった。

「悪い悪くないの話じゃないよ。大人が付いていたのに、子どもを危険な目に遭わせた段階で、問題ありさ」

　兵士としての感覚だけでなく、そういった配はい慮りよも鈍っていたのではないかと、ルートは自身に反省を強しいていた。

「あのねぇ……」

　だが、そんなルートに、マレーネは先さき程ほどまでとは少し異なる、呆あきれた顔を向ける。

「あなたが心を配ってあげなきゃいけない人は、他にもいるでしょ？」

「え………」

「スヴェンよ……あの子、あの日からずっと落ち込んでいるのよ？　気づいているでしょ？」

　立てこもり事件のあった夜、病院に運ばれたルートを、スヴェンはずっと看病していた。

　看病といっても、ルート本人も言ったように、命に関わるものではなかった。

　ただ、弾丸の摘てき出しゆつ手術は行われ、その後、麻ま酔すいの効果もあって、ベッドで眠る彼の傍かたわらで、ずっと、つらそうな顔で座っていたのだ。

「〝大切な主さま〟に、おケガをさせちゃって……ってあの子、自分のせいだってずっと責めているのよ？」

「そんな………スヴェンは悪くないだろ!?」

　驚きの声を上げるルート。

「だから、『悪い悪くないの問題じゃない』んじゃない？」

「うっ――！」

　今さっき、自分が口にしたセリフを返され、ルートは言葉に詰まる。

「あなたたちって、意外と根っこが似ているのかもね」

　ニヤニヤ笑うマレーネに、ルートは困ったような顔を返すしかなかった。

「まぁ……そうなのかもしれないが……」

　スヴェンは、人間ではなく、人間型猟兵機――アンドロイドである。

　それも、ルートがかつて搭とう乗じようしていた猟兵機の人工知能が移植されている。

　ただの量産型兵器に搭とう載さいされた人工知能――そこに、心が生まれたのが理由である。

　その心を生むきっかけとなったのが、ルートとの出会い。

　スヴェンの心は、ルートという土ど壌じようから芽生えたものなのだ。

　なればこそ、両者は、どこかで共通する心的行動がある。

　そんな事情は知る由もないのだが、それでも、感覚的に察することができたマレーネは意外と洞どう察さつ力りよくが高いのかもしれない。

「なんて……言ってあげればいいのかな……」

　もし自分であれば、「申し訳ない」と思っている相手に、「気にするな」「お前は悪くない」と言われても、却かえって気を使わせてしまったと、余計に申し訳ない気持ちになる。

　おそらく、スヴェンもそうだろう。

「そうね、そんな時は――」

　聖職者が、ありがたいアドバイスを下さろうとした直前、トッカーブロートの扉が、けたたましく開いた。

「主さま!!」

　現れたのは、噂うわさの当事者、スヴェンであった。

「あ、スヴェン……あの……」

　噂をすれば影かげがさすとは言うが、あまりのタイミングの良さに、ルートは戸と惑まどう。

「大変ですのよ！」

　しかし、彼女は、それよりも先に伝えねばならぬ情報を抱かかえていた。

　それは、かなりたちの悪く、解決が見み出いだしづらい話であった。







　ワイルティア公国王都ベルンから、離はなれ離れて、隣となりの行政区の一角にある、ベンガーバエル士官学校。

　ここはかつて地方の貴族の子し弟ていが、王都に入る前に、礼れい儀ぎ作法や一いつ般ぱん教養その他もろもろを学ぶために作られた場所なのだが、時代が変わり、現在は若き士官候補生たちの学まなび舎やとなっている。

「はや七校目か……」

　ポツリと、窓の外を眺ながめながら、本日この士官学校に転校してきた、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン――ヒルダはつぶやいた。

「今度こそ……せめて一月はいたいなぁ……」

　先のゲーニッツの反乱事件の後、ダンゴルディノーザ士官学校から始まり、あちこちの学園をたらい回しにされているヒルダ。

　決して、彼女がなにかをしたわけではない。

「ったく、なんだって、どこもかしこも妙みような問題抱えているんだよ、全く！」

　彼女自身はなにもしていないが、彼女が来たことがきっかけで、その学校が抱えていた問題が明るみに出て、休校、もしくは廃はい校こうになる事件が連発していたのだ。

「ホント、どこもかしこも問題抱えているわよねぇ。校内ギャンブルや闇金もどきを主しゆ催さいする学生。女生徒を生まれで差別して、女衒ぜげんの真似まね事ごとをする教師。新興宗教もどきの政治結社作ってその尖せん兵ぺいにしようとしたり……」

「全くだ。とりあえずまず学業に勤しめよもう！」

　学校というのは、古来より閉へい鎖さ的てきな世界である。

　まだ幼い子どもたちに、外部の思想に感化させず、中立かつ公平な思考を育て、その上で、外に出たときに、冷静に理性的に物事を判断する――ようにすべき空間ゆえに、塀へいの中は外部の干かん渉しようを意識的に退けるようになっている。

　それ自体は問題はない。

　むしろ、そうするべき案件である。

　だが、それゆえに、塀の中で起こる事件は、表に出にくい。

　そうしているうちに、長きに渡って巣食い続けたどす黒い闇は、密度を上げていく。

　蠱こ毒どくという邪じや法ほうが、東洋にあるという。

　一つのツボの中に、複数の毒を持つ生き物を閉じ込め、互たがいに喰くらい合わせ、毒の濃のう度どを高めた、最凶の一匹ぴきを作り出す儀ぎ式しきだ。

　それに似た作用が、ときに「学校」という存在では起こるのかもしれない。

「んで……」

　ふと、今さらながら、当たり前のように自分の「独り言」に参加してきた友人に、ヒルダは視線を向けた。

「リーリエ……近い……」

　言ってもどうせ改める気などさらさらないであろう彼女――リーリエに言った。

「え、どこが？」

「腕うで組んで肩かたにもたれかかって、頬ほおをすり寄せている以上に〝近い〟って表現の似合う距離あるか……？」

　いつの間にか背後から忍しのび寄より、いつの間にか腕を組み、いつの間にか密着していた。

　彼女は、ヒルダの最初の転校先で出会った友人である。

　その後、転校するたびに同じ学校の同じクラスに追いかけてきて、隣の席に座すわっている。

「リーリエ……オマエ、どうやっていつも追いかけてくるの？」

　今回も、当たり前のように彼女はヒルダを追って、このベンガーバエル士官学校までやってきた。

　もう驚く気力も涸かれ果てた。

「そうね……一言で言えば……愛の力、かな？」

　そんなヒルダに、リーリエは明るく答える。

「あ、そう……」

　そしてツッコむ気力も涸れ果てた。

　ヒルダは知らぬことだが、リーリエは、表向きは――と、これすらも機密事じ項こうだが――ワイルティアの同盟国、ヤマト大使館の、「ワイルティア公国の教育機関を秘ひ密みつ裏りに調査する」という名目で送り込まれている。

　だが、真の理由は、リーリエの人格育成のため。

　彼女は人間ではない。

　スヴェンことスヴェルゲン・アーヴェイと同じく、人間型猟兵機なのだ。

　ヒルダとの出会いは、本当にただの偶ぐう然ぜん。

　しかし、その偶然が、リーリエの心を覚かく醒せいさせた。

　そのきっかけは、「ヒルダへの愛」―――

「オマエさ……席だけならともかく、なんで寮りようの部屋まで隣なの？」

　士官学校なので基本的に全寮制である。

　この士官学校は、珍めずらしく生徒一人一人に個室が与あたえられているのだが、リーリエはちゃっかりと、隣の部屋に入室していた。

「あそこ……ボクが来る前の日までは、別の人が住んでたはずじゃ……」

「替かわってもらったの！」

「替わってって……いや、そんな……どうやって……？」

「一いつ生しよう懸けん命めいお願いしたの！」

「お願い……？」

　疑うヒルダだが、リーリエの言葉にウソはない。

　彼女は懇こん切せつ丁てい寧ねいに、丁てい重ちように、隣の部屋の住人に部屋を替わってくれるようお願いした。

　ただ、相手が「やだよ」と無下に断った瞬しゆん間かん、たまたま手に持っていた鉄パイプを素す手でで捻ねじ曲まげ、その上で改めて「お願い」と言ったが。

　それは、限りなく、恫どう喝かつと脅きよう迫はくに等しかったが、それでも、説得に違いない。

「まぁね、それはいいんだよリーリエ……あのね……なんで、今朝、壁かべを見たら……穴が開いてたの？」

「あ、もしかして起こしちゃった？　ごめんなさい……」

「ううん、そんな話じゃないんだよ？」

　ヒルダの質問に、ずれた返答をするリーリエ。

　ヒルダが朝起きたら、壁に大きな穴が……というより、壁がほぼなくなっていた。

　個室のはずの学生寮が、いつの間にか自分とリーリエとの二人部屋になっていた。

「夜中にちょっとずつ壁に穴を開けたの」

「だろうね、他に方法ないよね」

　ヒルダは、さすがにこれは問題があると、寮の管理人に訴うつたえたが、その訴えは、その場で拒きよ絶ぜつされた。

「寮母さんがさ……『国際問題が……』ってつぶやいてたんだけど、なんか心当たりある？」

「さぁ……なにかしら？」

　すっとぼけるリーリエ。

　ヒルダは知らぬことだが、リーリエは自身の「ヤマト大使館からの調査員」の肩かた書がきを利用し、学長に「お願い」をした。

　国際問題になることを恐おそれた学長は、寮母に「一いつ切さい目をつむるように」と指示。

　結果、誰だれも彼かの女じよの行動に文句を付けられなかった。

　ちなみにこれらの問題の苦情は、回り回って、リーリエの「便べん宜ぎ上」のマスターである、ヤマト大使館駐ちゆう在ざい武官スズカのところに送られ、常にアルカイックスマイルを絶やさぬ彼女の頬をひくつかせることになるのだが、それはまた別の話である。

「あのさ……オマエの、その、ボクへの思いは、その……あくまで、友情なんだよな？」

　ヒルダは、友人としては、多少エキセントリックなところはあるが、リーリエを大切に思っている。

　彼女の本ほん性しようを知った、初めての事件以降、今まで訪れた六つの学校での騒そう動どう。

　その全すべてで起こった、ときにヒルダを殺して事の露ろ見けんを防ごうとした者たちから、自分を守ってくれたのは、全て彼女なのだ。

　そういう意味では、信しん頼らいしているし、大切に思っている。

「決まってるじゃない」

　笑顔で答えるリーリエ。

　ちなみに、その顔はヒルダの顔と五センチも離れていない。

「そ、そうか……」

　多少情熱が強すぎるだけと、ヒルダが納なつ得とくしかけた時、リーリエがポツリとつぶやく。

「今のところは……」

「おい今なんてった!?」

　聞きき逃のがさなかったヒルダ、大おお慌あわてでツッコむが、リーリエはくるりと背中を向け素知らぬ顔をする。

「悪いやつじゃないのはわかっているんだがなぁ……」

　一つどころに落ち着けないこともそうだったが、それ以上に、貞てい操そうの危機を感じ、ヒルダは改めてため息をつく。

「そんなことより、ヒルダ……これ、ちょっと見てくれない？」

「ん？」

　話を変えたリーリエ、鞄かばんから一冊の雑誌を取り出す。

「ヒルダにも無関係な話じゃないと思うのよ」

「これは……」

　渡されたのは、一冊の科学雑誌。

　特集は「同性体による繁はん殖しよくの有う無む――雌し性せいのみによる生せい殖しよくの可能性―」とあった。

「間違えた。こっちだわ」

「オマエ、なんでこんなの読んでるの……？」

　若じやつ干かん、顔が固まっているヒルダだったが、リーリエは構わず、別の雑誌と取とり替えた。

「ん………？　『週刊グローバルニュース』……？　グレーテンの雑誌か？　なんでこんなの読んでるんだ？」

　表紙に書かれた、グレーテン語を見て、ヒルダは訝いぶかしむ。

「うん、まぁ情報収取？　うちのマスタ……もとい、保護者の人が読んでいてね？　もしかして興味あるんじゃないかって、送ってくれたの」

　リーリエに、その雑誌の存在を教えたのは、ヤマト大使館駐在武官であるスズカ。

　大使館は、その特性上、任地先の情報を収集し、本国に送ることも仕事である。

　出版されている雑誌や新聞などは、貴重な情報源なのだ。

「う～んと……ボク、グレーテン語はあんま詳くわしくないんだよな……」

　グレーテンは、エウロペア大陸文ぶん化か圏けんに属する、島国国家。

　先の大戦の敗戦国であり、その影えい響きようもあって、大きく領地を減らした、かつては「日の沈しずまぬ帝てい国こく」と呼ばれた国である。

「ええっと……世界国家を称しようするワイルティアの本性……？　自由を弾だん圧あつする軍事国家？　ははっ、好き勝手書いてるなぁ」

　エウロペア大戦では、グレーテン帝国、フィルバーヌ共和国、オーガスタ連れん邦ぽうが連合を結成、ワイルティアを中心とする同盟軍と戦った。

　初期の予想は覆くつがえされ、勝利したのはワイルティア公国。

　猟兵機という戦場を変える新兵器と、新大陸国家ノアが、最後まで中立を保ったことが大きな要因を占しめた。

　ともあれ、敗北した連合諸国は、ワイルティアに激しい恨うらみを持った。

　ことあるごとに理由を見つけ、問題をふっかけての、国家の威い信しんを傷つける「値下げ運動デイスカウント・バツシング」に大おお忙いそがしなのだ。

「確か、政府が国家予算使ってやっているんだよな……こんなことしているヒマがあったら、他のことすりゃいいだろうに」

　呆れ果てるヒルダだったが、世の中そうは理り屈くつどおりには行かない。

　失ったプライドを、なにかを憎にくむことでしか補ほ填てんできない者というのは、いるものだ。

「んで、この負け犬の遠とお吠ぼえがどうしたの？」

　ここは士官学校であり、ヒルダは元親衛隊である。

　国家に属ぞくしていた者ではあるが、いちいちこんな戯たわ言ごとにまで耳を傾かたむけねばならない義理はない。

「そこに、真ん中の特集……そこって、ヒルダに関係のあるところなんじゃないの？」

　しかし、リーリエはそれまでの色ボケ顔とは打って変わった、冷静な顔で告げる。

「真ん中……？」

　ペラペラとページを捲めくる。

　そこに、確かに彼女の見覚えのある名前――店名が載のっていた。

「なんだ……これ……!?　トッカーブロート!?」

　数すうヶか月げつ前まで、従業員として働いていた店の名が、そこにあった。

「自由を叫さけぶ平和の闘とう士しを、弾圧し、殺害しようとしたパン屋……？　店主は元軍人であり、非合法の作戦にも関わっていた男……？　現在の姿は、国家が戦時中の犯罪を隠いん匿とくするための工作……？　なんじゃこりゃあ！」

　ヒルダは、グレーテン語は座学で通とおり一いつ遍ぺん学んだ程度。

　堪たん能のうに話せるというほどではなく、読み書きと簡単な会話ができるくらい。

　その程度の彼女の語学力でも、そこに書かれている無む茶ちや苦く茶ちやさは理解できた。




　ドリー・アナスタシアがお伝えいたします。

　ワイルティア公国――先のエウロペア大戦において、鋼鉄の巨きよ人じんを駆く使しすることで、同盟陣じん営えいを力で屈くつ服ぷくさせた軍事国家。

　彼かの国に、果たして自由と平等が存在するのか、長く国際社会は疑問を持ち続けていました。

　今回のこの事件は、その疑念を、さらに深めるものとなるでしょう。

　事件の舞ぶ台たいとなったのは、ワイルティアによって現在植民地支配されている隣りん国ごくペルフェ。

　その一角にある、静かな街、オーガンベルツで起こりました。

　この平和な街に逃にげ込んできた、一人の男がきっかけです。

　男の名はミロスラフ・ミラゲ。

　彼は、植民地支配されたペルフェの同どう胞ほうのために立ち上がった、解放運動家であり、そのための活動の一いつ環かんとして、やむにやまれず、支配者であるワイルティアの法に触ふれる活動をしました。

　しかし、その結果、官憲に追われることとなったのです。

　彼が逃げ込んだ先は、一軒けんのパン屋。

　まともに考えれば、穏おだやかな、平和的な人物が住んでいると思うでしょう。

　そしてペルフェの街のパン屋ならば、同胞によって営まれ、彼らのために戦っている自分を匿かくまってくれると……せめて、パンの一つも、分わけ与えてくれるのではと、飢うえに苦しみながらも扉を叩たたいたのです。

　だが、その希望は打うち砕くだかれました。

　その店の経営者ルート・ランガートは、支配者であるワイルティア人。

　彼に施ほどこしを与えるどころか、薄うす汚ぎたない劣れつ等とう民族のペルフェ人だと、ミロスラフを罵ば倒とうし、彼に暴行を加えました。

　警官に追われていたミロスラフは、やむにやまれず、その場で立てこもります。

　彼の五人の仲間は皆みな官憲に捕とらわれ、彼は最後の一人。

　自由の灯ともし火びを絶やさぬためにも、なりふり構ってはいられなかったのです。

　店は瞬またたく間まに、銃じゆう器きで武装した警官隊に包囲されました。

　彼はその窮きゆう地ちにありながらも、社会の不平等、不正義を訴え続けます。

　その姿は、古いにしえの聖人を思わせる崇すう高こうなものでした。

　だが、彼の戦いは、あまりにも酷ひどいかたちで幕を閉じます。

　その夜、孤こ独どくな戦いを続ける彼は、憔悴し、眠ねむりに落ちてしまいます。

　その隙すきに、ああなんということでしょう。

　人質となっていたこの店の主、ルート・ランガートは、元軍人であったのです。

　しかも、その元というのも怪あやしい話。

　彼は、先のエウロペア大戦で、記録には残されていない、大陸暦９１３年５月に起こされた、ワイルティア軍による市民虐ぎやく殺さつ作戦の当事者でもあったのです。

　ワイルティアが戦時中に起こした、残ざん酷こく非道な、非武装市民へ行った無差別虐殺。

　それに大きく関わった男でした。

　おそらく、現在のパン屋という仕事も、ことの露見を恐れたワイルティア軍部が、情報隠匿のために行った偽ぎ装そう工作なのでしょう。

　ミロスラフはそんなことは思いもしませんでした。

　忌いむべき侵しん略りやく者しやといえど、民間人であるならば傷つけまいとした高潔なる彼の心を裏切り、ルート・ランガートは拳銃を奪うばい、彼を射殺しようとしました。

　ミロスラフはとっさに気づいたことで、死を免まぬがれ、凶きよう弾だんを躱かわすことには成功しましたが、店内に残された、ルート・ランガートによって無理やり働かされていた子どもたちの命を案じ、自ら投降。

　司法の場にて、正義と平等を訴えようとしています。

　彼の裁判は、今後、世界全てが注目する、ワイルティアが果たして世界の大国として、これ以上の横暴を重ねることを許してよいのか、国際社会に問うものとなるでしょう。







「よくもまぁ……デタラメばっかり……」

　ヒルダの、雑誌を持つ手が震ふるえていた。

　力が入りすぎて、ページにシワが入り、歪ゆがんでいるほどである。

「あのルート・ランガートが……こんなことするかよ！」

　ヒルダは、とある事情で、親衛隊時代にルートのパン屋で働いていた時期がある。

　だからこそわかる。

　あの男は、底そこ抜ぬけの善人なのだ。

　彼女は、ルートを殺そうとした。

　殺そうとした自分を、あの男は下働きとして雇やとい、自分が焼いたパンを食わせてくれた。

　そんな男なのだ。

　ミロスラフとやらが何者かは、ヒルダは知らぬ。

　知らぬが、「腹が減った。パンを食わせてくれ」と言ったならば、どんな極ごく悪あく人にんでも、彼はパンを恵めぐんでやっただろう。

　そういう男なのだ。

　それを、ヒルダはよく知っている。

「なに考えてんだよ……この記者……まともな取材してんのか……！」

「してないと思うよ」

「ああン!?」

　リーリエの冷めた言葉に、ヒルダの言葉も荒あらくなる。

「その雑誌、グレーテンでしか流通していないの。わざわざ真しん偽ぎを確かめるために、ペルフェに行く人がいる？　いないわよ。要は、そういうことよ」

「腐くさってるな……！」

　この雑誌は、真実を明らかジヤーナリズムにするためのものなどではない。

　敗戦国の国民に、「ヤツらは卑ひ怯きようで悪あく辣らつな外げ道どうどもであり、それゆえに自分たちは負けたのだ」と、心地ここちいい言葉を喧けん伝でんし、自尊心を埋うめてやる、そのためのものなのだ。

　だから売れる。

　なので、作られる。

「大だい丈じよう夫ぶかな……アイツら……」

　数ヶ月前に、共に王都に向かった者たちの顔が浮うかぶ。

　ルート、ジェコブ、ミリィ……そして、あの銀髪のウェイトレス。

「厄やつ介かいなことにならなきゃいいけど……」

　できることがあるならば、手を貸してやりたい。

　力になってやりたいと、ヒルダは心から思った。

　しかし、ここからは、オーガンベルツはあまりにも遠かった――







　場所は戻もどって、オーガンベルツの片かた隅すみにある整備工場――否いな、元整備工場。

　ここは、ジェコブの家である。

「それで……それがなにか問題があるの？」

　かつては街で使われるオンボロトラックから工業重機まで、幅はば広ひろくメンテナンスを行っていた工場内で、この家の少年、ジェコブは言った。

「その雑誌って、グレーテンのなんでしょ？　ここはペルフェだよ、関係なくない？」

「そうも、参りませんのよ」

　彼の前にいるのは、トッカーブロートの銀髪のウェイトレス、スヴェン。

　日ひ頃ごろは誰をも魅み了りようする営業スマイルが自じ慢まんの彼女の顔は、今はただ、曇くもっていた。

「どうして？　海の向こうであれこれ言われたって、関係ないじゃない。騒さわぐほうが面めん倒どうにならない？　金持ちけんかせずって言うじゃん――まぁルート金ないけど」

「最後のは余計ですわよ」

　トッカーブロートは、未いまだ借金経営から完全に脱だつしきれていない経営状態である。

「それが、そうでもないものでございましてね……」

　ただ海の向こうの異国であれこれ言われているだけならば、不ふ愉ゆ快かいな話だが、ジェコブの言うとおり、無視していればいい。

　だが、世の中には、「火のないところに煙けむりを立てる」者たちがいる。

　そんな者たちは「煙が立ったのだから、あそこには火があるのだ」と騒ぎ立てる。

「海外で騒がれるだけなら、問題はありませんでしたのよ……でも、ワイルティアの……ペルフェにも多くの部数を持つ新聞社が、国こく際さい欄らんにその記事を載せたんですの」

「それって……やばくない？」

　ようやく、ジェコブにも事態の深刻さが伝わった。

「オーガンベルツの人たちには、デマだとわかる内容ですわ……でも、隣となり町まちや、それこそポナパラスの住人が読めば……」

　ポナパラスは、ペルフェの旧首都。

　未だに、ワイルティアとの併へい合ごうに異を唱える者たちも多い。

「なので、ジェコブさんはしばらく店にはいらっしゃらないでください。これは主さまのご意思でもあります」

　この報を知らされてすぐに、ルートが決めたのが、マレーネやミリィ、ジェコブやシャロデといった人たちの安全の確保だった。

「そんな……そんな薄はく情じようなこと、できないよ！」

　ジェコブは、スヴェンが来る前、パン屋として人生を再出発したものの、上手うまく行かず、日々苦境の中にあった頃ころからの、ルートの友人である。

　スヴェンの申し出は、彼に「友だちを見捨てろ」と言ったに等しい。

「また、あのような目に遭あわせるわけには参りません。シャロデさんにも、申し訳ないですし」

「うう……」

　ジェコブの母親は、先の立てこもり事件で、ジェコブが人質となり、命の危険に晒さらされたと、寝ね込むほど憔悴した。

「大丈夫なの……店は……？」

「ええ、数日ならば……わたくしと、主さまだけで、なんとかなると思いますわ……ただ……」

「ただ？」

　スヴェンの顔が、一層曇る。

「それ以前に、まともな商売になる段階ではないのです………」

　ぐっと唇くちびるを噛かむスヴェン。

　彼女は、かつては猟兵機――アーヴェイとして、戦場を駆かけ回まわっていた。

　砲ほう火かの中での問題ならば、いくらでも対処できる。

　対処できなかったとしても、最低でも「生き残る」という対応をすることができる。

　しかし、今のトッカーブロートを襲おそっている事態は、スヴェンがアーヴェイとして培つちかった、いかなる経験も役に立たないものなのだ。

「スヴェン………」

　彼女がなにを考えているか、ジェコブにはわからなかった。

　それでも、自分の友人ルートを、おそらく地上で最も慕したい愛する者が、苦しんでいる状じよう況きようなのだと、理解した。







　最も凶きよう悪あくな攻こう撃げきとは、なんであろうか。

　残ざん虐ぎやく非道な鬼が振ふり下おろす鉄てつ槌ついか？

　極ごく悪あく無比な悪あく魔まが振り下ろす刃やいばか？

　そうではない。

　そんなものは意外と、大したことはない。

　最も恐ろしく、最も残ざん忍にんで、最も無む慈じ悲ひな攻撃とは、「正義の一いち撃げき」である。

　自分は正しいと信じ込んでいる者が放つ拳こぶしほど、凶悪で残酷なものはない。

　殴なぐり、蹴けり、地面に倒たおれたところを何度も踏みつける。

　相手が壊こわれようがお構いなし、壊れたならばさらに踏みつけて砕く。

　砕かれた欠片かけらすら踏みつけ、すりつぶし、つばを吐はく。

　自分が正しいと信じた者は、躊ちゆう躇ちよなく、暴力を振るえる。

　故ゆえに、古来より最も多く戦争の火種となったのは、正義だったのだ――




「人殺しのパン屋め！」

「出て来いこの腐れ外道！」

「圧制者の手先め！　国家の犬め！」

　昼日中のトッカーブロートの店先に、幾人もの人々が集まっていた。

　彼らは声を上げ、「出て行け」「戦争の犬」などと書かれたプラカードを掲かかげている。

「人殺し！　人殺し！」

「生きてて恥はずかしくないのか！」

「お前が牢ろう獄ごくに行け！　この犯罪者！」

　悪魔を見るような、人類全すべての敵を見るような、もしくは、密航者を海に投げ捨てようとする船員のような、憎ぞう悪おに満ちた目を向けている。

「おい、お前！　こんな店で買うつもりか！」

「わかってんのか！　ここの店主は人殺しなんだぞ！」

「お前もその仲間か！」

　彼らは、ただ声を上げるだけではない。

　ただでさえ店に入りづらくしているところに、それでも訪おとずれた客にまで、因縁に近い、脅迫じみた言葉を投げつけている。

「街から出て行け！」

「人殺しが！　生きてて恥ずかしくないのか！」

「平和と自由を踏ふみにじるケダモノが！」

　彼らの声が止やむ兆きざしは、一向に見えなかった――




「参ったな……」

　店内、窯かま場ばで、ルートは頭を抱えていた。

「まだ、いますのね……」

　そこに、ジェコブの家から戻ってきたスヴェンが裏口から声をかける。

「ああ、昨日からずっと……今日も朝早くから来ていたし……困ったよ」

　どうしていいかわからず、ただただ、ルートは深いため息いきをついた。

　彼らは、オーガンベルツの住人ではない。

　ポナパラスや、他の街から来た、「平和と自由を愛する市民の皆様」であった。

「うっとおしい連中ですわね……蹴け散ちらしてきましょうか！」

　憎にく々にくしげにスヴェンが言ったが、ルートがそれを止める。

「ダメだ！　それだけはダメだ！」

　力ずくで追い返すことは簡単である。

　スヴェンの力を借りるまでもない、ルート一人で事足りる。

「そんなことはしちゃいけないんだ」

「まぁ……やったらやったで、『それ見たことか』とまた騒ぐでしょうしね……」

　彼らは自分たちが正しいと信じて疑っていない。

　それを力ずくで排はい除じよすれば、「弾圧」「横暴」と受け取り、仲間を呼んでさらに騒ぐであろう。

「それもあるけど……それだけじゃない」

　だが、ルートが懸け念ねんしているのは、それだけではなかった。

「あの人たちは決して、俺おれたちに悪意をもって向かっているんじゃない。あれが正しいと思っているからやっているだけだ。基本は、善意なんだよ」

　ワイルティアの、ペルフェ併合は、国際法に照らしても合法のもとに行われた。

　だが、その背後に、武力をちらつかせていた面は否定できないし、併合を受け入れた者たちも「ワイルティアよりももっとタチの悪い国があるから、仕方なく」というのが本音だろう。

　それを、「不正義である。自由に反する」と考えること自体は、間ま違ちがっていない。

「実際に、ワイルティア絡がらみで、不平等や不公正な目に遭った人たちはたくさんいる。植民地ではなく、併合で自国の一部にしたというのなら、それに対する責任があるのも事実だ」

　先の年の暮れ、聖誕祭の夜。

　一人のこそ泥どろが、トッカーブロートに入り込んだ。

　彼女は、とある悪徳企き業ぎように搾さく取しゆされ、妹とともに暮らすこともできなかった。

　その企業は、ペルフェ人によって経営されていたが、資本はワイルティアによるものであったし、なによりワイルティアの監かん督とく官庁が正しく動けば防げた事件だ。

　同じように苦しんでいる者は、彼女たち以外にも、たくさんいるのだろう。

「でも……主さま……それを主さままで背せ負おう必要はあるのでしょうか？」

　ルートの言いたいことはわかるが、スヴェンにはそれでも激しい疑問が残った。

「主さまは、昔はどうあれ、今は一民間人です。ワイルティアとペルフェの、国家間……民族間問題を背負わされるのは、お門かど違ちがいですわ」

「うん……」

「それに、彼らの言い分も、果たして正当なものなのか……自身への不満を、国家や政治など、大きなものに仮か託たくして、自分をごまかしているだけではありませんか？」

「それは……ううん……」

　スヴェンがこの地に来た最初、ペルフェ解放同盟というテロリストたちと争いになった。

　彼らがどういった素す性じようの果てにその道を選んだのか詳しくはわからないが、やろうとしていたことは、ペルフェの一部であるオーガンベルツを壊かい滅めつさせようとする、破は壊かい活動だった。

「そもそもこの記事、ウソばかりですわよ！　自分で確かめもせず、検証もせず、そのくせ声だけはデカイだなんて、迷めい惑わくこの上ないですわ！」

　ミロスラフは、自由と平和を叫んだ闘士などではなく、ただ貧しさ故に悪事に手を染めただけの男。

　ルートはろくに抵てい抗こうもせず、最後まで彼に自首するよう説得した。

　放たれた一発の銃じゆう弾だんも、追おい詰つめられ錯さく乱らんした彼が自殺を図はかろうとしたもので、ルートはそれを止めようと、自分が傷を負った。

　どれもこれも真実とは程ほど遠とおい。

「でも、合っている部分も、あるからね」

　ルートは元軍人であり、特務の出である。

　住民を巻き込んでの、ラプチュリカの殲せん滅めつ戦に関かかわっていた。

「それは……でも、これは……」

　件くだんの記事は、ルートはそのワイルティア軍による市民虐殺作戦の当事者であり、その情報を隠かくすため、軍を辞めたと偽装し、パン屋を装よそおっている――と書いている。

「事実とは異なりますわ」

「う～ん……」

　ラプチュリカ殲滅戦は、現在においても表おもて沙ざ汰たにされていない。

　あくまで、通常の戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつし、偶ぐう発はつ的てきに戦線が拡大。

　結果として住人にも被ひ害がいが広まった……ということになっている。

　公式記録の裏も表も丁てい寧ねいに書かき換かえられ、かの作戦の真相を知る者は少ない。

　作戦に従事していた兵士ですらも、通常の戦闘だったと認にん識しきしているくらいだ。

「あの作戦の隠匿工作は、ゲーニッツが手て掛がけた……アイツはそういうのに恐ろしく長たけていたからな」

　ゲーニッツ――元ワイルティア軍中ちゆう将じようにして、親衛隊総指揮官、そしてかつてはルートの〝飼い主〟であった男。

　特に、戦時法でもギリギリである化学兵器、いわゆる毒ガスの使用に至っては、使われたことを知っているのは、ごく限られた者だけである。

「なんだか……ちょっと怪しいですわね……」

「まぁ、そうなんだけどね……でもさ、俺が、それに関わった事実は、変わらないし……」

「それは……！　主さま、それは違ちがいます！」

　人道的な見地からすれば、自らを責め続けるルートの姿は、謙けん虚きよな囚しゆう人じんのように見えるだろう。

　だが、軍隊においての作戦活動の責任は、軍と、国家にある。

　戦争をするたびに、兵士が殺人罪で刑けい務む所しよに入れられることがないのと同様である。

　少なくとも、上からの命令に従っただけの者が、軍を離はなれた後も責められる謂いわれはない。

「わかってるよ……わかっているんだけどね……」

「主さま……」

　だが、そんな理屈は、ルート自身、百も承知なのだ。

　承知の上で、この筋すじ違ちがいの責め苦も、自身への因果応報だと思っている。

「お気持ちは理解いたしました……」

　そうであるならば、彼の従順なる下僕しもべである銀ぎん髪ぱつのウェイトレスに、これ以上言うことはない。

　ただ、その意志に従い、最後まで供にするだけである。

　ただし――

「このままだと、一月保もたずして、この店は潰つぶれてしまいますわ」

　それならばそれで、この状態でも、店を守りきる算段を打たねばならなかった。

「そこまでひどい状態なのかい!?」

　ルートは、長くても一ヶ月かそこらで、彼らも帰ってくれるだろうと思っていた。

　そこまでひたすら耐たえ続ければ、時間はかかるだろうがもとに戻ると。

　しかし、状況は想定を上回る窮地に進んでいた。

「鉱山と役場……あと、学校もですね。当店との契けい約やくを、しばらく中断したいと言われましたわ」

「そんな……なんで……!?」

「あの方々の仕し業わざです」

　店の外で、今もシュプレヒコールを上げている、「平和と自由を愛する市民の皆みな様さま」、彼らの中に、オーガンベルツの住人はいない。

　皆、街の外から来た者たちだ。

　彼らはトッカーブロートへの営業妨ぼう害がい同然の抗こう議ぎ活動を行いつつも、トッカーブロートが品を卸おろしている取引先の元へも向かった。

「お宅は、あんな残酷非道な男のパンを仕入れているのか……と、脅迫同然に詰め寄よったそうですわね……あちこちの担当の方も、仕入れを中断すると確約しなければ、なにをされるかわからないと、従わざるを得なかったそうです」

「そんな……」

　中には、担当者の住所や氏名、家族構成まで調べ上げ、「お前の子どもが事故に遭わなければいいがな」などとほのめかした者もいたらしい。

「みなさん、『申し訳ない』と謝あやまっておられましたわ……裏口でですけど」

　役場や鉱山事務所そのものではなく、担当者個人に焦しよう点てんを絞しぼっての個人攻撃。

　それを防ぐのは難しい。

「味方でなければ敵と判断する。敵には容よう赦しやしない……平和を叫ばれる割には、軍隊よりも徹てつ底てい的てきですわ」

　彼らの中に「中立」の概がい念ねんは薄うすい。

　自分たちの側に立たなければ、共犯者である。権力の犬である。権力者の信者である。

　極きよく端たんだが、それ故に、強い結束力を持つ。

　共通のなにかを敵とすることは、集団を結束させる最大の方法なのだ。

「今のところ、〝中断〟という形にしてくださっています。ですが、これが長引けば……正式に契けい約やく破は棄きに……そうなれば、再契約は絶望的かと……」

「なんてことだ……！」

「契約中断と来客数激減……ってか、ほぼゼロですわね。損害は凄すさまじいものですわ……言うまでもありませんが、出張販はん売ばいも中断せざるを得ません」

　表の抗議団体は、オーガンベルツの住人ではない。

　故に、まともな宿しゆく泊はく施し設せつのないこの街では夜は過ごせず、近きん隣りんの街から通っている。

　そんなところで、トッカーブロートの看板を掲げて出張販売をすれば、悪評はさらに拡散してしまう。

「仕入先への支し払はらい……どうしよう……」

　ルートの顔から血の気が引いていく。

　小麦を始めとして、バターやチーズなどの乳製品、塩にイースト、釜かまにくべる薪まき。

　それだけではない、冷蔵庫に使用する電気など、維い持じ費ひもかかる。

「それはなんとかなりますわ」

「なってるんだ！」

　蓄たくわえのない自転車操業のトッカーブロートには、損益を埋める資本金などないはずであっただけに、ルートは驚おどろく。

「あら、お忘れですの？　あのお金があるじゃないですか」

「あのお金……まさか!?」

「ええ、主さまのご友人が下さったお金です」

　昨年の冬の前、トッカーブロートの口座に、「ドッペルアドラー社」と名乗る商会から、かなりの高額が振り込まれていた。

　その金を、今回の損失補填に当てたのだ。

（まさか……こんな形でアイツに助けられるとはなぁ……）

　スヴェンには話していなかったが、その金を寄よ越こしたのは、ゲーニッツである。

　十年近く前の、他た愛あいない口約束を律りち儀ぎに守り、自分が死んだ後に振り込まれるよう手配していたもの。

「主さまのご命令で、いざという時まで手を付けないようにしていましたが、今がその時と判断いたします」

「あ～～～～～……そうだったねぇ……」

　もらったはいいのだが、使うのはなんとなく気が引けて、しばらく置いておくことにしたのだった。それがこんな形で役に立つとは思わなかった。

　自分の犯おかした過去に苦しめられると思ったら、その過去に助けられるというのも、複雑な話であった。

「これも因果かな……」

　ポツリと、そんな風にルートはつぶやいた。

　そして、結局、なんの打開策は見つからないまま、トッカーブロートは非難の声に晒され続けるのであった。







第三章「正義という快楽」







　トッカーブロートの店先を、「平和と自由を愛する市民の皆様」により占せん拠きよされて数日が経たった、ある日の夜……ルート・ランガートは、夢を見ていた。

「よう」

　夢の中で、誰だれかが彼に話しかけてきた。

　それは少年の声であった。

　よく知っている。

　知っているが、自分ではほとんど聞いたことがない声。

「なにやってんだよお前」

　それは、自分の声であった。

　まだ十四かそこらの、ゲーニッツ麾き下かの特務兵「人狼ヴエアヴオルフ」として活動していた頃の、自分の声であった。

「簡単だろ？　あんなの追い払はらうなんてさ」

　声だけでなく、姿も見えてきた。

　にこやかに、楽しげに笑っている。

「連中の中のリーダー格……じゃなくて、参さん謀ぼう格かくのヤツがいる。そいつを見つけて、まずそこから崩くずす」

　集団において、リーダーというのは、存外意味はない。

　特に烏う合ごうの衆の頭目を気取っている者は、ただ単に、皆から好かれている――程度の理由で先頭に立っていることが多い。

　要はカリスマがあるかどうかなのだが、ともかく、集団を潰す際に標的として好ましいのは、そんなリーダー格ではなく、その隣となりにいる、参謀だ。

「そういうやつは、人をまとめる才能はないくせに、自意識だけは高い……潜せん在ざい的てきに自分の立場に不満を持っている。『俺はもっと評価されるべきだ』『この集団を動かしているのはこの俺だ』ってな」

　そういう人間ほど、脆もろい。

　ホンのちょっとの誘ゆう惑わくで崩れ、転ぶ。

「金でもモノでも女でも、なんでもいいさ。弱みを見つけて、脅おどす。脅すといっても、やりすぎちゃダメだ。適度な、『これくらならいいか』のレベルの〝お願い〟をする」

　大したものでなくていい。

　それこそ「抗議活動をするなら、朝は止めてくれ」「一日でいいから来ないでくれ」、この程度のことでいい。

「そして、お願いをしたならば、お礼をしなきゃいけないよな？　金ならあるだろ？　ゲーニッツが寄越してくれたやつ。あれを、そうだな、そいつの一ヶ月分の給金の半分くらいをくれてやれ。それくらいが一番欲望をそそる」

　人間というのは不思議なもので、大金を見せられたら警けい戒かいするが、少額なら「これくらいならいいか」と受け取ってしまう。

　犯した罪は同じでも、得た報ほう酬しゆうが少なければ、許されると思ってしまうのだ。

　実際は、そんなことはないのに。

「そうなったらこっちのモンだ。それまでなら、せいぜい周りに恥はじをかく程度の弱みだったが、これからは、『敵から金を受け取った』の弱みに変わる。いくらでも好きに動かせるようになる。それをネタに、他のヤツらの弱みを話させる」

　そして今度は、他の者にも、同じことを繰くり返かえす。

　一度深みにハマった者は、抜ぬけ出でられないと判断すると、同じ沼ぬまに周りの者も引きこもうとする。

　共犯者――ではなく、同罪の者を増やすことで、自分の罪を薄めようとするのだ。

　そんなことしても、何の意味もないのに。

「そうなったところで、初めてリーダー格を始末するのさ。お前なら簡単だ。道具なんていらない、素す手でで十分だろ？　自然死に見せかける方法なんていくらでもある。龍りゆう吼くとかさ？」

　龍吼――ルートが体得している〝ブジツ〟の技わざ。

　鎧よろいを守った相手でも、素手で心臓を止めることができる。

「そして、今までせしめた弱みを全部リークする。そうすれば、自然崩ほう壊かいだ。互たがいが互いを憎にくみ合い、調停してくれる者がいないから、延々に責め合っていがみ合う。一件落着めでたしめでたし」

　他者を攻撃することにばかり目的とした集団ほど、自分たちが攻撃されると脆い。

　故に、彼かれらは反はん撃げきしてこない相手を選ぶ。

　人間は、「自分がされたくない」ことを「他者にする」動物である。

　だから、倒したい敵がいるときは、相手と同じ攻撃をすればいいのだ。

「簡単だろ？　何度もやってきたじゃあないか……お前は」

　ルートは、ヴェアヴォルフであった頃、その方法を用いて、反ワイルティアのレジスタンス組織を、いくつも潰してきた。

　この方法だと、暗殺する対象が最少人数ですむ上、レジスタンス活動自体のイメージを下げることもできる。

「ふざけるな……そんなこと、俺はしない！」

　そこで、初めてルートは声を上げた。

「俺はもう、お前じゃない。今の俺は、そんなことはしない」

　過去の自分に向けて、毅き然ぜんとした態度で、誘惑を拒こばもうとする。

「…………………チッ」

　その返答に、十四のルートは、救いようのないものを見るような目で返した。

「そんなことをしても無む駄だだぞランガート……お前はお前だ、所しよ詮せんは狼おおかみだ。元には戻れん。遅おそかれ早はやかれ、こうなったさ」

　一いつ瞬しゆんにして、十四のルートは、ゲーニッツの姿に変わった。

「お前は……！」

　まるで、死してなおこの世をさまようゲーニッツが、自分も地じ獄ごくに引きずり込もうとしているような錯さつ覚かくに陥った。

「ヤツらは豚ぶただ。自分たちを正義と錯覚できるものを与あたえられれば、寄ってたかって貪むさぼる。人間にとって最も強い快楽とは何だと思う？」

「………………」

　問いかけるゲーニッツに、ルートは答えない。

　答えたく、なかった。

「支配することさ。他者を」

　返答を待たず、ゲーニッツは答える。

「人というものはままならぬものだ。望むどおりに生きることはできない。それどころか、望むどおりに死ぬことすらできない。私がいい証しよう拠こだ」

　王になろうと力を求めた挙句、死し骸がいすら残らぬ死を遂とげた男は、面白おもしろそうに笑った。

「だから他者を支配したがる。他人の生せい殺さつ与よ奪だつを、人生の幸不幸を、自分の手のひらで弄もてあそんでいる間だけ、自分がなにも支配できぬ者である現実を忘れられる」

　気づけば、ゲーニッツは、ルートの眼前にまで迫せまっていた。

　その目には、どす黒い闇やみが広がっていた。

　ただの上うわっ面つらな知識から得た言説ではない。

　彼自身が、体験をもって痛感した、人間の本ほん性しようなのであろう。

「その快楽は凄まじいぞ……どんな薬物にだって勝まさろう。それを得るためなら、人はなんだってできる。お前一人を破は滅めつに追いやることすら造作もない」

　ゲーニッツは教えているのであろう。

　今ルートの直面している困難。

　彼を悪と断定し、石を投げている者たちは、ただ自分が「気持ちよくなりたい」だけで行動しているのだと。

　正義を旗印に、誰かを踏みつけることは、それこそ、「自分が正しいのか」もわからぬ、自分の心も支配できぬ者たちにとって最高の快楽なのだ。

　悪と断定された者を、踏みつけている時のみ、人は自分を正義だと錯覚できるのだから。

「そんな者たちに好きにされていいのか？　連中に教えてやれ、自分がどんな怪かい物ぶつの尾おを踏んでしまったか。お前の牙きばで教えてやれ！」

　なりふりさえ構わなければ、対処する方法はいくらでもある。

　ルートはその知識も技術も経験も持っている。

　だが、ルートはそれを否定した。

「断る……！」

　数日前の立てこもり事件。

　あの時、自分は傷を負った。

　かつての自分なら造作もなく屠ほふれた相手に、マレーネは「たった三日で回復するなんて」と驚いていたが、三日も、あの程度の相手に動けない体にされた。

「俺は、狼じゃない。人間だ。やっと、人間になり始めたんだ！」

　兵士としての己おのれが鈍にぶり始めた事実に、喜びを覚えた自分を、捨てる気は毛頭なかった。

「バカが……」

　ゲーニッツが、救えないというように吐き捨すてる。

「そんなことをしていると、過去がまた追ってくるぞ」

「なら、向かい合うまでだ」

　ゲーニッツの、最後通つう牒ちようにも似た言葉に、決意を込め、ルートは答えた。

「本当に？」

　その時、またしても、眼前の相手の姿が変わる。

「本当に、向かい合えるの？」

　現れたのは、一人の少女だった。

「君は―――」

　その顔を見た途と端たん、ルートは心臓に氷のナイフを突つき立てられたような錯覚に陥った。







　オーガンベルツに朝が来る。

　とはいえ夜明け前、まだ日が昇る直前。

　パン屋の朝は早いのだ。

「さぁて……どうしたもんでございましょ」

　さらに言えば、スヴェンの朝はもっと早い。

　基本的に、機械人形故に、眠ねむることを必要としない。

　一時的な休きゆう眠みん状態となり、機体のセルフメンテナンスを行うのだが、それでも人間ほど時間はかからない。

　夜明けが五時だとするならば、ルートが起きるのがその直前、その前にはスヴェンは起動し、店内店外の掃そう除じを行い、眠りからさめた主にコーヒーの一いつ杯ぱいも淹いれて迎むかえるのを日課としていた。

　だが、この数日、〝望まざる〟日課が、一つ増えていた。

「日を追うごとに、凄まじくなりますわね……」

　店先に立つスヴェンの目の前にあったのは、大量のゴミの山。

　昼間さんざん営業妨害をかましてくれた、抗議団体がぶちまけていったものである。

　彼らが、食ったり飲んだりしたものをその場に捨てていったのではない。

　ご丁寧に、あちこちからゴミをかき集め、ばら撒まいていったのだ。

「まったく……手の込んだことしやがりますわ」

　こんなものをルートが見れば、また心を痛める。

　なので、彼が起きる前に、さっさと片付けるのが、スヴェンの日課になっていた。

　紙くずや廃はい材ざいなどだけではない。

　一番多いのは、生ゴミ系である。

　中には、ネコかネズミか、生き物の死体まで落ちていた。

「まさかと思いますが……これ、自分たちで殺したんじゃないですわよね……」

　そうだとしたら、大した「平和と自由」っぷりである。

　嫌いやがらせとしても特級だが、こんなものを放置していれば、食べ物を扱あつかっている店としては、衛生面からも問題だ。

　おそらく、スヴェンが毎日、人間離れした処理速度で完かん璧ぺきに清せい掃そうしていなければ、地域の保険局に通報して、営業許可を取り下げさせる算段であったのだろう。

「このままじゃ………しまいにゃ糞ふん尿にようや吐と瀉しや物ぶつまで撒き散ちらされそうですわね」

　はぁとため息を吐きつつも、スヴェンはてきぱきとゴミを片付け、熟練の清せい掃そう員いんでも一時間はかかろう状態を、十分程度で終わらせてしまった。

「やれやれですわ」

　軍隊において、訓練を行うのは、肉体だけではなく精神も、である。

　極限状態でも理性を失わぬよう、ストレスへの耐たい性せいを身につけるのは必ひつ須すなのだ。

　例えば、時に床ゆかにぶちまけられた食べ物を、人前で食べさせるなどといった訓練も行われる。そういった屈くつ辱じよくに耐えることで、感情に引きずられず冷静さを保つ頑がん強きような精神を作るのだ。

　元兵器は伊達だてではない。

　この程度の屈辱、耐えられるものではあるが、しかし……

（このままではジリ貧なのは確かですわね……）

　その気になれば、あの程度の暴徒もどきの民間人どもシロウト、〝対処〟するのは簡単だ。

　だが力ずくでの排除を、彼かの女じよの主は望んでいない。

（いっそ、主さまには内密に、離り間かん工作でもしかけますかね。リーダー格でなく、参謀格の弱みを握にぎった後に内側から崩壊するようにしかければ一週間もいらないのですが……）

　ブツブツと、ぶっそうな独り言をつぶやいていると――

「――――――!!」

　店の中から、叫さけび声ごえが聞こえた。

　今店内にいるのは、考えるまでもない、ルートだけである。

「主さま!?」

　まさか、例の連中が闇やみ討うちでも仕し掛かけてきたかと、スヴェンの顔が真っ青になる。

　清掃用具の片付けもよそに、大急ぎで店内に戻もどった。

「主さま！」

　何度かの改築と増築を繰り返し、広くはないがそこまで小さくもないトッカーブロート。

　その居住部分となれば、さらに猫ねこの額ではあるが、その僅わずかな距きよ離りももどかしく感じるほど焦あせりながら、スヴェンはルートの寝しん室しつに向かった。

　いつもならば、ノックをした上で、入室の許可を得てから入るところを、緊きん急きゆう時ということで省略し、押おしのけるように扉とびらを開く。

「マリー!!」

「え？」

　そして、開けた途端に聞こえてきたのは、知らぬ女の名を叫びながら跳はね起おきた、ルートの声だった。

「ハァ……ハァ………ハァ……ああ……夢か……」

　それは、ルートにとって辛つらい夢だったのか、全身にびっしょりと汗あせをかき、荒あらい息を吐はいている。

「あの……、主……さま？」

　その姿も、スヴェンにとっては十分に重大なことであったのだが、それよりもなによりも、「誰、マリーって？」という疑問のほうが大きかった。

「ああ、スヴェン……すまない、驚かせちゃったみたいだね……ははっ……」

　口だけは乾かわいた笑い声を上げながら、ルートは、呆ぼう然ぜんとしているスヴェンを気き遣づかうように、努めて、「平然」という態度を返す。

　それが偽いつわりであることを、スヴェンは把は握あくしている。

　おそらくは、ここ数日の問題で、なんらかの過去を思い出し、それを夢に見たのだろう。

　だからこそ余計に気になる、マリーという名が。

　しかし、尋たずねることがはばかられる空気があった。

「ああ……すごい汗だな……ちょっと外の井い戸どで水浴びしてくるよ」

　そう言うと、ルートはいつもよりやや鈍い動きでベッドから降り、スヴェンの横を通って、裏の井戸に向かっていった。

「あ、主さま……？」

　ルートの過去については、ある程度、スヴェンも知っている。

　彼が話してくれたことは、一言一句覚えている。

　しかし、ルート自身が語らない、語りたくない事こと柄がらまでは、彼女は知りようがない。

〝マリー〟という名の女性のことを、ルートが口にしたことはない。

　しばし、スヴェンはその場に立たち尽つくしていたが、すぐに、ルートのために、体を拭ふくタオルと、まだ朝は冷たく、水浴びには辛い季節なのだから、温かな飲み物を用意しなければということに気づく。

　しかし、スヴェンの動きは、いつもよりも遥はるかに精彩を欠いていた。

（主さまの、昔のお知り合い……あそこまで取り乱されるほどの方……？）

　以前、ルートの元上官である、ソフィアと会ったときのことを思い出す。

　あの時は、てっきりソフィアが元恋人か何かかと思ったのだが、真相は「幼おさな馴な染じみの姉あね御ご」であった。

　でも、今度のは、それとは異なるように感じた。

「あっ！」

　そんなことを考え、上の空であったせいで、うっかり砂糖壺つぼを倒たおすという、いつものスヴェンならありえないミスをしてしまった。







「戦争犯罪者は出て行け!!」

「人殺しに罪の裁きを！」

「平和万ばん歳ざい！　自由を我われ等らに！」

　今日も、トッカーブロートの店先は、「平和と自由を愛する」人々の、善意の声が渦うず巻まいている。

　今まで様々な修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたルートでも、その心労は軽くないものであった。

　ましてや、その日の彼は、明け方見た夢の重みで、いつも以上に心にヒビが入っていた。

「……………」

　ただ無言で、誰も客の来ない――というより、来られない店頭に並べるパンを焼き続けているルートの姿は、あまりにも悲しく、哀あわれだった。

「主さま……」

　なにも力になれぬ現状に、スヴェンは苛いら立だちと悲しみを募つのらせるばかり。

　そこに、外から声が聞こえる。

「お前ら、そんなパン屋に入ろうってのか――」

　何日も騒さわぎが続いているのに、それでもまだ足を向けてくれたのであろう客を、善意の人々が追い返そうとしていた。

　戸と惑まどう客に、彼らは取り囲んで、「この店のパンを買うやつは差別主義者だ！」と非難を繰り返す。

　こんなことをされれば、どんな人間でも店に入らず帰るしかないだろう。

　だが、この日は少し、様子が違った。

「うるせぇ！　そこを退どきやがれ!!」

　雷かみなりのような、男の怒ど鳴なり声が轟とどろく。

「え……？」

　うつむいていたルートは、その聞き覚えのある声に、顔を上げた。

「おう、邪じや魔まするぜ」

　そして、程ほどなくしてその声の主と、二人の連れが、店内に入ってきた。

「ローエルさん……？」

　窯かま場ばから出てきたルートは、その男の顔を見て、驚きの声を上げる。

　ローエル、オーガンベルツにあるベルツ鉱山の、鉱山夫頭をしている男である。

　その威い厳げんと、他の鉱夫たちからの高い信しん頼らいによって、実質的に鉱山を取り仕切る人物である。

「話は聞いたぞ。最近、食堂で出されるメシが不味まずいと思ったら、こういうことか……」

　五十はとうにすぎているが、ルートにも負けぬ巨きよ体たいと、分厚い胸むな板いたに丸太のような手足、土と生き、山と戦ってきた男の体であった。

「鉱山夫全員の署名を、今朝方事務所に叩たたきつけてきた。テメェんとこのパンを、この先必ず、また仕入れるようにってな」

「え!?」

　ベルツ鉱山は、現在、トッカーブロートの重要な取り引き先である。

　しかし、鉱山に表の集団が苦情を入れたことで、仕入れは中断されていた。

「安心しろ。お前を見捨てたりしねぇ」

　フンと一息鳴らし、ローエルは告げる。

「あ、あの……」

　どう言っていいかわからず、戸惑うルートに、ローエルとともに来た二人の男女の内一人、女の方も声を上げた。

「ルート、街の役場や自治会の人たちと話し合ってきたわ……私たちも戦う」

「マレーネ……」
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　それは、丘おかの上の教会のシスター、マレーネだった。

　彼女は、聖職者という立場上、人々に近いところにいる。

　数日かけて、皆みなを説得し、ルートの味方をしてくれよう取り持った。

「みんな困っているの……あの人たちのせいで、あなたのパンが食べられないんだもの」

　呆然とするルート。

　だが、辛い決意を込めて、言葉を返す。

「ダメだ、そんなことしたら！」

　ルートは、彼らの好意を退けた。

「表に集まっているのが、どんな人たちか、わかるだろう？」

　彼らには、「中立」という考えが薄い。ほぼないと言ってもいい。

　自分たちの味方でないのならば、敵である。

　自分たちの言葉に賛同しない者は、敵の賛同者である。

　なぜなら敵は悪であり、自分たちは正義なのだから、悪でないのなら自分たちに味方するのが当然であり、それをしないということは潜在的な悪だ。

　――という論法なのだ。

「街の人たちにまで……迷めい惑わくは、かけられないよ……」

　ルートが言った時、ローエルの陰かげに隠かくれていたもう一人の男が――いや、少年が言った。

「ふざけんなよ、ルート」

「お前……」

　それは、ルートのこの街での最初の友人、ジェコブだった。

　怒おこったような顔で、ルートを睨にらみつけている。

「まだわからないのかよ！　ルートも〝街の人〟なんだよ！」

　いつも陽気に笑っている印象のある少年が、この時ばかりは激しく怒いかりの感情を露あらわにしていた。

「いいかげんにしろよ！　頼たよれよみんなを！　あんな連中に好き勝手言われていいのかよ！」

「おいおい、坊ぼう主ず、落ち着けや」

「落ち着けるかよ！」

　ローエルが諌いさめるが、ジェコブは止まらない。

「なんだよアイツら……ルートのこと何も知らないくせに！　偽にせパン屋やだとか、人殺しとか……何も知らないくせに！」

　ジェコブがこれほど声を荒らげるのは珍めずらしい。

　自身が侮ぶ辱じよくされても、彼はここまで激高しないだろう。

「自分の友だち」を侮辱されたからこそ、彼は我わが事ごと以上に怒っていたのだ。

「僕ぼく、明日あしたも来るからな！　あんなヤツらがなんだ！　知るか！」

「ジェコブ……」

　ルートは、泣きそうだった。

　この街に店を構え、最初の一年、ずっと独りぼっちだった自分だが、今こうして、皆が「街の仲間」として手を差さし伸のべてくれている。

　そのことがただ、嬉うれしかった。

「主さま……よかったですわね……」

　思わず、スヴェンももらい泣きしそうになった。

「ああ……みんな、すまない……」

「もう、違ちがうでしょルート」

　頭を下げるルートに、マレーネがやれやれと言った風に、声をかける。

「前も言いかけたけど、こういう時は『すまない』とか『ごめんなさい』じゃないのよ。こういうときはね……」

　聖職者がありがたいお説教を仕掛けるが、またしても、邪魔が入った。

「ここが人殺しのパン屋かよ」

　表で騒いでいた者たちが、ついに店にまで入ってきた。

「なんだよお前ら！　なにしに来たんだ！」

「ジェコブ、やめろ……！」

　まだ感情収まらぬジェコブが、その先頭にいた男を睨みつける。

「なんだお前……この戦争犯罪者の仲間かよ？　恥はずかしくないのか、お前もペルフェ人だろ」

「両方だよ」

　ジェコブは、母親はペルフェ人だが、父親はワイルティア人である。

「なんだ混ざりものかよ」

「なっ―――!?」

　それを聞くや、彼らは、蔑さげすむような眼まな差ざしを、少年に向けた。

「おいコラ、ガキ相手になんて物言いだ……！」

　さすがにこれは聞きき逃のがせなかったのか、ローエルが、大人として凄すごみを利きかせる。

「な、なんだよ……この街のヤツかよ。こんな人殺しのパンをありがたがっているだけあって、全員頭おかしいんじゃねぇか？」

　僅かに怯ひるむが、彼らはなおも雑言を重ねる。

「俺おれらが毎日毎日、この男が人殺しだ、ワイルティアの手先だって言ってやっているのに、誰一人として俺らに賛同しようとしやがらねぇ！」

　恐おそろしいことに、彼らは自分たちの行動を見て、街の住人たちが我も我もと加わり、共にルートをオーガンベルツから追い出す手伝いをすると思っていたのだ。

「アンタたちに賛同するやつなんて、この街には誰もいないわよ」

　そんな彼らに、マレーネが冷たく言い放つ。

「あんなウソまみれの外国の記事をそのまんま鵜う呑のみにするなんて、おかしいんじゃないの？　確かにルートの顔は、見慣れていない人にはインパクト強いけど……でも、彼がそんなことをするような人間だなんて、誰も信じないわ」

　マレーネはルートがどんな人間か知っている。

　誰にも自分の作ったパンを食べてもらえなくて、大きな体をすぼめて、悲しそうにしていた男だと、よく知っている。

「黙だまれ！　この男は自由の闘とう士したるミロスラフ氏を殺そうとしたんだぞ！」

「ちげーよ！　ルートはあのオッサンを助けようとしたんだ！」

　勝手な言い草に、ジェコブが再び怒りの声を上げる。

「なんでわかるんだクソガキ！」

「僕はそん時の人ひと質じちだ、目もく撃げき者しやだよ！」

　伝聞で書かれた外国の雑誌の記事と、現場にいた当事者、誰が聞いても、どちらが真実か理解しようものである。

　だが、彼らは違った。

「はっ、混ざり者のガキだ。ワイルティアのヤツに有利な証言したっておかしくないさ」

　自分たちの信じたいもの以外は、頑かたくなに信じようとしなかった。

「アンタたち……ちょっとおかしいわ……」

　マレーネの顔に、怒りと、同時に、疑念が浮うかんだ。

　彼女は、今でこそ教会のシスターとして過ごしているが、かつてはテロ組織の協力者だった過去を持つ。

　ついでに言えばその前は、旧首都ポナパラスではちょいと鳴らした不良少女だった。

「ワイルティアに文句があるなら、ポナパラスなり、王都ベルンに行くなり、やりようはいくらでもあるでしょ……？　田舎いなか町まちのパン屋潰つぶしてどうするのよ？」

「う……」

　至し極ごくまっとうな疑問に、「自由と平和を愛する善意の人々」の顔が、わずかにかげる。

「アンタたち……なんか別の狙ねらいがあるんじゃないの……？」

　ルートやスヴェンとは、また違った修羅場をくぐった女だけに、「キレイ事を口にする者たち」が、腹の底でなにかを企たくらんでいることを、本能的に察したのだ。

「う、うるせぇ！　この権力者の犬ども！」

　それは彼らの痛いところに触ふれてしまったのか、激しく狼ろう狽ばいしながらも、大声を張り上げ、威い圧あつすることで、論点をずらそうとする。

「や、やめてくれ……これ以上は、お願いだ……！」

　もう見ていられなかったルートが、ついに、つらそうな声で訴うつたえた。

「こ、ここは……店内だ。お店の中だ。お客さんに迷惑をかけるなら……帰ってくれ……」

　可能な限り、彼らを刺し激げきしたくないと思っていたルートだが、店内で暴れるのなら話は変わる。

　今までは、公道上で声を上げていただけだから、その行動を制限できなかったが、店内――ルートの私有地なのだから、彼らにはそれを聞く義務がある。

「はっ……なるほどなぁ」

　一瞬、彼らは動きを止めたが、すぐになにか思いついたのか、酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

「じゃあ、買ってやるよ。金出せば客だろ？」

　彼らの一人が、懐ふところから銅貨を何枚か取り出す。

　一応、トッカーブロートで一番安いパンなら買える額である。

「それは……」

「なんだよ……？　やっぱペルフェ人には売らねぇってか？　おえらいワイルティアのパン屋様は？」

　戸惑うルートを、彼らは睨みつける。

「いや、そんなことは……ど、どれにしましょうか……？」

　買うというのなら、拒むことはできない。

　銅貨数枚分を名目に、店内に居い座すわる気なのかと、ルートはその事態を恐れたのだが、現実は、もっとひどかった。

「どうぞ……」

　クロワッサンを一つ、紙かみ袋ぶくろに包つつみ、彼らに手て渡わたす。

「ふん……俺は客で、これは俺が買ったものだから、俺のものだよな」

　彼らは、ひどく、邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「こんなもん誰だれが食うか！」

　その場で床に叩きつけ、さらに、これでもかと言うほど踏ふみつける。

　紙袋に入ったクロワッサンは、踏み潰されぺちゃんこになり、さらに踏みにじられて、もう原形を留とどめていなかった。

「あ………！　ああっ……」

　なんと形容していいかわからぬ、ありとあらゆる負の感情が入り混じり、真っ黒な絶望の表情で、ルートは膝ひざを折った。

　今まで、色んな辛い目に遭あった。

「ワイルティアの軍人の焼いたパンなんて食えるか」と「なにが入っているかわかったもんじゃねぇ」と、言われたことがある。

　今、自分の味方をしてくれている、ローエルやマレーネ、ジェコブにだって、最初は、拒きよ絶ぜつの感情を向けられた。

　でもこれは違う。

　次元が違いすぎる。

　ただただ、圧あつ倒とう的てきに、自分の存在を根底から否定された。

「なんだよ……お前泣いてんの？　でっかい図ずう体たいしてやがるくせに気持ち悪ぃ！」

　彼らは、涙なみだをこぼすルートを前に、笑っていた。

「お前なんかがそんな被ひ害がい者しやぶるなんて、十年早い―――」

　その時、彼らの口が止まる。

　いや、彼らだけではなかった。

　ジェコブ、マレーネ、ローエル、その場にいた全員が、戦せん慄りつを覚えた。

　どれだけ知ち恵えをつけようが、どれだけ野生から離はなれようが、ヒトが動物である限り、捨てられぬ本能が、それを察知させた。

「貴様ら……」

　スヴェンから放たれる、人間の枠わくに収まらない、憎ぞう悪お――否、殺気。

　圧倒的に自分たちよりも強い何かが、明確な殺意をもって眼前にいる。

　自分たちは、被ひ捕ほ食しよく者しやなのだと骨こつ髄ずいまで感じさせるに十分な激しさ。

「いい加減にしろ……貴様ら……！」

　スヴェンにはこれ以上、自制は利かなかった。

　この者たちを殺す。

　己の最愛の存在の、最も大切なものを汚よごし、踏みつけ、嘲あざ笑わらった。

　百万遍殺してもなお足りぬ。

「な、なんだよ……お、おま………」

　凄すさまじい殺意の塊かたまりを前にして、なおも彼らは虚きよ勢せいを張った。

「黙れ、もういい、しゃべるな……」

　そんな男の胸むなぐらを、スヴェンはつかむ。

　あとは拳こぶしをぶち込めば、完全に殺すことができる。

「お、おい！　見たかコイツ！　俺の体に触さわったぞ！　暴行罪だ！　見たよなみんな！」

　してやったりとばかりに、その男は叫んだ。

　これが彼らの目的だったのだろう。

　あの手この手で挑ちよう発はつし、わずかでも自分たちの体に触れれば、「暴力を受けた」と騒ぎ立て、さらなるバッシングの手段とする。

「証人は山ほどいるぞ！　終わりだな！」

　勝かち誇ほこる彼ら。

　彼らは理解わかっていなかった。

　もうそんな次元ではないのだ。

「勝手にしろ……」

　冷たく、スヴェンはつぶやく。

「全員殺せばいい話だ」

「へっ――？」

　もはや我が慢まんなどする気はない。

　ルートにこれだけの侮辱を繰くり返かえしたのだ。

　殺される程度で終わることをむしろ感謝しろ。

　十人だろうが、百人だろうが千人だろうが、たとえ万ばん人にんであろうが、皆みな殺ごろしてやる。

「死ね」

　スヴェンが拳を固め、撃うち放とうとしたその寸前、二つの声が響ひびいた。

「やめろ、スヴェン！　それだけはダメだ！」

「そこまでよ！　これ以上やるなら、見み逃のがせないわ！」

　二つの声に、殺意で支配された空間が、わずかに緩ゆるむ。

　その隙すきに、ルートはスヴェンを後ろから抱だきとめた。

「やめるんだスヴェン！　やめてくれ！　お願いだから！」

「…………！」

　普ふ段だんのスヴェンならば、愛するルートに抱きとめられれば、途端に慌あわてふためきうろたえるところだが、それでも、彼女の溢あふれ出でる殺意は止まらなかった。

「お願いだ……君のそんな姿を、俺は見たくないんだ……お願いだ……」

「……主……さま……」

　だが、それでも語りかけるルートに、ようやくスヴェンは止まる。

　顔をくしゃくしゃにして、悔くやしそうに、唇くちびるを噛かんでいた。

「いいんだ……もう……」

　ようやく止まったスヴェンに、ルートは安あん堵どの声を上げる、が――

「コイツ、俺を殺そうとしたぞ！　殺されるところだったぞ！」

　それを機と見た彼かれらは、またしても調子ずく。

「こいつら、どこまで……」

　ジェコブが呆あきれ果はてたとばかりにこぼすが、その動きは、先さき程ほど上がったもう一つの声の主に止められる。

「やめろと言ったわよ！」

　その声の主――女の一言に、それまでなにを言われても聞く耳を持たなかった彼らが、初めて、声を止める。

「君は……？」

　店の入り口に、一人の女が立っていた。

　凛りんとした佇たたずまい。まるで、氷の彫ちよう刻こくに命が吹ふき込まれ生まれたような、見る者全すべてを凍こおりつかせるような空気をまとった美女だった。
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　その彼女の顔を見て、それこそルートは、凍りついた。

　信じられないものを見たような顔。

　幽ゆう霊れいを見ても、こんな顔にはならないだろう。

「マリー……」

「やっと気づいたのね、ルート」

　呆然とつぶやくルートに、その女は、マリー・ヴィル・メイルは答えた。







第四章「女の意地」







　ワイルティアには、いくつもの特務部隊が存在する。

　軍が厳正に管理しているものもあれば、一高官が私兵同然に管かん轄かつしているものもある。

　ジェコブの父、ブリッツドナーの所属するアプヴェーアは前者、ルートがかつて所属していたヴェアヴォルフ部隊などは、後者となるだろう。

　だが、他にも多くの部隊は存在する。

　あまりにも多た岐きにわたるため、もしかして、全てを把握している者などいないのではないかと思うほど。

　そんな一つに「保安部ジツヒヤーハイツデイーンスト」と呼ばれる部署がある。

　表向きは、ワイルティア公国の各省庁の警備保安を担当する機関だが、その範はん囲いは、王都だけでなく、ワイルティア全土、植民地や併へい合ごう地ペルフェも管轄としている。

　故ゆえに、その情報収集能力は高く、その日の朝に世界の裏側で起こったことでも、夕方には王都にある保安部本部長の耳に入っていると言われるほどだ。

　そして、その「ワイルティアの〝耳〟」ともいわれる、保安部本部長ハインリヒ・ヒッツインガーの元には、すでにトッカーブロートの騒そう動どうは報告されており、そこには一枚の女の写真が添てん付ぷされていた。

「本部長殿……その女は？」

　ヒッツインガーの部下が尋ねる。

「ああ、現在我々保安部が注目している女性ですよ。マリー・ヴィル・メイルという……」

　ヒッツインガーの顔はどこか爬は虫ちゆう類るいを思わせる。

　感情が読みづらく、怒っているのか、笑っているのかも判断しづらい。

「他の名前の方が有名だからね……メアリ・クラリッサ……知らないかね？」

「はぁ……はて、どこかで聞いた気が……」

　部下は、アゴに指をかけつつ思案するが、正確な答えは出せない。

「作家だよ、グレーテンのね。かなり売れっ子らしいよ」

「ああ、そうでしたね。道理で聞き覚えがあったはずです」

　答えを示され、ヒッツインガーの部下は、得心したとばかりに手を叩く。

　新人ながら、その完成度の高い物語はエウロペア大陸各地で絶賛され、ワイルティアの書店にも、翻ほん訳やくされた彼女の本は並んでいる。

「だが、彼女の本職は別にあってね……国際派のジャーナリストとしても著名だ。そちらでの名前が、マリー・ヴィル・メイル……まぁペンネームと本名というだけの話だがね」

　諜ちよう報ほう員いんなどが使う、偽ぎ名めいの類たぐいではない。

　出版業界の慣習というだけの話だ。

「ジャーナリストとしても優ゆう秀しゆうだ。数年前のグレーテン議会で起きたスキャンダルを知っているかね？」

「さて……あそこもいろいろありますから……たしか、野党議員の恋れん愛あいスキャンダルでしたか？」

「ああ、それそれ」

　野党第一党の幹部に、愛人がいることが明らかになった。

　だが、彼は独身であり、本来なら特に問題のない、ただの私生活の恋愛話でしかない。

　しかし、問題となった。

　その議員は男であり、愛人もまた男だったのだ。

「同性愛スキャンダル……あの国はお堅いからね。ちょっと前までなら公職追放になったところだ。連日面白おもしろおかしく書き立てられ、あともう少しで政界追放となった」

　だが、その情勢を覆くつがえしたのが、マリー・ヴィルだった。

　彼女は、「政治的能力と性的指向に関連はなく、むしろそのような他人の『最大のプライバシー』を責め立てることこそ下げ劣れつである」、と反論記事を書いた。

　それだけでなく、夫人権利団体や少数民族のコミュニティ、他の野党にまで結束を求め、一大反論キャンペーンを仕掛ける。

「少数者を弾だん圧あつし、締しめ出し排はい除じよすることは、紳しん士しの国グレーテンのなすべきことではない！」という世論を形成。

　トドメとばかりに、そのスキャンダルの情報提供が、与よ党とう側がわによるものと突つき止める。

　議会は騒そう乱らん、責め立てたはずの与党が、気づけば糾きゆう弾だんの的となり、次の総選挙後は政権が変わるのではと言われている。

「大した世論誘ゆう導どうですね。ウチでスカウトしたいくらいです」

「彼女がワイルティア人なら、私自ら赴おもむいていたよ」

　部下の軽口を、軽口で返すヒッツインガー。ただし、その言葉は半分以上本気だった。

「まぁグレーテン……敵国ですからね」

〝元〟敵国とは、部下は言わなかった。

　ワイルティア軍部はもとより、政府も、公言はしないが、グレーテンやフィルバーヌといった大戦での敵国を、未いまだに仮想敵として捉とらえている。

「それだけじゃないのだよ。彼かの女じよにはもう一つの顔がある」

「ほう、顔が多いですな。まるでキマイラだ」

　キマイラとは、山羊やぎと竜りゆうと獅し子しの顔を持つ、幻げん想そうの魔ま獣じゆう。

「三つ目の顔は、弁護士さんなんだ……ある意味これこそが、彼女の本ほん性しようと言ってもいい」

「なるほど、なるほどなるほど……それで、あの小悪党に関かかわったわけですね」

「そういうことだ」

　なぜ諜ちよう報ほう機関である保安部の、それも本部長の部屋に、異国の女の写真があるのか、ようやく、部下は把握した。

「この女……ラプチュリカを表おもて沙ざ汰たにしたいらしい」

「なるほど……そのために、『白銀の狼おおかみ』殿は利用された、と？」

　かつては自国の英えい雄ゆうであった男の不幸を、それすらも彼らは楽しげに語る。

「一応著名人だからねぇ。排除するのも厄やつ介かいだ……いや、おそらく、この女、それすらも計算の上で行動しているか……」

　国家がその気になれば、個人の権利などいともたやすく封ふう殺さつできる。

　しかし、それも一いつ般ぱん市民ならの話。

　彼女のように国境を超こえて知られている人間に、下手な干かん渉しようを行えば、それがどんな形でも人の口に上る。

　極論、彼らがなにもしていなくとも「ワイルティアの秘密諜報機関に狙われている」と言えば、それだけで手出しができなくなるのだ。

　陰いん謀ぼう論――それは使い方によって、形なき最硬の盾たてとなる。

「エルヴィンも早くから気づいていたみたいだが、手が出せなかったみたいだね」

　エルヴィンとは、ワイルティア正規軍元げん帥すい。

　軍政の長にある者であり、ソフィアや、かつてのルートが属していた組織図の最上位にいる者である。

「あの狐きつねも出し抜ぬくなんて、やるねぇ、まったく……」

　ヒッツインガーの口調は、「重ね重ね、スカウトできないのが惜おしい」と言いたげであった。

「これで、ハウゲン人でなければねぇ」

　ハウゲン――地図から消えた街ラプチュリカがあった国。

「とりあえず、ベルガーくん、上手うまくやってくれたまえ」

　そう言うと、ヒッツインガーが、部下――ベルガーに告げる。

　保安部には、具体的な「命令」はない。

　情報を開示し、その上で、国家において「やるべきこと」を「やる」が徹てつ底ていされている。

　ヒッツインガーの部下たちは、皆そのように〝教育〟されており、そのように〝行動〟できる。

　本部長がすることは「任命」のみ。

　必要な人員や物資は全て好きに使えという「権限」を与あたえるのみ。

「かしこまりました」

　一礼し、ベルガーは部屋を出た。

「まったく……せっかく閣下が丁てい寧ねいに封ふう印いんしたものを、表に出そうなどと……これだから劣れつ等とう民族は」

　ボツリとつぶやき、ヒッツインガーは引き出しにしまった一枚の写真立てを出す。

　そこに写っているのは、複数の軍高官たち。

　その中にはヒッツインガーの姿もある。

　そして中央に立つ、おそらくは、その集団のトップと思わしき男は――

「ご安心くださいゲーニッツ閣下……あなたのご意志は、我らが引ひき継つぎます」







　オーガンベルツに夜が来る。

「なんだかこう……いろいろあったねぇ……」

　昼間の騒動が終わり、店を閉め、一息つくトッカーブロートの面々。

　誰しもなかなか口を開けない中、最初に声を上げたのは、最年少のジェコブだった。

「全くよ……いろいろありすぎて頭の整理が追いつかないわ」

　続いて口を開いたのは、丘の上の教会のシスター、マレーネ。

　炭鉱夫頭のローエルはすでに帰宅――もとい、夜番の仕事があるため、鉱山に戻もどった。

　なので、店内にいるのはあと二人。

「……………………」

　ひたすら無言でうつむき、ただでさえ仏ぶつ頂ちよう面づらを、さらにこわばらせている店主のルート。

「……………………」

　そして、呆ぼう然ぜんとしているウェイトレスのスヴェン。

「この二人に比べれば……まぁ、マシなのかな……」

「そうね～……」

　ジェコブとマレーネの二人とも、掛かける言葉が見当たらないでいた。

　時間を数時間戻す――




「マリー……」

　店に現れた女、マリー・ヴィル・メイルを見て、ルートは凍りついた。

　彼にとって、再会すること自体が、驚きよう愕がくの話である相手が現れたのだ。

「ふふふ……」

　皮肉げな笑みを浮かべつつ、刺すような眼差しでマリー・ヴィルは答える。

「あなた……」

　その声に、スヴェンは聞き覚えがあった。

　正しく言えば、彼女のメモリー内にある音声データの中に、同一のものがあった。

　人間の声は、筋肉、臓器、骨格によってそれぞれ微び妙みように異なる。

　それは指し紋もんならぬ、〝音紋〟。全く同じ〝音紋〟を持つ者はまずいないと言っていい。

「メアリさん……？」

「あら」

　スヴェンに問われ、マリー・ヴィルは意外そうな顔をする。

「あなたは気づいたのね、スヴェンさん。驚おどろきだわ」

　マリー・ヴィルとトッカーブロートの面々は、初対面ではない。

　昨年の暮れ、聖誕祭の前後、マリー・ヴィルはペンネームを名乗り、変装した姿で接していた。

「結構、自信あったんだけどな、変装……ま、そっちの店長さんは気づかなかったみたいだけど」

　マリー・ヴィルの口元から笑みが消え、刺すような眼差しを向けられる。

「君は……生きてたのか……？」

「死んでた方が良かった？」

　震ふるえる声で尋たずねるルートに、マリー・ヴィルの声は辛しん辣らつであった。

「気づかないのもしょうがないか……だってあなたの中では、私はもう、死んでいたみたいだし……勝手な男ね」

「うっ……」

　なにも言い返せず、ルートはただ俯うつむく。

「あ、あの……」

　そんなマリー・ヴィルに、店先で抗こう議ぎ活動を行い、ついには店内にまで入ってきた者たちは、居場所を見失ったようにうろたえながら声を上げた。

「帰りなさい」

　そんな彼らに、マリー・ヴィルは振ふり向むきもせずに告げる。

「え、でも……」

「もう目的は果たしたでしょう？　これ以上は、問題になるわよ？」

　肩かた越ごしに、わずかに視線を向ける。

　それだけで、あれだけルートたちに傲ごう慢まんな素そ振ぶりをしていた者たちが、子犬のようにすくみあがった。

「だ、だけど、その女は、俺に……！」

　それでも納なつ得とくできなかったか、スヴェンが怒りのあまり掴つかみかかった男が、異論を口にした。

「ホコリ」

「は？」

「ホコリ……付いているわよ、服に」

「は……？」

　マリー・ヴィルに襟えり元もとを指さされ、男は困こん惑わくする。

「スヴェンさん……あなた、この方のホコリを取ってあげようとしたのよね？」

「え……？」

「そうなのよ、ね？」

　キョトンとするスヴェンに、マリー・ヴィルは重ねて言った。

「そういうことだから、あなたの勘かん違ちがいよ？　よかったわね、暴力を振るわれたわけじゃないんですって」

「な、何言ってんだ！　俺はその女に――」

「……なに？」

　なおも食い下がる男だったが、「ギンッ！」と、音が聞こえそうなほど激しく睨みつけられる。

「ひぅ!?」

「じゃあ聞くけど……あなた、一いつ介かいのパン屋の従業員に、それも女の子に、殴なぐられるようなこと……したの？」

「それは……」

　悲鳴を上げる男、しどろもどろになり、目を泳がせる。

「帰りなさいと言ったの……あなた、少しやりすぎ。私ね、パン屋の娘むすめなの。不ふ愉ゆ快かいだわ」

　マリー・ヴィルは、男が何をしたかも、全て見ていたのだろう。

　金を払はらった上で、ルートの前で、彼が焼いたパンを踏みつけ、踏みにじったのを。

「くっ………わかったよ……」

　論破された男は、しぶしぶと矛ほこを収め、他の者たちとともに店を去っていった。

「すごいおねーさん……」

「驚いたわ……いろいろと……」

　今まで何日もトッカーブロートを苦しませた集団を、言葉だけで追おい払ったマリー・ヴィルの姿に、ジェコブとマレーネはただただ唖あ然ぜんとしていた。

「あら……そこのシスターさん……前に会ったわね」

「え、ええ……あ、そうだ！」

　マレーネは、マリー・ヴィルが「メアリ・クラリッサ」としての姿の時、顔を合わせている。

「その節はお世話になりまして……」

　そして、その時に、彼女に自分の妹分を助けてもらったのだ。

「気にしないでいいわ。勝手にやったことだから」

「は、はぁ……？」

　心から、感謝の言葉などいらないという、自然な態度で返された。

「美人の上に気きっ風ぷもいい……すごいな、ルートなに？　こんな知り合いいたの？　もっと早く僕ぼくに紹しよう介かいしてくれても良かったんじゃない？」

「あ、ああ……」

「ルート？」

　ジェコブに、「紹介して十歳児が何をするつもりだったんだ」というツッコミも返さず、ルートは体を震わせている。

「え～っと……あの～……おねーさん……コイツとどういうご関係で？」

　その様子から異常さを察したジェコブは、今度はマリー・ヴィル本人に聞くことにした。

「古い知り合いよ。お互たがい、君よりは上の歳としだったけど、まだ子どもといってもいい時期に会ったわ」

　言いながら、マリー・ヴィルは胸ポケットから一枚の写真を出す。

　そこには、十三、四くらいの頃ころであろう少女と少年、そして初老の男性が写っていた。

「――――!?」

　それを見て、改めて顔をこわばらせるルート。

「この女の子は……おねーさん？」

「そうよ」

「子供の頃から美人だったんだねぇ、歳は同じくらいなのにミリィとはエライ違ちがい」

　ルートの様子に気づかず、ジェコブは写真を見て、調子のいいことを言いながら、初老の男性を指差す。

「このおじさん……おじいさん？　は……」

「私の祖父よ」

「ふーん」

　そして、最後に残った少年を指差し、ジェコブは言う。

「なにこのヘラヘラ笑っているヤツ。そこそこ顔は整っているけど、なんか友だちにしたくないタイプだなぁ」

「いい勘かんしているわね、あなた」

「え？」

　そう言うと、マリー・ヴィルはルートを指差す。

「この男よ、八年くらい前かしらね」

「え？」

　それを聞いて、ジェコブは驚きに固まった。

「えっと……ええええ!?」

　そして、一いつ瞬しゆん遅おくれて、声を上げる。

「これが、アレ!?　アレが、これ!?　いやいやいや、いやいやいやいやいや、ありえないでしょ!!」

　写真の中の少年と、目の前の筋肉男を交こう互ごに指差し、何度も「ウソ!?」と叫さけぶ。

　これにはさすがに、ルートも気まずい顔で答える。

「いや、えっと、その……成長期だったから……」

「成長期なめんな！」

　しかし、即そく座ざにジェコブがツッコんだ。

「骨格レベルで変わってるじゃん……同一人物と思えないよ……」

　言われなければ、同じ人間だとはわかる者のほうが少ないであろう。

「私も、正直……ただの同どう姓せい同名と思ったわ」

　マリー・ヴィルが、額に手を当て、万ばん感かんの思いを込めてつぶやく。

「ただ、店の名前を聞いて……間ま違ちがいないって思ったの」

　だが、すぐに声こわ音ねが元に戻る。

　冷たく、重く、深い怒いかりを声に。

「ねぇ……」

　そして、ゆっくりとルートに近づき、彼の耳元に、彼にしか聞こえない声量でささやく。

「自分が殺した男の店の名前を使うって……悪あく趣しゆ味みすぎない？」

「――――!!」

　ルートの顔がこわばる。

　体中を槍やりで突き刺されても、こうはなるまいと言う、絶望的な表情であった。

「マリー……俺おれは……！」

「いい加減、私の名前を軽々しく呼ばないでくれる！」

　すがるように叫ぶルートだったが、マリー・ヴィルは一いつ喝かつし、それを拒こばむ。

「……勘違いしないでよ。私は、あなたを助けに来たわけじゃない。そんなヒマじゃないの」

　呼吸を整えながら、あらためて、ルートに告げる。

「あなたに、裁判に出てほしいの」




　そして、時間は戻る――

「あのお姉さん……マリー・ヴィルさん？　弁護士さんなんだね」

「正しくは、弁護士でもある人みたいね」

　ジェコブの発言を、マレーネが少しだけ訂てい正せいした。

「法律知識が豊かなわけよね……それにしても、裁判とは驚いたわ」

　マリー・ヴィルの言う「裁判」とは、先日この店で立てこもり事件を起こしたミロスラフの裁判での、証言人としての出しゆつ廷ていである。

「そういやルート……裁判になったら証言してやるって言ってたよね」

　あの時、あの場での会話を、ジェコブは思い出した。

「ああ……」

　話しかけられ、ルートはようやく、重い口を開く。

　怖こわい顔ならいつもどおりだが、この時のルートは、もしかして今までで一番、重く苦しげな顔をしていたかもしれない。

「ルート……？　あの……あの、マリー・ヴィルさんとさ……どういう関係なの？」

「それは……」

「ジェコブくん、今日はもう帰りなさい。もうすぐ日も暮れるし」

　なんと説明していいか、言葉が見つからないルートに代わって、マレーネが言った。

「え、でも……」

「帰りが遅おそくなると、シャロデさん、心配するわよ？」

「ああ……」

　質問の答えが得られないまま、仕方なく、少年は店を出た。

　少しして、マレーネは改めて扉とびらに「closed」の札がかかっているのを確かく認にんしてから、ルートに尋ねた。

「彼女……ラプチュリカの生き残りだったのね」

「ああ……まさか……生きていたとは……思ってもいなかった……」

　彼女の名はマリー・ヴィル・メイル――、かつてハウゲン王国にあった、今はなき小都市ラプチュリカの、小さなパン屋の店主の娘である。

　店主の名は、トッカー・メイル。

　店の名前は、トッカーブロート――……

「捜したんだ……せめて、遺体だけでも……墓だけでも作ろうと……」

　ルートがラプチュリカを訪おとずれたのは、反ワイルティアのレジスタンスたちの拠きよ点てんとなっていたかの地に潜せん入にゆうし、その情報を収集し、弱体化させるためであった。

　ワイルティアと国境を接するハウゲン王国は、表向きは中立を宣せん誓せいしていたが、実質はワイルティアの敵国フィルバーヌと通じ、ゲリラ戦法をもって、ワイルティアを苦しめていた。

　軍服をまとわず、一いつ般ぱん人じんと同じ姿で隠かくれ潜ひそむゲリラは、速すみやかに排除せねばならない課題でもあったのだ。

「いくつものレジスタンスを潰つぶしたよ……」

　街に火をかけて、混乱に乗じ、破は壊かい活動を企くわだてたような者もいたが、地下で公式には出せないワイルティアを告発し、ハウゲン国民の意識に呼びかける新聞を作っていたような「非暴力の戦い」を選んでいた者たちもいた。

　それらを、ルートは、夢の中での自分が言ったような方法で、いくつも壊かい滅めつさせてきた。

「秘ひ密みつ裏りに作戦を行うためには、街の住人に紛まぎれる必要が……表向きの顔を作る必要があった。そのために下働きとして、トッカーさんの……彼女の祖父の店に入ったんだ」

　怪あやしまれないために、ルートは陽気で明るく、真ま面じ目めなパン職人見習いを演じる。

　店主トッカーはルートを気に入り、家族同然に接してくれた。

「店の定休日……呑のみに行って、深酒して酔よいつぶれたトッカーさんをおぶって帰るのは、俺の仕事だった……」

　店にはルートと同じくらいの歳の孫まご娘むすめがいた。

　よく笑う、明るい娘だった。

「全部、ワイルティアが……俺が壊こわした……」

　ルートを始めとした工作員たちの報告から、ラプチュリカからゲリラのみの排除は不可能と判断。ワイルティアは、都市一つ、住人ごとを皆殺しにする鏖おう殺さつ作戦を展開する。

　ただの皆殺し作戦ではない、大型列車砲ほうや、新型の焼しよう夷い砲ほう弾だんを用いての、街そのものをこの世から消し去る作戦だった。

「店は、最初の砲ほう撃げきに巻き込まれて……跡あと形かたも無くなっていた」

　戦争で親を亡なくし、孤こ児じとなり、兵士として使われることを前提に養育された第三種兵士として、十二のときには人殺しの技わざを身に付けた。

　さらに適正を認められ、特務部隊〝ヴェアヴォルフ〟に入隊。

　他者を欺あざむく、冷れい徹てつなる工作員として活動していた。

「いつの間にか、感情が凍りついていた。自分は一介の道具……人殺しの道具だと信じ込んでいた」

　人の心の隙すき間まに入り込み、偽いつわりの笑え顔がおと態度で信しん頼らいさせ、必要なものを奪うばい、利用し、終われば捨てる。そんな存在に成り下がっていた。

「でも違った……俺は、あの場所を大切に思っていた……自分でも気づいていなかったんだ……トッカーさんや、マリーを……俺は……裏切った……！」

　全てが終わったあと、もう取り返しがつかなくなってから、ルートはようやく、自分のしでかしたことに気づく。

　叫び、泣き、己おのれの体をかきむしり、胃の中のものを全て吐はき出すほど苦しみ、一時は死人も同然となった。

　彼を信頼していたゲーニッツでさえ、「使えない」と判断し、〝ヴェアヴォルフ〟から手放したくらいである。

「あの日から、笑えなくなった……どんなに頑がん張ばっても……でも……」

　あの日のことを思い出す。

　そして、八年ぶりに再会したマリーの顔を思い出す。

「彼女もだったようだな。いや……当然か……」

　冷たい、氷のような瞳ひとみ。

　自分に向けてくれていた笑顔の、欠片かけらも残っていない。

　無理はない。

　ルート自身が、気づいていなかっただけで、家族のように思っていた人たちだ。

　それは、彼女も同様だったのだろう。

　どんな気持ちであったろうか。

　家族を失い、故郷を失い、地じ獄ごくの中生き延び、一人さまよった少女。

　後に彼女は、何らかのきっかけで、ルートの名前を知る。

　家族と思っていた少年が、ワイルティアの軍人だったと知る。

「笑顔を向けられる価値などないなんて……わかりきった話だ」

　生きていてくれたらいいと思っていたが、生きているわけがないとも思っていた。

　思って、しまっていた。

　だから、変装していたとはいえ、「メアリ・クラリッサ」として現れた彼女を、見み抜ぬけなかった。

　それすらも、彼女には侮ぶ辱じよくであっただろう。

「主さま……失礼ながら……へこんでいる場合ではございませんわ」

　それまで、じっと黙だまっていたスヴェンが、意を決したように口を開く。

「あの方はおっしゃったじゃないですか……やっと、事態が好転を始めたんです」

　マリー・ヴィルは、ミロスラフの裁判の証言人として、ルートに出廷を求めた。

　出廷したならば、今現在、ルートを悩なやませる問題を解決してやると、交こう換かん条件を出して。

「あの方は、どうやら、店を潰そうとしているあの連中に顔が利きくようです」

　ルートの店が潰れるまで、延々嫌いやがらせのような抗議活動を繰くり返かえすであろう連中。

　出廷し、ミロスラフが有利になる証言をすれば、彼らを引かせると、マリー・ヴィルは約束をした。

　本人いわく「あなたに、タダで動いてもらおうなんて思わないわ。そんな借りを作るような真似まね、ゴメンだから」とのことだった。

「行くしかありませんわよ。他に、手段はありません」

　いつものスヴェンと、少しだけ違っていた。

　彼女は、自分の全てはルートのためにあると公言している。

　彼かれのためならば、死ぬこともいとわない。

　そして、彼の命令には絶対に服従し、彼の嫌がることは、絶対にしない――はずだった。

　にもかかわらず、彼女はこの日、ルートにとって辛つらい過去と向き合うこととなる、マリーの招しよう致ちに、応じることを勧すすめた。

　なぜここまで熱意を込めた口調となったのか、スヴェン自身も、自覚していない。

　ただ一つ確かなのは、彼女の中に、激しい憤いきどおりが芽生えていたことだ。

　マリーの過去は、同情に値する。

　彼女がルートを恨うらむのも、理解できる。

　それでも、最愛の人に、あんな敵意を突きつけた女から、逃にげたくなかった。

　スヴェンの中に芽生えたそれは、「嫉しつ妬と」といえるものであり、また、こうも呼べるものだった。

　女の、意地――







　それから数日後――

　ルートとスヴェンは、ペルフェ旧首都ポナパラスに訪れる。

　来るのは二回目、以前「飛空船事件」の際にも足を踏ふみ入いれていたが、あの時は事後処理のゴタゴタもあって、ろくに観光はできなかった。

　そして、今回もそんな余よ裕ゆうはなく、ルートらはミロスラフの裁判が行われている、ペルフェ大裁判所に向かう。

「おかしいな……普ふ通つうこういう場所に来る時は、事前にどんな証言をするのか、弁護士なり検察官なりが聞き取りをするものじゃないのかな？」

　裁判の証人など初めてのことなので、ルートは戸と惑まどっていた。

　裁判所に入ったはいいが、二人が案内されたのは、法ほう廷ていの隣となりの控ひかえ室しつ。

　出番までこちらで待機しててくれと言ったまま、職員は戻ってしまった。

「やることは、えっと……例のミロスラフが、悪あく辣らつな犯人ではなかったと、彼の善性を証言すればよいだけなのでしょう？」

　スヴェンも、詳くわしい事態を知らされていない。

「来い」と言ったはずのマリー・ヴィルは、その後手紙で案内は寄よ越こしたものの、今日に至るまで顔を出していない。

「あの方……なにを考えているのでしょう……？」

　ルートに対して激しい恨みを持っているのは理解した。

　だが、それでも弁護相手であるミロスラフの判決を有利にするために、ルートを頼たよった……そう考えるしかない状じよう況きようである。

　なにか、裏があるように思えてならなかった。

「ルート・ランガート氏、入廷を、お願い致いたします」

　そんなことを話していると、再び職員が現れ、ルートに入廷を促うながす。

「あ、同どう伴はんの方はけっこうです」

　ルートに続き、共に入廷しようとしたスヴェンは、止められてしまう。

「何故なぜですの？」

「証人として申しん請せいされているのはルート・ランガート氏だけなので」

　職員は、大変役人らしい、四角四面な物言いで答える。

「お断りいたします」

　しかしスヴェンも退かない。

「わたくしは、主さま……ルート・ランガートの下僕しもべです。一時たりともお側そばを離はなれるわけには参りません」

「しかし……申請書類には……」

「それはそちらのご都合でしょう？　それとも、今から帰ってもよろしいんですのよ？　その場合、あなた様個人の責任となりますが」

「え……!?」

　スヴェンの畳たたみ掛けるような言葉に、役人がたじろぐ。

　役人とは、「決まりを守ること」を第一としなければならない者たちである。

　公務である以上それが当然なのだが、それゆえに責任問題をなによりも嫌きらう――否いや、恐おそれる。

「おそらく書類のミスですわね。今なら……申請書類の手続きをされた方だけの責任ですが、ここでわたくしたちが帰ってしまえば、裁判の段取りが乱れてしまい、あなたにも、『なぜ止めなかったのか！』と責任が求められますが、どうします？」

「それは……えっと……」

　言外に、「言うとおりにすればお前に非は向けられないぞ」と含ふくませる。

「じゃ帰りますわ。行きましょう、主さま」

　押おすだけではなく、引くスヴェンの論調に、役人は慌あわてて声を上げた。

「わ、わかりました！　こちらの手て違ちがいだったようです！　書類は修正しておきますので、あなたも入ってください！」

「どうもですわ～」

　にっこり微笑ほほえみ、スヴェンはルートとともに、法廷へと進む。




　法廷には、想像していた以上に多くの傍ぼう聴ちよう人にんが集まっていた。

　少なくとも、空席は見当たらない。

　その他は想像したとおりで、中央に裁判官が、向かって左には検察官、右には弁護人の席があり、マリー・ヴィルが控ひかえていた。

「おや、そちらの方は？」

　書類に記き載さいされていないスヴェンの姿を見つけ、裁判長が訝いぶかしんだ。

「付つき添そいの者です。お気になさらず」

「ふむ……そうですか」

　人間とは、「そうだ」と当たり前のように言われれば、「そうなのかも」と思ってしまう。

　たとえそれが常識ではありえないことでも、「あるかもしれない」と理り屈くつを勝手に補完してしまう。

　詐さ欺ぎ師しのテクニックであり、法廷でやるのはいかがなものかという話なのだが。

「それでは、証人……宣誓をしてください」

　裁判長に促され、ルートは「虚きよ偽ぎの証言」をしないという宣誓を行う。

　これはただの宣言ではない。

　この宣言以降、偽りを述べれば、罪になるという確かく認にん行こう為いでもある。

「さて、ルート・ランガート……さん？」

　宣誓を終えた後、マリー・ヴィルが質問を始める。

「はい、あの……ミロスラフは……？」

「こちらの質問にのみ答えてください。裁判とはそういうものです」

「あ……す、すいません……」

　彼女の一言に、大おお柄がらなルートは途と端たんに萎い縮しゆくする。

　まるで蛇へびに睨にらまれたカエル。

　いや、睨まれるまでもなく萎縮している分、よりひどいかもしれない。

「あなたは、元ワイルティア軍兵士だそうですね？　入隊はいつ？　除隊は？」

「大陸暦９１４年です……除隊は９１９年、４月です」

「あら……９１１年入隊じゃないのね」

「それは……」

「結構」

　ルートの軍歴は、本来は９１１年――十三歳の頃から始まる。

　しかし、第三種兵士であり、少年でありながら特務兵として生きてきた時期は、機密扱あつかいになるため、表向きは十六歳で入隊となっている。これはワイルティア軍の、兵士入隊基準のギリギリ最低年ねん齢れいだ。

（この方……主さまのことどれだけ調べていますの……？）

　スヴェンの目が、わずかに険しくなる。

　マリー・ヴィルの指し摘てきは、ただの嫌いや味みではない。

　最初の質問から「こっちはお前のことを全部知っているぞ」と、暗に含ませたのだ。

「軍を除隊されたのは二年前……ふむ……正しくは、一年と十ヶ月前ですか。まだたったのそれだけしか経たっていないのですね」

「は、はぁ……」

　ルートは戸惑った。

　何故自分の軍歴が聞かれるのか？　この場に自分がいるのは、ミロスラフのことを話すためではなかったのかと。

「あなたは、元猟兵機のパイロットだったそうですね？　ええっと、なんでも『白銀の狼おおかみ』などと呼ばれる、大変優ゆう秀しゆうなパイロットだとか……間違いはありませんね？」

「はい……」

　ルートが質問に答えた途端、傍ぼう聴ちよう席せきが、僅わずかにざわめいた。

「あの……その質問は一体……？」

「聞かれたことだけ答えてください」

　自身の過去の功名を、自じ慢まんとしていないルートにとって、人前で取とり沙ざ汰たされるのはいい気分のするものではない。

　マリー・ヴィルの意図がわからず、ルートはさらに困惑する。

「猟兵機のパイロットとは……兵器の操縦をするだけですか？　他に、戦せん闘とう訓練の類は、受けないのですか？」

「いえ……白兵戦、銃じゆう器きやナイフの使い方……一通りの戦闘訓練は受けます」

　猟兵機の戦術は、いうなれば「歩兵一人を一個中隊と同等に活用する」である。

　だがその戦術は、猟兵機に乗り込んでこそ成立する。

　もし万が一機体が行動不能となれば、敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかで、単独で戻らねばならない。

　それ故ゆえ、猟兵機乗りたちは皆みな、一いつ般ぱん歩兵以上の、高い戦闘能力を要求されるのだ。

「なるほど……それでは、あなたは単独で、例えば……仮に素す手でであったとしても、銃器を持った一般人をも圧あつ倒とうできるわけですね」

「それは……状況によります……」

　マリー・ヴィルの質問に、ルートはこう返すしかなかった。

　だが――

「――――！」

「!?」

　マリー・ヴィルの目に、殺気が宿る。

　彼かの女じよは突とつ如じよとして、胸に差していた万年筆を引ひき抜ぬくと、ルートの顔面に向かって投げつけた。

「なにを!?」

　叫んだのはスヴェンであった。

　ルートは声を上げるよりも先に、その万年筆を、自分の目に突つき刺さる寸前、片手で受け止める。

　傍聴席から、一ひと際きわ大きな、もはや喚かん声せいとも言える声が上がった。

「裁判長！　これは問題です！」

　さすがにこれは見み逃のがせなかったか、検察官が声を上げる。

「弁護人……！　何のつもりです！」

　法廷の場では、暴れることはおろか、大声を上げることさえ慎つつしまれる。

　マリー・ヴィルのやったことは、一歩間違えれば法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいに相当する行こう為いだ。

「失礼――しかし、これでおわかりいただけたかと……ルート・ランガート氏は、軍を離れてはいますが、その身体能力は高いまま……少なくとも、一般人よりは遥はるかに上！」

　決定的な証しよう拠こを示すように、マリー・ヴィルは裁判長に、そして傍聴人たちに告げる。

「おわかりいただけましたでしょうか？　このルート・ランガート氏の店を、被ひ告こく人にんミロスラフが、果たして、占せん拠きよ制圧し、立てこもることができるでしょうか？」

　ルートの目に、一いつ瞬しゆん、口元をニヤつかせるマリー・ヴィルの顔が映った。

　それは、獲え物ものが罠わなにかかったことを確信する、猟りよう犬けんのそれであった。

　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに、ルートに思わず防ぼう御ぎよをさせることで、身体能力と危機対応能力の高さを、これでもかと法廷内にアピールしたのだ。

「つまり……彼は被告人に抵てい抗こうできたのです。にもかかわらずそれをしなかったのは……何のためか？　そう、楽しんでいたのです。この記事に書かれているように、弄もてあそんでいたのではないですか？」

　マリー・ヴィルの手には、グレーテン語で書かれた雑誌『週刊グローバルニュース』があった。

（しまったですわ！）

　それを見て、スヴェンは心中で舌打ちをした。

　裁判官の手元にも、同じ雑誌が置かれている。

　その傍かたわらには、おそらく、ワイルティアの公用語に翻ほん訳やくされたものもあるのだろう。

　それだけではない、傍聴人たちの手にも同様のものが見える。

（この方の目的は……ミロスラフの心情を有利にするためではありませんわ……この女の目的は主さまを陥おとしいれること……いえ……！）

「ち、違う！　マリー……俺はそんな………」

「マリー・ヴィル・メイル……メイル弁護士と呼んでください。ランガート氏」

　抗こう弁べんするルートに、マリー・ヴィルは冷たい目と、冷たい声で返す。

「違うのですか？　この雑誌に書かれている内容は、全すべてウソだと言うのですか？」

「あ、いや……」

「あなたはワイルティア人じゃないんですか？　あなたは元軍人じゃないですか？　あなたは……軍がかつて行った、無差別虐ぎやく殺さつに関わったのでは……ないのですか……？」

「君は……!?」

　ようやく、ルートも、マリー・ヴィルの真意に気がついた。

　彼女の目的は、ルートを陥れる、それだけではない。

　もっと、とんでもないことを、この司法の場でしようとしていた。







第五章「その感情は憤怒」







　王都ベルン――王城を中心に、貴族たちの館やかたの中に交じり、各国の大使館が立ち並ぶ。

　その中でも一際大きいのが、ワイルティア公国同盟国の序列一位である、東洋の島国、ヤマトの大使館だ。

　ワイルティアが属するエウロペア大陸とは異なる文ぶん化か圏けん、エイジア大陸の国。

　肌はだの色も瞳の色も異なる異民族である彼らの、異国の地での暮らしで、最も苦労するのは、言葉の壁かべや風習の違いなどではない。

　食事である。

『いやぁ、やっと届いたぞ天あま樹ぎくん』

　本国から届いた貨物便の木箱を開け、中に詰つまった各種食品を前に、ヤマト大使ヤマモトは、顔をほころばせた。

　別大陸となれば、文化は大きく異なる。

　特に食文化の違いは大きい。

　なにせヤマトは、半世紀前までは、宗教上の理由もあって、獣じゆう肉にくの類はほとんど口にしていなかった民族なのだ。

　その国の人間の舌には、肉食文化旺おう盛せいなエウロペア大陸の料理は、美味うまい不味まずい以前の問題で合わない。

　何日かに一度ならともかく、三食毎日はさすがに辛い。

『これこれ、醤しよう油ゆに味み噌そに味み醂りんに……ああ、梅干しに米！　同じ米でも、こちらのものとは品種が違うんだよねぇ』

　ほくほく顔のヤマモト。

　そういった事情もあって、本国から船便で食料品を送ってもらうのだが、大陸間の輸送は大変カネがかかるし、時間もかかるし、量も制限される。

　二月に一度送られるこの〝補給〟だけが大使館職員の心の慰なぐさめなのだ。

『おや……どうしたのかね？　天樹くん』

　いつもなら、出汁だしの味にこだわるタイプゆえに、昆こん布ぶと鰹かつお節ぶし、そして白味噌の占せん有ゆう権けんを主張する、駐ちゆう在ざい武官の天樹鈴すず鹿か――スズカ・アマギが、随ずい分ぶんと静かだった。

「大変なことになってますなぁ……」

　ヤマト語ではなく、ワイルティア公用語で、スズカはつぶやく。

　その手の中には、ワイルティアの〝進歩的〟な社の発行する新聞があった。

「独り言までワイルティア語になってるやなんて、君も随分、この国に馴染んだんやねぇ？」

　ヤマト語ではなく、やや訛なまったワイルティア語で、ヤマモトは改めて話しかける。

『あ、すみません大使閣下……少し、気になるニュースがありましたので』

　慌てて、ヤマト語に切きり替かえ、スズカは答える。

『いったい、なにが書かれていたのかね』

　ヤマト大使館の最強戦力とまで称しようされる〝ブドー〟の使い手たる彼女が、ここまで注目する記事は、ヤマモトにとって十分気になる話であった。

『はい、ペルフェの方で、ミロスラフの裁判が行われているそうです』

『ミロスラフ……ああ、先日の戒かい厳げん令れいで騒さわぎになった、テロリストの最後の一人だね？』

『はい……まぁ、我々の調べても、チンケな小悪党……現地雇こ用ようのチンピラだとわかる程度の者なのですが……』

　大使館の仕事は、形式的な外交だけではない。

　その国の情報を仕入れ、正規ルートでは得られない裏の裏を調べ上げ、本国が有利に交こう渉しようをできるよう探さぐり出だすことでもある。

『本来なら、ただのチンケな小悪党として……せいぜい、貧しさ故に犯罪に手を染め、うっかりテロリストの片棒を担かついでしまった、とのことで処理される案件なのですが……』

　だが、そうはならなかった。

『〝平和教〟かね……？』

『はい』

　ヤマモトの問いかけに、スズカはため息交じりで答えた。

　平和教――国境を超こえて、過か剰じようにして過激な活動を行う、積極的平和主義者集団。

　彼らは「平和と自由」のためなら手段は選ばない。

　場合によっては命すら惜おしまない。

　自分の命も、他人の命も――

　時に、己すら犠ぎ牲せいにしての、多くの一般人を巻き込んでの大規模なテロリズムにすら手を染める。

　しかし、この超ちよう国こつ家か的てきな活動を続ける集団には、各国ともに対応に苦く慮りよしていた。

『しかも、連中の裏にはオーガスト連れん邦ぽうがいます』

　オーガスト連邦、先の大戦では、ワイルティアとヤマトが敵とした北の巨きよ大だい国家。

　かつては王制であったが、王家を皆みな殺ごろしにして革命を行い、「労働者は皆平等」の名の下に、新国家を作り上げた。

　連邦制は伊達だてではない。

　凄すさまじい勢いで南下政策を行い、次々と諸国を「解放」の名の下に侵しん略りやく、自国に組み入れていった。

　エウロペア戦争での敗北がなければ、その勢いは大陸の東半分を呑み込んでいただろう。

『敵国の過激な主義者を利用し、平和の名の下に軍備を縮小させ、平和の名の下に無む抵てい抗こうにする……そしてやってくる侵略者を〝解放者〟として出で迎むかえさせる……』

　スズカは数すうヶか月げつ前、潜入したとある士官学校で、その一いつ端たんを垣かい間ま見みた。

　軍に近い機関でさえもこれなのだ。民間となれば、どこにどれだけ浸しん透とうしているか、わかったものではない。

『ヤマトでも近年、問題になっているね。表向きは、「善良な市民」に紛れているからたちが悪い』

　ふぅと、ヤマモトも同じくため息を吐いた。

『彼らは、ミロスラフに目を付けたようです。彼を、「最後まで果か敢かんに抵抗した革命の闘とう士し」として祭り上げることで、犯罪者として処理しようとするワイルティア政府への不信感を、ペルフェ人たちに植え付けようとしているのでしょうね』

　正規の犯罪者として、適切な処分を下しても、それを「権力者の横暴」「弾だん圧あつ」にすり替える。

　しかし、だからといって、「特別扱い」はできない。

　法治国家である以上、例外を作ることは、それこそ「法の支配」に反する。

『ワイルティアさんも大変だ……そのニュースが、そこまで気になるのかね？』

『いえ、そのために利用された者が……ちょっと』

　スズカの読んでいた新聞には、「証言者として、オーガンベルツの元軍人が召しよう喚かんされた」と書かれている。

　元軍人とは、いわずもがな、ルートのことである。

『この弁護人……さらに大きなものを釣つり上あげようとしてますね』

　新聞には、「グレーテンから招かれた国際弁護士、マリー・ヴィル・メイル」の写真も載のっていた。

『この女……要注意人物リストに載ってました』

　マリー・ヴィルの祖国がハウゲンであることも、すでにスズカは把は握あくしている。

『彼女は争点を、「週刊グローバルニュース」の記事内容の真しん偽ぎに持ち込もうとしています』

『あのデタラメ記事かい？』

『ええデタラメです……デタラメでしたが、真実をたまたま言い当ててしまいました』

　それが、ルートの経歴と、ワイルティアが極ごく秘ひとした「ラプチュリカ虐殺」。

　記事を書いたドリー・アナスタシアとやらは、考えつく限り、最大の残ざん虐ぎやく非道な作戦を妄もう想そうしたのだろう。

　本来なら偶ぐう然ぜんでも言い当てることなどなかったはずだった。

　だが、戦争という狂きよう気きが支配する時代では、時に妄想のような現実が顕けん現げんする。

『ラプチュリカ虐殺は、「あくまで通常の戦せん闘とう行こう為い、反政府ゲリラが抵抗し、破壊活動を行い、民間人を巻き込んだ」ということになっています……いえ、されています』

　ハウゲンは戦後、王制は解体され、共和国化した。

　軍隊もなくなり、治安維い持じに必要なギリギリの数が第二警察隊として認にん可かされている。

　そして、国防を肩かた代がわりするという名の下に、ワイルティア軍が駐ちゆう留りゆうしている。

　この状況においては、歴史的事実の捻ねじ曲まげなど、いくらでもできる。

『ハウゲンは、敗戦国故に、独立自治を保つため骨ほね抜ぬきにされてしまいました。彼女はこの状況を、ひっくり返そうとしています』

　ペルフェの事件といえど、今はワイルティア領である。

　その裁判所という公式の場で、かの記事が真実だと認めさせれば――

『ワイルティアが隠いん匿とくした虐ぎやく殺さつ行こう為いがあった。その証拠はルート・ランガートである――と、ワイルティア自身に認めさせることができるのです。そうすれば、国際社会はどう動くでしょう……少なくとも、〝平和教〟はさらに勢力を拡大できる』

『とんでもない女性だね……執しゆう念ねんを感じる。母国のためにそこまで勝負できる人物なんて、我わが国くににもどれだけいるか』

　スズカの予測を聞き、ヤマモトはただただ、呆あきれにも近い感かん嘆たんの声を上げる。

　マリー・ヴィル・メイルという女は、たった一人で、武器も使わず、世界の大国を揺ゆるがせようとしているのだ。

「そないな……ことだけやろか……」

　ぽつりと、再びスズカはつぶやいた。

　思わず、ワイルティアの公用語で。

「この女の中には、もっとデカイ、言いようのない何かがあるように感じますわ……」

　それは女の勘かんなのか、それとも、武人としての勘なのかは、スズカにも断定しづらかった。







「異議あり！」

　法廷に、大きな声が響ひびき渡わたる。

「異議ありですわ、裁判長！」

　声の主は、スヴェンであった。

「異議ありって……その……あなたは、お付きの人でしょう？」

　あまりにも堂々と宣言されたので、裁判長も及および腰ごしである。

「わたくしはルート・ランガートの忠実なる下僕しもべ！　かの事件の時も、店内にいた者ですわ」

「ホントかね？」

　事件の証言者という意味では自分も同格であると告げるスヴェンを前に、裁判長は興味深そうな顔をした。

「スヴェンさん……？　ここは法廷よ、虚偽はそれだけで罪になる。店内にいたのは、ルート・ランガートと、彼が酷こく使ししていた少年と少女のみよ。調書にも書かれているわ」

　素す早ばやく、スヴェンを引っ込めようと、マリー・ヴィルが指摘する。

「そちらこそ、調書はしっかりお読みになられたので？　わたくしはミロスラフが発はつ砲ぽうした時に、店内にいましたわ。それと、主さまは、ミリィさんとジェコブさんを酷使などしておりません。きちんと給金を支し払はらい、労働法に基もとづいた扱いをしております」

　反論しつつ、マリー・ヴィルが「確定事じ項こう」にしようとしているルートへの虚偽も訂てい正せいする。

「わたくしは主さまを背せ負おい、店の外に出て、救助を要よう請せいした……多くの証人がいたはずですが？」

「ふむ……従業員がルート・ランガート氏を担いで出てきた……と、資料にもあるな」

　壇だん上じようの裁判長が、事件の詳しよう細さいを記した調書を確かく認にんしつつ言った。

「え、でも、担いだって……君がかね？」

「ええ、そうですがなにか？」

「う～んと………」

　スヴェンの容姿は、どちらかといえば小こ柄がらな少女である。

　対してルートは、大の大人でも背負うのは難しい屈くつ強きような大男。

　背負って出てきたとは、見ただけでは想像しづらい。

「ふんぬ！」

「うわぁ!?」

　だが、疑問を察したスヴェンは、目の前で検察官の席にあった長机を持ち上げる。

　ゆうに五十キロはあろう重さの長机を、片手で持ち上げたのだ。

「わたくし、腕うでっ節ぷしには自信がございます」

「あ、ハイ……」

　驚おどろきのあまり、身をすくませる裁判長。

　傍聴人たちも、驚きすぎて声も出さない。

「な……なに……？　あの娘こ……？」

　これには流石さすがに、氷の美女たるマリー・ヴィルも言葉を失う。

　そして、論ろん客きやくにとって、わずかでも自分の主導権を手放すのは命取り。

　その隙すきを、見逃すスヴェンではなかった。

「あなたは、最も大切な点を見逃していますわ。いえ、最初から見ないふりをしていたか、それとも、意図的にそちらに注意を向かせないようにしていたか……」

「なにが言いたいのよ……」

「あの日、放たれた銃じゆう弾だんは一発。その一発は、我が主ルート・ランガートの腹部に当たりました。この記事では、我が主が『銃を奪うばい射殺しようとした』とありますが、なぜ殺そうとしたほうが撃うたれておりますの？」

「簡単な話よ、返り討うちにあったんじゃない。間ま抜ぬけな話ね」

「あら」

　反論に答えるマリー・ヴィル。その顔を見て、スヴェンはにやりと笑う。

「罠にはめた猟犬の顔」ではない。

　その罠すら見ぬき、逆手に取った、賢けん狼ろうの顔だ。

「矛む盾じゆんいたしません？　先さき程ほどあなたは、三文芝しば居いをしてまで、我が主は高度な戦闘能力を有し、銃を持っている程度の素人しろうとなら簡単に鎮ちん圧あつできる――と主張しましたわよね？」

「うっ――！」

　己おのれの失言に気づくマリー・ヴィルだったが、時すでに遅おそかった。

「そんな相手にいきなり襲おそわれた素人が、銃を奪い返し反はん撃げきした……それは少し……いえ、かなり考えにくいですわね」

「わからないわよ！　追おい詰められた人間の必死の抵抗が成功する可能性もある！」

「ええ、あるでしょうね」

　なんとか反撃に転じようと論を展開するが、スヴェンは揺るがない。

「そう……わからないのです。確証がないということです。確証がなければ判断材料にはなりません。これだけでも、その記事の信しん憑ぴよう性せいを疑うには十分」

　相手の論ろん拠きよが鉄板であれば、鉄板であるほど、わずかな亀き裂れつが致ち命めい傷しようになる。

　マリー・ヴィルもそれはよく知っているからこそ、スヴェンの反論に、奥おく歯ばを噛かんだ。

「そもそも……この記事、おかしなところだらけですわ。銀行強ごう盗とうを働いた男が、たまたまオーガンベルツに現れ、たまたま当店に押し込み、たまたま我が主を人ひと質じちとした……その主がたまたま元軍人で、しかもたまたま元特とく殊しゆ部隊の一員で、しかもたまたま隠匿されている虐殺事件の関係者だった……たまたまが多すぎませんことぉ～？」

　真相はまさに、その「たまたま」が重なったからなのだが、「真実は小説よりも奇きなり」という言葉があるとおり、現実のほうが却かえってウソっぽく聞こえることがある。

　スヴェンはそれを最大限に利用し、印象操作を行った。

「こんなたまたまだらけの連続なんて、お話になりませんわ。これが小説なら、読者が許しても編集者が許しません。その作者の神経を疑いますわ――ああ、そういえば」

　そこで、これでもかというほど憎にくたらしい笑えみを浮うかべ、スヴェンはマリー・ヴィルに言った。

「あなた……作家さんでもあるんでしたわね。プロとして、そこらへんどうですの？」

「ぐぅ……!?」

　マリー・ヴィルのこめかみが、ピクピクとひくついている。

　スヴェンは人間型猟兵機である。

　その開発目的は、表向きは「諜ちよう報ほう活動」――敵の中に入り込み、一いつ切さい怪あやしまれることなく、むしろ好感を得て、その内情を探る――である。

　そのため、彼女の思考ルーチンには、ありとあらゆる人間に好意を持たれるような、仕草や話し方、振ふる舞まいがインプットされている。

　その思考回路を、この時スヴェンは逆転させていた。

　相手を挑ちよう発はつし、神経を逆さか撫なでし、怒おこらせる。

　論戦の場においては、冷静さを失った人間が負ける。

　それを、実行したのだ。

「……………」

　あともう一歩で、マリー・ヴィルは冷静さを失い、ボロを出す。

　スヴェンはそう確信した。

　だが、彼女は、スヴェンの想定以上に……タフだった。

「はぁ～～～～～～～～～～～～～[image: ]」

　突然、マリー・ヴィルは息を吐はいた。

「ふぅ～～～～～～～～～～～～～[image: ]」

　深い深い、体中の空気を全て吐き出し、体中全てに行いき渡るように空気を吸い込む。

「むっ……？」

　その様に、スヴェンは一瞬、言葉を止めた。

「そうね、あなたの言うとおりだわ」

　マリー・ヴィルの口調に、冷静さが戻もどっていた。

（この方、ギリギリのところで、自分の理性を〝取り戻す〟スイッチを押しましたわね）

　極限状況下に置かれた時、それでも自己の理性を保つため、予あらかじめ、なんらかの動作を体に覚え込ませるという、精神安定法がある。

　幼子が、お気に入りの毛布やタオルを持たせると泣なき止やむのと、理屈は同じだ。

　彼女にとって、この深い深呼吸が、それなのだろう。

「なるほど。あなたの言い分はわかったわ。ルート・ランガート氏は、撃とうとしたのではなく、撃たれた……ではなんで？」

「自殺しようとしたミロスラフを止めようとしたんですわ！　むしろ主さまは、助けようとしたんですのよ！」

「そう」

　ニッコリと、マリー・ヴィルは微笑む。

　先程までの挑ちよう発はつ的てきな笑みではない。

　むしろ逆、不気味なほどに、朗ほがらかな笑え顔がおだった。

「その客観的証拠は？」

「あっ――！」

　形勢逆転であった。

　スヴェンは、ミロスラフが自殺を図はかろうとした瞬しゆん間かんには居合わせていない。

　その直後に店内に乗り込んだ。

「あの時、店内には二人の子どもがいたそうね。でも彼かれらは疲つかれて眠ねむっており、銃じゆう声せいを聞いて目を覚ました……と調書にあるわ。つまり、それを立証することはできない」

「ぬぅ………」

「ルート・ランガート氏が、被告人ミロスラフに襲いかかった可能性がある。素手でも人を殺せる、戦闘訓練を受けた者に襲いかかられた可能性は残っている……そうよね？」

「ちぃ……」

　小さく、舌を打つスヴェン。

　一度は九割まで追いつめたところを、五割まで引き戻されてしまった。

「待ってくれマリー！」

　そこに、ルートが声を上げる。

「メイル弁護士！」

　しかし、すぐさま訂正される。

「あ、ごめん……あの、えっと……ミロスラフはなんて言っているんだ！　彼は知っているはずだ。そもそも、ミロスラフはどこにいるんだよ」

　彼の裁判のはずなのに、被告人席には誰だれも座すわっていなかった。

「彼はあなたが出しゆつ廷ていするのと同時に、裏の控ひかえ室しつに移ったわ」

「なんで!?」

「決まってるでしょう？　加害者の前にいれば、被ひ害がい者しやは萎縮して正確な証言ができなくなるわ。基本よ」

　ルートは、最初マリー・ヴィルが、なにを言っているのかわからなかった。

「加害者……俺おれが!?」

　この裁判は、ミロスラフを被告人として、彼の罪を問う場所のはず。

　そこになぜ、自分が加害者として呼ばれねばならないのだ。

「あなた……もしかして、なにか勘かん違ちがいしているんじゃないの？　この裁判は、ミロスラフ氏を銀行強盗の罪で裁くものじゃないわ。彼は、政治犯なのよ？」

　政治犯とは、反政府活動を行った、革命運動家、抵抗運動家などを指す。

「ミロスラフ氏は、ワイルティアの圧政に苦しむペルフェ人のために立ち上がった活動家なのよ。その彼を捕とらえ、刑けい務む所しよに収容するということが、どういうことかわかる？」

　反政府活動といえば聞こえは悪いが、民主国家、法治国家において、体制への批判や抗こう議ぎを行うことは、認められた権利である。

　にもかかわらず、彼らの思想を取りざたし、罪人――政治犯として捕らえるのならば、その国家は、民主国家ではなく、独裁国家であると言わざるをえない。

「そんな……ミロスラフはただ金がなくて、テロリストたちに誘さそわれただけだと……誰がそんなことを!?」

「本人よ、本人が、この法ほう廷ていで宣言したの。『自分はワイルティアの圧政に立ち向かうために戦う革命の闘士である。私を処しよ罰ばつするのなら、政治犯と認め、自分たちが自由を認めぬ独裁国家であると宣言せよ』ってね」

「バカな……！」

　ルートたちは大きな勘違いをしていた。

　いや、そのように、マリー・ヴィルに誘ゆう導どうされていた。

　この法廷でのルートの役回りは、「強盗に襲われた一いつ般ぱん人じん」ではない。

「ミロスラフを、ひいてはペルフェ人を弾圧する、ワイルティア人」として呼ばれたのだ。

「この記事に書かれていることが真実ならば、ミロスラフ氏は高潔な思想を持った革命家であり、ワイルティアは自国が民主主義国家だと表するなら彼を解放しなければならない。この法廷は、そういう話なのよ」

「なんだよ……それは……」

　わけがわからないという顔のルートに、マリー・ヴィルは更さらに続ける。

「そして、あなたが元軍人にして元特務兵であり、虐殺作戦に加担していたとするならば、この記事は正確であると判断される。改めて言うわ、ルート・ランガート……あなたはこの法廷で、ウソを吐いちゃいけないのよ？　ちゃんと、正直に質問に答えてね？」

　マリー・ヴィルの目に、冷たい光が宿ってた。

　八年間、ひたすらこの時のために、己の爪つめと牙きばを限界まで磨みがき続けた、あの日の少女の強い怨おん念ねんじみた光であった。







　その日の夜――

　裁判の一日目は、結局、「もう一度、後日改めて議論する」という形になった。

　論点はやはり「『週刊グローバルニュース』の記事の真偽」である。

　正しくはないが間ま違ちがいでもない――まるで古いにしえにいたという、二面の顔を持った女め神がみのような、もしくは見る者によって姿を変えるだまし絵のような論争を、明日も行うことになったのだ。

　そして、それぞれは、それぞれの宿に、一いつ旦たん戻もどった。




　ペルフェ司法局、留置所――ここに、起き訴そされたミロスラフは留置されていた。

「どう、そこの住み心地ごこちは？」

　裁判一日目が終わり、裁判所から再びここに戻された彼と、マリー・ヴィルは面会をしていた。

「いやぁ～、メシは食い放題だし、ベッドは柔やわらかいし、外よりも住み心地いいくらいだよ、いいのかね、こんないい目に遭あって！」

　陽気に笑うミロスラフ。

　彼が最初入れられたのは、コンクリート壁の雑ざつ居きよ房ぼう。

　ほかの逮たい捕ほ者しやたちと雑魚ざこ寝ねで、行動に制限がかけられていた。

　しかし今の彼は、個室を与あたえられ、塀へいの外に出る以外の大たい抵ていの自由が保証されている。

「あんたらのおかげだよ。ありがとう！」

「当たり前のことをしただけよ。彼らには、それをする義務があり、あなたにはそれを享きよう受じゆする権利がある」

　感謝するミロスラフに、マリー・ヴィルは笑みの一つも浮かべずに答えた。

　ミロスラフが留置所に入れられて二日目も経たたずして、彼女たちは現れた。

　そして、ミロスラフは政治犯であり、彼への虐ぎやく待たい行こう為いは思想の弾圧になると宣言したのだ。

　思想犯に対し、不当な虐待を行えば、それは思想弾圧となる。

　だが、その「不当」が何に当たるのか、その基準は曖あい昧まいだ。

　その結果、通常の逮捕者ならば我が慢まんして当然の不自由も、彼は免めん除じよされ、それどころか、細心の注意を払はらってもてなされる、「客人」のごとく有様となっていた。

「その……セイジハンってやつなんだけどさ……あの、俺は……」

　キョロキョロと、不安そうにミロスラフは面会室を見回す。

「大だい丈じよう夫ぶよ、この部屋の会話を聞くことは禁止されている。弁護人と被ひ告こくとの会話は、秘ひ匿とくが認められているから」

「そ、そうかい？」

　刑務所での罪人の面会と違ちがい、留置所の、しかも弁護人との接見は、「立ち会う」行為すら監かん視しとなるのだ。

「いいのか……？　俺は、思想なんてない。ただ金のためにやったんだ。だから……」

　現れた彼かの女じよらは、ミロスラフを瞬またたく間まに「革命の闘士」に仕立て上げた。

　裁判所前では、何人もの彼らの同志が、ミロスラフの解放と、ワイルティアの弾圧を叫さけんでいる。

「いいんですよ、ミロスラフさん」

　自分は偽いつわりを並べ、人々を騙だましているのではないか――その罪悪感に苛さいなまれるミロスラフに、マリー・ヴィルは告げる。

「あなたはあのパン屋で、なにをしました？」

「追い詰められて、子どもを人質にとって……」

「違うわ、あなたは、国家の不正義と不平等を叫んだのよ」

　立てこもり事件の際、追い詰められ、錯さく乱らんしたミロスラフは、窓ガラスを割り、表にいた報ほう道どう陣じんに向かって叫んだ。

「みんな貧びん乏ぼうが悪いんだー！　俺は悪くねぇー！　社会が悪いんだァ～～～!!」――と。

「あなたは叫んだじゃないですか……『私の行いが罪であると言うならば、それは貧困によって強制されたことである。貧困に虐しいたげられし弱者を罪人と称するこの社会こそが悪である』と……」

「お、俺は……そんな難しいこと言ってねぇよ……」

「ま、若じやつ干かんの脚きやく色しよくはされたけど、大筋は間違ってないでしょ？」

　ミロスラフの曲解された言葉は、今では世界各地の新聞に載っている。

　ワイルティアでも〝進歩的〟とされる新聞社は、社説をもって彼のこの言葉を称たたえた。

　彼こそ、「貧者の英えい雄ゆうである」と。

「いや、その……」

「いいのよ……あなた、誰と闘っているかわかっているの？」

　なおも不安げなミロスラフに、マリー・ヴィルは言う。

「国家っていうバケモノ相手に闘っているのよ？　手段を選んで、勝てる相手じゃない。連中は、〝あったこと〟すら、〝なかったこと〟にできる力を持っているのよ！」

　拳こぶしを固めるマリー・ヴィル。

　かつて、自分の故郷を滅ほろぼされ、殺意をもって家族の命を奪われたにもかかわらず、その事実を認めず、「たまたま偶然巻き込まれて死んだだけ」だとうそぶかれた。

「なら……こっちだって、手段は選べないでしょう……！　〝なかったこと〟を〝あったこと〟にするくらいしなきゃあ……」

「あ………」

　彼女の壮そう絶ぜつな表情を前に、ミロスラフはなにも言えなかった。

　ただ、一つだけ、気がかりなことがあり、そのことを尋たずねる。

「あの……あのパン屋は、どうなるんだい？」

　国家や政府など、大きなことは、この小悪党にはわからない。

　だが、死のうとした自分を、必死になって救おうとした、あの強面こわもて男を苦しませたことは、胸が痛む話だった。

「ちょっと迷めい惑わくはかけるかもしれねぇけど……また、普ふ通つうに働けるようになるんだよな？」

「………そんなわけないじゃない」

「え？」

　返ってきたマリー・ヴィルの声は、重く、冷たかった。

「罪に問われるかは別として、社会的に抹まつ殺さつされるでしょうね。少なくとも、パン屋なんて続けられない……自じ業ごう自じ得とくよ」

　ミロスラフは知らない。

　彼女とルートの間になにがあったのか、あの店の名前の由来はなんなのか、その看板を、マリー・ヴィルがどのような思いで見ていたのかなど。

「あなたは、あんな男のことは気にしないでいいの……それより、あなたにいい知らせがあるわ」

　言葉を失っているミロスラフに、マリー・ヴィルは言う。

「あなたの仮かり釈しやく放ほう、決定したわ」

　仮釈放とは、「逃とう亡ぼうの恐おそれがなく、証しよう拠こ隠いん滅めつの可能性も少ない犯人を、一いつ旦たん釈放する」ことである。

　ミロスラフを銀行強盗とするなら、本来はありえない措そ置ちだが、これも「彼を不当に勾こう留りゆうすることは、思想の弾圧であり、国家による拉ら致ち監かん禁きんである」というマリー・ヴィルの無む理り矢や理りな主張が通ったからであった。

「出れるのか……？」

「行動に制限はかかるけどね。それでも支し援えん組織が用意したホテルで過ごしてもらうわ。ここよりはずっといい場所よ」

「そう……か……」

　今いる留置所の個室でさえも、ミロスラフが以前寝ね床どこにしていた、スラム街の木賃宿よりはずっと良かったのに、これよりもさらに「ずっといい」となると、もうどんなところか、想像ができなかった。

　この人たちは自分たちの味方をしてくれているのだろうが、それでも、自分たちと同類ではないのだなと、そう思った途と端たん。

　彼の中に、少し、恐きよう怖ふに近い感情が芽生えた。

「その……アンタたちの支し援えん者しやって、どんな人たちなんだい？」

　ミロスラフの問いかけに、マリー・ヴィルはしばし考えてから、軽く首を振りつつ答えた。

「聞かないほうがいいわ」

「え……？」

「あなた、嘘うそつけなそうだし……ただ、そうね、〝色んな所〟にいるわ」

　それが、彼に明かせられる情報の限界だったのだろう。

　だがミロスラフにとって、それは余計に、不気味さを感じさせるものだった。







「だぁーらっしゃあああ!!」

　一方、ポナパラスの片かた隅すみにある、安宿の一室で、スヴェンは喚わめき散ちらす。

　そこは、ルートたちの当座の宿しゆく泊はく先さきであった。

「うるせぇぞ!!」

「おおっと……！」

　安宿過ぎて壁かべも薄うすいのか、隣となりの部屋の宿泊客が壁を叩たたいた。

「あーもう、なんですのあの女！　主さまになんの恨うらみが――まぁ……あるのかもしれませんけど……」

　証人として足を運ばせ、実際に行われたのは、公開処しよ刑けいにも等しい騙しうち。

　しかも、表向きはなにも嘘をついていないのだからたちが悪い。

（巧こう妙みように、主さまを追い詰つめていますわね……）

　暴力に訴うつたえたならば、マリー・ヴィルはスヴェンの足元にも及ばないだろう。

　それこそ、たとえ機き関かん銃じゆうを持っていようが勝てる自信がある。

（もしかして、今までで一番厄やつ介かいな相手かもですわ……）

　テロリストに特務兵、猟兵機や親衛隊、様々な相手を敵に回してきたが、スヴェンにとって、猟兵機時代から数えても、最も手て強ごわい相手だった。

　スヴェンにそう思わせるくらい、マリー・ヴィルは、知と弁論の力をフルに使い、ルートたちを追い詰めている。

「申し訳ない……大して力になれなくて」

　安宿の一室には、スヴェンとルート、そしてもう一人、今日の法廷の検察官がいた。

　名を、タグキンダー氏という。

「本来なら、僕ぼくが、メイル弁護士と闘わねばならないのに……」

　年としの頃ころは二十歳を少し過ぎた、ルートと同じくらいである。

「しょうがありませんわ。あなたはまだお若いですし、経験が乏とぼしいだけですわよ」

「いや、メイル弁護士……僕より法律家歴短いんです……」

「あら～……」

　慰なぐさめたはずが、余計に落ち込ませる結果になった。

　だが、それでもやはり無理はない。

　片や、積年の恨みを晴らすべく挑いどんできた国際的に活かつ躍やくする人物、片や旧首都とはいえ、所しよ詮せんは一地方都市の検察官。相手が悪すぎる。

「ここも……あまりいい宿にご案内できなくて……不便をおかけします」

「あ……まぁ……ですわねぇ」

　この安宿は、ペルフェ司法局が手配してくれたところである。

「ウチも、予算あんまりなくて……」

「どこもかしこも不ふ況きようですわねぇ……」

　経済が不安定となれば、当然税収も下がり、公に属する機関の予算は下がる。

「ここも、宿屋というよりも……元々は、安アパートメントでして」

「みたいですわね」

　部屋は、広さは標準レベルだが、部屋ごとにバスルームとトイレ、さらに簡易キッチンも備えられている。

「まぁおかげで、ウチの主さまが気分転てん換かんできて助かりましたけど」

　言いながら、スヴェンは「やれやれ」と言いたげに苦笑いをした。

　キッチンでは、ルートがなにやら作業をしている。

「さすがパン屋さんですねぇ」

　タグキンダーも、愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

「よし、できた！」

　ルートは、キッチンでパンを焼いていた。

　ポナパラスは地方都市だが、それでもペルフェの旧首都である。

　小麦粉に塩に酵こう母ぼ――パン作りの材料は容易に手に入る。

　といっても、この安宿の簡易キッチンには発はつ酵こうのための設備も、焼き上げる窯かまもない。

　ないが……それでも、パンは作れるのだ。

「はぁ～……ホントにできちゃうもんなんですねぇ」

　ルートがフライパン一つで作ったパンを見て、タグキンダーは感心の声を上げた。

「意外と簡単にできるんだよ。生き地じを捏こねるのにコツがいるけど、それさえできれば、一次発酵も二次発酵もフライパンでできるしね」

「いい匂においですねぇ～……」

　最高の調味料は〝できたて〟であることだ――と言った、美食家がいた。

　焼きたてのパンの香かおりは、なによりも食欲をそそる。

「よかったら食べてください」

「いいんですか？　では……遠えん慮りよなく！」

　ルートはタグキンダーに、パンをすすめる。

「うん、こりゃあ美味うまいですよ！　なにも付けなくても、これだけで十分美味おいしい!!」

　一口食べて、感激の声を上げるタグキンダー。

「食感が、普通のパンとは少し異なりますわね。もちもちしてて、これはこれで素す晴ばらしいですわ」

　同じく、一つ口に入れたスヴェン。

「よかったら、お土産みやげにどうぞ。包つつみますから」

「そりゃありがたい！　夜食にぴったりです」

　この後、明日の裁判のための資料作りをしなければならないタグキンダーに、ルートは自作のパンを包み、持たせて帰ることにした。

「さて、それじゃあそろそろおいとまします……ランガートさん、明日も頑がん張ばりましょう！」

　そう言い残し、タグキンダーは宿屋を後にした。

「それにしても、フライパン一つでも美味しいパンが焼けるものですわね……あ、もちろん、主さまの腕あればこそですが」

「いや、そうでもないよ。ちょっとコツさえ掴つかめば、誰でもこれくらいは作れるさ」

　二人きりになり、改めて感想を述べるスヴェンに、ルートの顔は、少し切なげであった。

「じゃ、じゃあ、これは内ない緒しよにしておいた方がいいですわね！　こんなのが広まったら、パン屋の商売上がったりですわ」

　その表情を前に、努めて明るく振る舞うスヴェンに、ルートは答えた。

「いや、そのほうがいいのかもしれない……」

「え……？」

「店が潰つぶれたら、この作り方をオーガンベルツの人たちに伝えておけば……ウチの店がなくなっても、困らないかなって……」

「主さま……!?」

　裁判を終えた後、ルートがパン作りを始めたのは、ただの気分転換ではない。

　彼は半ば、これ以上店を続けることを諦あきらめかけていた。

　だからせめて、自分が去ったあとの街の人たちに、置おき土産を残しておきたかったのだ。

「主さま！　そのようなこと、言ってはなりません!!」

　スヴェンは、激しい声で、彼を叱しつ咤たした。

「主さま……主さまのお気持ちはわかります。過去を悔くやむお心は、理解いたします」

　ルートの過去の罪は、組織に属ぞくし、その組織の命令に従っただけ。

　責任があるとすれば、その組織の責任者であり、末まつ端たんの実行者が被こうむるものではない。

「一度罪を犯おかした者は、二度立ち上がることは許されず、死ぬまで不幸になれというのですか？　そんなの、わたくしは認めません！」

　そんな理り屈くつはわかった上で、悔かい恨こんし続けるルートの姿は、ともすれば、敬けい虔けんな咎とが人びとに見えるだろう。

　だが、スヴェンからすれば、「ふざけるな」という話だった。

「主さま、思い上がらないでください！」

「え!?」

　彼女はいかなる時でもルートの味方である。

　だが、だからこそ、この日この時、主に強い言葉を放った。

「トッカーブロートは、主さまがお作りになられた、主さまのお店です……でも、もう、主さまだけのものじゃないんです！」

　オーガンベルツの街の人たち……抗議団体が押おしかけ、ルートの味方をすれば自分にも累るいが及ぶかもしれないのに、彼らは味方になってくれた。

　シスターのマレーネ、鉱山夫のローエル……ジェコブは泣きそうな顔で怒ってくれた。

「お店は、店主だけでできるものではありません。そのお店に来てくださる、お客様たちがいて、初めて店として成り立つのです。主さまお一人が、『もういい』と言って、どうでもよくなるものではないのです！」

　見習いのミリィは、ルートの下に弟で子し入りし、いつか父親のようなパン職人になるのを目標としている。

　ジェコブの母シャロデは、トッカーブロートの仕事を手伝うようになり、笑顔が増えた。

「それとも、主さまにとって、トッカーブロートはその程度のものだったのですか！　あんな連中に潰されようとして、あっさり潰されてやる程度のものだったのですか！」
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　スヴェンはかつては兵器であり、ルートの専用機であった。

　彼が夢を求め、兵士を辞やめたあと、その後を追うべく、兵器の体を捨て、人間に限りなく近い体を得た。

　そうまでして追いかけてきた人が、こんなあっさりと夢を捨てる姿は、見たくない。

　この時、スヴェンに芽生えた感情は、もしかしたら初めての、ルートへのものではなく、自分自身への、〝憤いきどおり〟によるものだったのかもしれない。

「スヴェン……」

　肩かたを震ふるわせ、涙なみだをにじませるスヴェンに、ルートはしばし呆ぼう然ぜんとしつつも、あらためて、言葉をかける。

「ゴメンよ……そうだな、俺が、あきらめちゃいけないよな」

　申し訳なさそうに手を伸のばし、スヴェンの肩を抱だいた。

「ああ、あきらめない……こんなことで、あきらめたりしないよ」

「主さま……」

　ようやく、立ち向かう心を取とり戻した主に、スヴェンは泣きながら、それでも笑顔を向けた。







　その頃――ルートたちの泊とまる宿屋を出た、タグキンダー氏。

「検察官のタグキンダーさんですか？」

　片手に、土産みやげにと渡わたされたパンの入った紙包みを片手に、帰宅の途とに就いていた彼に、何者かが声をかける。

「そうですが……誰です？」

　振り向くと、そこにいたのは黒いコートに黒い帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった、おせじにも「怪あやしくない」とはいい難がたい男だった。

「だ、誰です……」

　思わず、身をすくませるタグキンダー。

　物もの盗とりならまだいいほう、変質者か殺人者かと疑われてもおかしくない姿だった。

「こちらを」

「ひっ……え、なに……？」

　ナイフか拳けん銃じゆうでも出すのかと思ったら、黒尽ずくめの男は大きな封ふう筒とうを渡してきた。

「な、なんだい……？　これは？」

「あなたが現在担当している、ミロスラフ事件についての重要な資料ですね」

「なんだって!?」

　その言葉に、慌あわてて封筒の中を確かく認にんする。

「ウラディミエル友ゆう朋ほう会かい……ご存じですか？」

　ウラディミエルとは、かつて東方にあった公国の名前である。

　その国は、今はない。オーガスト連れん邦ぽうに侵しん略りやくされ――もとい〝解放〟され、彼の連邦の構成国家の一つとなっている。

　ウラディミエル友朋会は、その国が滅びる直前、ワイルティアに亡命してきた人々によって作られた、互ご助じよ組織である。

「彼らは、表向きはオーガストから逃のがれた者たちですが、実態としてはオーガストから送り込まれた工作員の隠かくれ蓑みのです。情報収集や政治介かい入にゆうを行うことを目的としています。彼らは、ミロスラフを支持する団体に、高額の献けん金きんを行っています。その書類は、彼らの献金リストです」

　さらに、封筒の中には、数枚の写真が入っていた。

「それはオーガストの大使館員と、『週刊グローバルニュース』の編集長が会食している現場の写真です。彼らは、繋つながっているのですよ」

　オーガストと繋がりのある週刊誌が騒さわぎ立たて、それをオーガストが支援する組織が持ち上げる。

「とんだマッチポンプです。騒ぎの発ほつ端たんもオーガストの手先なら、騒ぎを『問題だ』と叫んでいるのもオーガストの手先……この証しよう拠こを見せれば、裁判はあなた方に有利に運ぶでしょう」

　ミロスラフを「革命の闘とう士し」と持ち上げている者たちも、その彼らが根こん拠きよとする記事も、ともに信用性に欠けることを表す。

「あなた方は……？　なぜ、こんなものを僕に……？」

　訝いぶかしむタグキンダーに、黒尽くめの男は、自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「ただの愛国者ですよ……下等な者どもに、この国を荒あらされることを良しとせぬ、義士とでも思ってください」

　義士などという、時代がかった、かつ芝しば居いじみたフレーズを使ったことがおかしかったのか、男は肩を震わせている。

「それでは、明日の法廷……楽しみにしていますよ」

　男はそう言うと、一礼し、去っていった。

「ふむ……」

　書類を受け取ったあと、タグキンダーは無言で道を歩く。

　そして、橋の途と中ちゆうで立ち止まると、まわりに誰もいないことを確認し、タバコを取り出し、マッチをこすり、火を点つける。

「まったく、困ったもの押し付つけてくれちゃって……」

　ポツリとつぶやくや、タバコにつけるかと思われたマッチの火を、書類の入った封筒に移した。

　防水のために油ゆ脂し加工がされていたのだろうか、封筒は思ったよりも早く火に包まれる。

「あちゃちゃ」

　慌てて、その封筒を、川に向かって投げ捨てた。

　川かわ面もに落ちてもしばらく燃えていた封筒は、ほどなくして燃もえ尽つき、燃えカスは、そのまま川に沈しずんでいく。

「あ、これもついでに……」

　さらに、傍かたわらに持っていた包み――ルートが焼いたパンの入った紙かみ袋ぶくろも、川に投げ捨てた。

「はっ……ワイルティアの軍人の作ったパンなんて、誰が食うかよ」

　憎にく々にくしげに吐き捨てると、改めてマッチをこすり、タバコに火を点け、タグキンダーは家路に就いた。

　書類など作る気はない。

　さっさと家に帰り、酒を一いつ杯ぱい飲んで、ベッドに横になるために。

　ルートは知る由よしもない。

　マリー・ヴィル・メイルが、ミロスラフに語った言葉を。

「アンタたちの支援者って、どんな人たちなんだい？」との問いに、なんと答えたかも。

「〝色んな所〟にいるわ」――

　ルートは知る由もない。

　タグキンダーもまた、〝平和教〟の一人であったことを。

　自分たちに最初から、味方などいなかったことを。







第六章「法廷は踊る」







　裁判二日目――この日も、双そう方ほう論戦に論戦を重ねる。

「ならば、『週刊グローバルニュース』の記事が、虚きよ偽ぎであるという証明をしてください！」

「弁護人のセリフとは思えませんわね。それは〝悪あく魔まの証明〟ですわ！　〝ない〟ことを証明できる人間などいない。立証責任はそちらにございます！」

　ただし、本来犯人として法廷に上がるはずのミロスラフはここにはいない。

　論点は、複ふく雑ざつ怪かい奇きな流れの果て、『週刊グローバルニュース』の内容が、正しいか間違っているかに当てられ、しかも弁護人のマリー・ヴィルと争あらそっているのは、証人であるルートの付き添そいでしかないはずのスヴェンなのだ。

　裁判官の胸には、司法に携たずさわる者がつける、「法と正義」を司つかさどるという神の天てん秤びんを描えがいたバッチが揺れている。

　まさにこの日、裁判官は二人の女が言葉を放つたびに、どちらに向くべきか悩なやみ、右に左にと揺ゆれ動うごいていた。

「何度でも何度でも申し上げますわ。そもそも、当店を不当に占せん領りようした銀行強ごう盗とうを擁よう護ごし、無む辜この一いつ般ぱん市民である当店の主を罪人扱あつかいという段階で、あなた方はどうかしていますわ！」

　開かい廷ていから三十分、ひたすら論戦を繰くり広ひろげた果てに、スヴェンは言い放つ。

「そうね……ただし、その主とやらが、本当に無辜の一般市民であれば、だけどね」

　マリー・ヴィルの目に、殺気にも似た光が宿る。

（ちぃっ……！）

　スヴェンは「その週刊誌に書かれている内容はデタラメである」と主張しており、それは紛まぎれもなく真実なのだが、どうしても一歩踏ふみ込めないのが、この記事の内に書かれている「ワイルティア軍による虐ぎやく殺さつ作戦」である。

　確かに「ラプチュリカ虐殺作戦」は存在した。

　スヴェンは、「この記事は嘘だ」ということは出来ても、マリー・ヴィルが「ならばこの記事に書かれたようなことは存在しないのか？」と問われれば「イエス」と言えないのだ。

　だが、この記事の著述者は、確かな証拠があったわけでなく、半ば想像と妄もう想そうで書きなぐった。言うなれば捏造である。

　しかもそれを根拠として、ワイルティアを責めるならともかく、その踏み台だいとしてルートを犠ぎ牲せいにしようとしている。

（国家のせいで個を踏みにじられた女が、意い趣しゆ返しとして、個を踏みつけにして、国家に復ふく讐しゆうを働こうとは……大したタマですわね！）

　数度の論戦を介かいして、スヴェンは、マリー・ヴィルの執しゆう念ねんだけは認めざるを得なかった。

　そこらの凡ぼん百ぴやくの――否いや、それなりに有能な弁護士でも、スヴェンがその気になれば論破はたやすく、とっくにことは終わっていただろう。

　だがマリー・ヴィルはそれをさせない。

　わずかな隙すきを見み出いだしては、次から次へと攻せめ込んでくる。

　そしてそれは、マリー・ヴィルも同様であった。

（何者なのよこの女……！）

　今まで彼女がくぐってきた修しゆ羅ら場ば――それこそ、武器を持たぬだけで、命いのち懸がけの連続であった様々な論戦の場において、ここまで彼女を手こずらせた相手はいない。

（なんなのよ……どこでこんな女と出会ったのよアイツ……！）

　激しいいらだちは、いつのまにやら、ルートへ向いていた。

　マリー・ヴィルは、彼かれがあれからなにをしたのか、どんな生き方を辿たどったのか、可能な限り調べ上げた。

　軍時代の活躍、「白銀の狼おおかみ」として、英雄と呼ばれたこと。

　騎き士しの階級を授じゆ与よされかけたが、自ら辞退したこと。

　それどころか、戦争が終わって後、逃にげるように軍を辞めたこと。

（その間に出会ったのかしら……この時期のことが、よくわからないのよね……）

　軍を辞めて、パン屋を開いてからの数すうヶか月げつ間のことは、マリー・ヴィルをもってしても調べがつかなかった。

　実はこの時期、自分に断りなしに軍を辞めたことでかつての上官ソフィアを激げき怒どさせたルートは、特務時代の技術までフルに使用して痕こん跡せきを消していたのだ。

　その後、ルートに関する記録は、ここポナパラスで起こった、「飛空船事件」まで、途と切ぎれる。

（だいたいなによこの女……主さまなんて呼んで、ずいぶんとベッタリして……外見はいい感じだけど、中身はずいぶんとドロッドロじゃない！）

　武の道の達人は、わずかに剣けんを交かわしただけで、その相手の人となりを知るという。

　論戦の巧こう手しゆであるマリー・ヴィルもまた、同様にスヴェンの力を理解した上で、「なんでこんな女がルートのそばにいるのだ!?」という疑問が渦うず巻まいていた。

「ううう……」

　そしてそんな中、一人胃を痛め始めているのが、本来ならば「証言人」として、この場において一番声を出さなければならないはずなのに、無言でじっと耐たえているルートであった。

（辛つらいな……）

　彼も、ただ黙だまって全すべてスヴェン任せにしているのではない。

　むしろ、今この段階では、ルートは発言してはならないのだ。

　論戦においてはマリー・ヴィルには足元にも及およばないルート。

　彼が下手に何かを口にすれば、それをきっかけとして、マリー・ヴィルは様々な攻こう撃げきを仕し掛かけてくるだろう。

　それ故に、開廷前に、スヴェンからきつく言われているのだ。

「主さまは、なにもおっしゃらないでください」と――

（いっそ……全て認めれば楽になるんだろうが……）

　だが、それはすでにできない状態となっていた。

　ルートが「軍による虐殺作戦」の存在を、公の場で認めるということは、『週刊グローバルニュース』の記事全てが真実だと、お墨すみ付つきを与えることになる。

　それは、彼がパン屋を営んでいるのは経歴隠かくしの偽ぎ装そうであり、差別主義者で、他人を殺すことを躊ちゆう躇ちよしない人間だと、自分で認めろと言われるに等しい。

　もしマリー・ヴィルが、「ラプチュリカの惨さん劇げきの存在を、世に知らしめたい」だけで、ルートに協力を求めたならば、もしかして彼は応じたかもしれない。

　それによってどんな苦境に追いやられたとしても、過去の罪の精算として受け入れただろう。

　だが、マリー・ヴィルは、虚きよ報ほうのニュースを根拠とし、それを補強する材料として、ルートに迫せまっている。

　これでは、受け入れることなどできはしない。

（なんで……マリーはこんなことを……いや……多分……）

　おそらく、マリー・ヴィルは、長い間、正当な手段で訴えようとあがいたのだろう。

　だが、できなかった。

　国家が作り上げた巨きよ大だいな防ぼう壁へきを、突とつ破ぱできなかった。

　だから――手段を、選ぶことすらできなくなった。

　今の彼女を作り上げたのもまた、ワイルティアなのかもしれない。

「この記事では、当店の主は、軍時代に行ったことの隠いん蔽ぺいのために、パン屋だと偽っていると書かれていますわね」

「そうでしょう？　こちらが調べたところ、開店から一年、ろくに客も寄り付かなかったというわ。営業実績がなければ、身分の偽装のためと判断して当然よ！」

　幾いく度ど目かの論争の果て、スヴェンの質問に、マリー・ヴィルが答える。

「それこそ大きな勘かん違ちがい！　その一年を経へた後、当店の営業は軌き道どうにのりました。学校や鉱山、近きん隣りんの町の商店とも契けい約やくを取り付け、客数はうなぎのぼり！　店てん舗ぽも増築改装を行い、設備投資もしていますわ！」

　トッカーブロートが、身分を偽るための実体のない店だとしたら、そもそも「営業努力」をする必要がない。

「それは……オーガンベルツは、こう言うと失礼だけど、決して都会とはいえない場所だわ。他に選せん択たく肢しがないから、仕方なく住民が買いに行っているんでしょう？」

「あら～ん？」

　マリー・ヴィルの返答に、スヴェンはニタリと嘲あざ笑わらう。

「オーガンベルツにパン屋がないのは今に始まったことじゃござーせんわよ？　なのになんでまた、昨年の春に入ってから急激に売上が向上したんですの？　ねぇどうしてですの？」
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「この……！」

　マリー・ヴィルのこめかみがわずかにひくついた。

　スヴェンの接客は、「相手の望むものを望むとおりに提供する」がモットー。

　それを裏返せば「相手の望まぬものを、望まぬままに提供する」、最大の攻撃となる。

「それは……あなたのせいじゃないの？　とっても可愛かわいらしいから、男性は特に好きそうな感じだしね」

「あらあら～」

　言外に「バカな男をだまかして客寄せをしたのだろう」とほのめかすマリー・ヴィルだったが、スヴェンはそれすら計算のうちというように笑え顔がおを絶やさない。

「オーガンベルツは鉱山の町……確かに、男性人口は多いですが……でも、当店には女性のお客様も多くいらっしゃっています。これはどういうことでございましょう？」

「それは……」

「さらに、先さき程ほども申し上げましたが、当店は他の街でも出張販はん売ばいをしております。そちらでも好調な売れ行きなのは、どういうことでしょう？」

　スヴェンは矛ほこ先さきを変え、記事の信しん憑ぴよう性せいに疑いがあることを示すべく、トッカーブロートが正しく、健すこやかに、街の人々に愛されている、まっとうなパン屋であるとアピールすることにした。

　こちらは間ま違ちがいなく現実であり真実故ゆえに、崩くずしたくても崩せない。

「そもそもあなたは……当店のパンを食べたことがおありで？」

「なんですって……？」

　スヴェンのこの質問には、特に他意はなかった。

　あるとすれば、「ルートのパンを食べれば、彼がまっとうに努力して美味しいパンを作っており、それゆえに評価されただけだ」とわかると、そう言いたかっただけである。

「ふざけんな！　なんでアタシが、あんな男のパンなんか食わなきゃいけないんだ！」

　だが、その言葉への返答としては、あまりにも激しい反応を、マリー・ヴィルは返した。

「――!?」

　これには思わず、スヴェンも身じろぐ。

「あ……」

　それどころか、言った当人すらも、唖あ然ぜんとした顔をしていた。

「し……失礼、つい……」

　法ほう廷ていは、感情をぶつけ合う場所ではない。

　あくまで、真相を詳つまびらかに、正しい裁決を下す場所である。

　思うままに怒ど鳴なり散ちらすなど、下手すれば退たい廷ていを告げられかねない行いなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか…メイル弁護士？」

　それを踏まえた上で、裁判長が尋たずねる。

「また、あんなふうに激高すれば、見過ごせないぞ」という、警告であった。

「はい……申し訳ありません……」

　それを理解した上で、マリー・ヴィルは陳ちん謝しやする。

　これまでの彼かの女じよらしからぬ、ミスであった。

「ここは一いつ旦たん、被ひ告こく人にんミロスラフの話を、もう一度聞くことから始めましょう」

「えっ……！」

　そのミスは彼女が思った以上に大きく。

　それまで有していた、議論の「流れ」を完全に取りこぼしてしまった。

（よしっ！）

　そして、期せずして到とう来らいした好機に、スヴェンは心中で声を上げる。

　マリー・ヴィルとそのなかまたちは、ミロスラフを「革命の闘士」と飾かざり立てることで、彼を犯罪人ではなく、むしろワイルティアが犯罪者として主義思想を弾だん圧あつしている、その被ひ害がいの象しよう徴ちようとして祭り上げた。

　だが当の本人は、間違いなく、ただの小悪党。

　それが再び表に出されれば、スヴェンの追及から逃れられる可能性は低い。

「しかし……ミロスラフ氏は……せめて、ランガート氏を退廷させて後にということではダメでしょうか？」

　なおもマリー・ヴィルはあがく。

　ミロスラフは小悪党だ、ウソを吐つき続けることができるほどの器用さはない。

　ましてや、ルートを前にして、動どう揺ようしない可能性は低い。

　それを裁判長が見れば、大きく心証は変わる。

「被告人ミロスラフを連れてきてください」

　マリー・ヴィルの異議は届かず、かくして法廷に、本来の裁判の中心であるはずの男が、連れてこられた。

「あっ………」

　入にゆう廷ていしすぐに、ミロスラフは目を泳がせながら、傍ぼう聴ちよう人にん席を見る。

「くっ……」

　この段階で、マリー・ヴィルは頭を抱かかえたくなった。

　彼は小悪党だ。正義の味方でも、革命の闘士でもない。

　だが、極ごく悪あく人にんにもならない、ただの、どこにでもいる小市民でしかない。

　多くの傍聴人からの一いつ斉せいの視線に、ひるまないはずがない。

「ざわ……」

　だがそれだけで、傍聴人たちは戸と惑まどう。

　マリー・ヴィルら、彼の支し援えん団体が作り上げたイメージと程ほど遠とおい人物を前に、ただでさえスヴェンにかき回された後では、これは大きなダメージだった。

「ミロスラフさん……もう一度、事件においてのあなたの行動を話してもらえますか？」

　キョロキョロと、落ち着かず、視線を泳がせるミロスラフに、裁判長はなるべく圧あつ迫ぱく感を覚えさせないように問いかける。

　わずかでも声を荒あららげれば「恫どう喝かつだ」と異議を差し込まれかねないからだ。

「あ、あの……俺おれ……いや、わた……わたしは……」

　だが、そんな裁判長の気き遣づかいを含ふくめた問いかけすら、ミロスラフの緊きん張ちようをさらに強める結果にしかならなかった。

「あの雑誌の記事……あの中に書かれていることは真実ですか？　あなたは、ランガート氏のパン屋の店内で、あのような暴行を受けたのですか？」

「えっと……その……ど、どうだったかな……」

　ポツリと、ミロスラフはこぼす。

（バカヤロウ！）

　マリー・ヴィルは心中で、悲鳴にも近い声を上げた。

　叱しかられた子供じゃあるまいに、嘘うそを吐き通せば、証拠もないのだからそれを真実と貫つらぬき通とおせる場面であるにもかかわらず、「もしかして嘘だとバレたらどうしよう」という不安が、ミロスラフに余計な一言を吐かせてしまった。

（勝ったぁあああああっ！）

　そして同時に、スヴェンは歓かん喜きの叫さけびを、同じく心中で上げる。

「どうだったかな」――

　ミロスラフはそう言ってしまった。

　全ての発言が記録される法廷内で、自分の記き憶おくの不確かさを口にしてしまった。

「ミロスラフさん……あなた今――」

　勝機を見つけたスヴェンは素す早ばやかった。

　即そく座ざに、ミロスラフに対し質問を投げかけようとした。

「『どうだったかな』とはどういうことですか？」

「あなたは記憶が不ふ鮮せん明めいなのですか？」

「件くだんの記事にあった内容を、あなたは保証できないということですか？」

　いくらでも問とい詰つめるやり方はある。

　これでミロスラフがただの小悪党だと証あかせれば、全ては終わる。

「なにもしゃべるなミロスラフ！」

　だが、そこに、スヴェンの動きを止める声が響ひびいた。

「え――!?」

「なにを――[image: ]」

　その声に、スヴェンも、そしてマリー・ヴィルも驚おどろきに固まる。

「しゃべるんじゃない、ミロスラフ……」

　さらに言葉を重ねたのは、ルートであった。

　強い意志を込めた目で、だが他人から見れば、まるで睨にらみつけるような眼まな差ざしで、彼は言った。言ってしまった。

「こ………」

　裁判においては、全ての発言が、公的なものとして記録される。

　ゆえに、その発言をする際は、基本的に、裁判長に許可を得なければならない。

　ルートはそれを無視して、しかも、発言を促うながされたミロスラフに、「しゃべるな」と叫んでしまった。
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「これは、恫喝よ!!」

　それを、マリー・ヴィルが見み逃のがすはずはなかった。

　法廷は、さらに踊おどる。




「勝った、勝ったわ……！」

　裁判所の控ひかえ室しつにて、マリー・ヴィルはほくそ笑えむ。

　裁判は、一時中断となった。

　突とつ如じよルートが、ミロスラフへの恫喝まがいの発言をしたせいで、一時間ほどの休きゆう憩けいを挟はさんだ後に、再開と相成った。

　だが、もはや勝負は決した。

　ミロスラフの発言を止めようとしたルート。

　その構図があれば、「やましいところがあるから、恫喝をもって発言を封ふうじようとした」と主張できる。

　ルートが今後なにを言ったとしても、ミロスラフがどんなボロを出したとしても、覆くつがえすことはできない。

　万が一に、それでも裁判長が彼らに有利な判決を出したとしても、国家が裏から圧力を仕掛けたと主張し、さらに問題を激化させることができる。

「マリー・ヴィルさん……楽しそうですね」

　そんな彼女に、声をかける者が現れる。

　ワイルティアの公用語ではない。

　万が一、誰だれかに聞かれてもいいように、あえてグレーテン語で話していたのは――

「あなたですか、ドリー………」

　ドリー・アナスタシア――この騒そう動どうの発端であるグレーテンの雑誌、『週刊グローバルニュース』の記事を書いた記者である。

　彼女もまた、この裁判を傍ぼう聴ちようしているマスコミの一人であった。

「今回のスクープで、私もようやく本国に帰れるわ。まったく、ワイルティアの空気を吸うだけで毎日寿じゆ命みようが縮む思いだったから」

　グレーテンの記者ではあるが、彼女はワイルティアの支局所属である。

　かつての敵国、それも自分たちを負かした相手の国に居続けるというのは、ストレスが溜たまるものなのであろうか、この支局に行きたがる者は少ない。

　そして、行かされた者の大半は、一日でも早く本国帰き還かんを考える。

　そのために、時に人目を集める〝スクープ〟を捏ねつ造ぞうする者も少なくない……。

（下げ衆すが……）

　横目で、マリー・ヴィルはわずかに、侮ぶ蔑べつのこもった視線を送る。

　この女からすれば、ミロスラフや自分だけではない、死したラプチュリカの民の命も、自身の名声と出世と、本国でのマンションぐらしのためのものでしかないのだ。

（いや、人のことは言えないか……私も……）

「自分を利用する者」さえ利用し、自分の目的を遂とげようとしている点では、同じようなものだ。

「あなたがワイルティアに引導を渡す場面を楽しみにしているわ。判決後に、インタビューはさせてくれるのよね？」

「ええ、それはもちろん」

　楽しげに笑うドリーに、マリー・ヴィルは上の空で答える。

「ところで……ミロスラフ氏はどこ？」

「え？」

　言われて、あらためて気づく。

　数分前、手洗いに行くと言って、彼は部屋を出た。

　本来なら、起き訴そされている被告人。

　なんらかの見張りが付いて当たり前なのだが、彼への不当な拘こう束そくや監かん視しは思想弾圧となると、マリー・ヴィルが訴うつたえたため、それもない。

「なにやっているのよアイツ……！」

　しかしそれでも限度はある。

　法廷内の一定エリアを、無断で出るようなことをすれば。

　ましてや、法廷外に出たりすれば、せっかく得た優位の全てを失いかねない。

「ちょっと、捜してくるわ……またあとで会いましょう」

　ドリーにそう言うと、マリー・ヴィルは控室を出た。




　一方、その頃ころルートたちの控室――

「すまない……」

　深く、ただただ深く、ルートは頭を下げていた。

「主さま……」

　そして、暗い顔のスヴェンが、それを見ている。

「なぜ、あのようなことをおっしゃられたのです？」

　スヴェンは、いついかなる時も、たとえどんな状じよう況きようでも、ルートの味方をすると決めている。

　これは彼女の、己おのれの命よりも優先することだ。

　それでも、問わずにはいられなかった。

「あともう少しでした、ミロスラフはおそらく、あの女とその一派によって、〝革命家〟に仕立て上げられているだけです。公式の場でボロを出させれば、全て終わりました」

　それは、決して希望的観測ではない。

　スヴェンの、確信にも似た予測結果である。

「なのに、なぜ……なぜ、ミロスラフを助けるような真似まねをなさったのですか？」

「――！」

　スヴェンの問いかけに、ルートは目を見開き、顔を上げた。

「気づいてたのか……？」

「他に、理由が見つかりませんもの」

　はぁ、とスヴェンはため息をつく。

「マリー……いや、メイル弁護士の背後にいるのは、おそらく〝平和教〟と揶や揄ゆされる者たちだ……戦時中も、何度か目にしたし、耳にしたよ」

　平和と自由――それをお題目に、戦争継けい続ぞくを止めるべく、時に好戦派以上に過激な行こう為いに走った者たち。

　戦争を止めるためならば、自国に敵軍を引き込むことさえ、〝解放〟とのたまう。

「彼らは、鉄の結束の持ち主だ。裏切り者……いや、裏切り行為を働いたと判断した者に、容よう赦しやはない……」

　宗教において、時に邪じや教きよう徒とよりも異い端たん者しやのほうが苛か烈れつな殺され方をする。

　それは、邪教の徒は、「神の教えがわからぬ愚おろか者もの」だが、異端者は「神の教えを穢した冒ぼう涜とく者しや」となるからだ。

　なので、後者の方がより憎ぞう悪おを集める。

　思想においても、時に同様の事態となる。

「もしあそこで、スヴェンの追及に、ミロスラフが耐えきれなくなり、嘘をついていたことを認めれば……アイツは、裏切り者になる」

「いいじゃございませんか！　元々ただの小悪党、目先の利益目当てに、主さまを裏切ったのですよ！」

　追おい詰められて錯さく乱らんした果てに、自殺をしようとして、それを止めようとしたルートを撃うった上で、さらにこの有様である。

　スヴェンにとっては、可能なら自分が殺してやりたいくらいの相手だ。

「どうせ刑けい務む所しよに送られて終わりですわ。ほっとけばいいんです」

　彼女の「なんで？」という問いかけは、法廷内での「しゃべるな」という発言ではない。

　なぜ自分が不利益を被こうむってまで、助けたのだと、尋ねたのだ。

「多分、そんなことをすれば――」

「そうだったのかよ……」

　ルートが答えようとした時、扉とびらが開き、そこには男が立っていた。

　二人の会話の主役である、ミロスラフ本人だった。

「貴様、どの面さげてここに来た!!」

　顔を見た瞬しゆん間かん、スヴェンは怒鳴り、思わず首に手刀を差し込んでやろうかという構えを取る。

「スヴェン、ダメだ！」

「わ……わかっておりますわ……」

　ルートに言われるまでもなく、それはできないとは理解している。

　裁判所内で殺人は行えない。

　だが、そうでなければ、殺しても殺し足りない相手である。

「なんでここに来たんだ？　お前の立場が悪くなるぞ」

　だが、そんなミロスラフ相手でも、ルートは諭さとすように告げた。

「お、俺……なんとかって雑誌の記事のことなんて知らなくて……言うとおりにすれば、刑務所に入らなくてもいいようにしてやるって……そんで……」

　ガタガタと震ふるえながら、ミロスラフは言い訳を重ねる。

「すまねぇ、俺、こんなことになるなんて……思っても――」

「思ってもなかった？　想像力の欠片かけらもない、利用されているだけだと、気づきもしないのですわね」

　そんなミロスラフに、スヴェンは容赦はしない。

　彼が悪事を働き、さらに虚偽まで弄ろうしていることは、彼だけに原因があるのではないのかもしれない。

　社会や景気、世の中の不平等も、原因ではある。

　しかし、それと、無関係な他人を踏みつけていいかは、別問題だ。

「すまねぇ……」

　ミロスラフには、もうそれしか言えなかった。

「いいんだ。俺が勝手にやったことだよ」

　それでも、ルートはそんなミロスラフを、責めようとはしない。

「アンタ……なんでだよ！」

　それは庇かばわれたミロスラフ自身にさえ、声を上げさせるものだった。

「責めればいいじゃないか！　俺はただの小悪党だぞ？　守られるような価値はない。アンタ、自分がどうなってもいいのか！」

　聖人のように、自分を庇い続けるルートに、庇われてるはずのミロスラフが、説教じみた口調で怒鳴りつける。

「どの口が言いますの……」

　思わず、呆あきれた声を上げてしまうスヴェンだったが、ルートは、わずかに苦笑いにも似た顔で返した。

「俺は……俺がやりたいからやったんだよ」

　静かな、だが決意を込めた声で、ルートは答えた。

「あの夜も言っただろ？　お前は、俺の焼いたパンを、『うまい』って言ってくれた。俺は、俺のパンを『うまい』って言ってくれた人に、不幸になってほしくないだけなんだ」

「アンタ……」

「それが、俺にパン作りを教えてくれた、トッカーさんの口くち癖ぐせだったんだ」

　トッカー・メイル――マリー・ヴィルの祖父にして、ルートが、間接的とはいえ、殺してしまった、ラプチュリカの小さなパン屋『トッカーブロート』の店主。

「俺がパン屋をやっているのは、死なせちまった人たちへの罪つみ滅ほろぼしもある……だけど、昔トッカーさんが言ってた、この言葉が好きだったんだ」

　ラプチュリカの虐殺後、心が壊れ、死人も同然になっていた彼を救ったのが、トッカーの言葉だった。

　一時は自殺すら考えたが、それでは、何の解決にもならない。

　何百何千もの人を死なせておいて、その無数の生命を、自分の命一つと等価で交こう換かんできると思うなど、むしろ思い上がりである。

「俺は、俺の勝手な理由で、アンタに不幸になってほしくないだけなんだよ。だって……もう二度と、俺のパン食って『うまい』って言ってもらえなくなるだろ？」

「……………」

　語るルートの顔は、笑顔ではない、こわばっていて、無感情にも見える。

　ミロスラフが店を占せん拠きよした時の、「人殺しのような顔」そのままだ。

　だがこの時、ミロスラフには、一つの道を歩むことを決意した、求道者のそれに見えた。

「俺……決めたよ……本当のことを言う」

　その顔を見て、ミロスラフは言った。

「法廷が再開したら、すぐに言う。全部嘘だって、アンタはなんも悪くないって。俺を助けてくれたって……！」

「ホントですの？」

「ああ、俺にだって、プライドはある。ケチなチンピラだけど……！」

　問い返すスヴェンに、まっすぐな目で答える。

「人間として……やっちゃいけないことがあるってのは……わかる……」

　善悪ともに中ちゆう途と半はん端ぱな、だからこそ人にん間げん臭くさい男の下した決意だった。

「ダメだ。それはやっちゃいけない」

　だが、ルートはあえてそれを拒こばむ。

「な、なんでだよ……俺を信じられないのか!?」

「そうじゃない」

　問題は、そんなことではなかった。

「聞いていたんだろ？　お前の後ろにいる連中は、裏切りを許さない」

　平和と自由を信しん奉ぽうし、自分たちこそ正義だと信じ疑わぬ者たち。

　彼らは裏切り者を許さない。

　それは、彼らの思想信条を穢したということだけではない。

「もし自分たちを裏切った者を放置すれば、また新たに裏切る者が現れる。それを止めるためにも、裏切った者は絶対に始末される」

　戦時中、それこそルートはそんな者たちを何人も見てきた。

　ただでさえ人の生死が激しく、消息不明になる者も多かった時代。

　死亡者が百人でも、百一人でも、誤差で処理された時代。

　その頃に、粛しゆく清せいされた彼らの同志が何人いたことか。

「だ、大丈夫だよ……俺は有罪になって、ムショに入るんだ……そこでおとなしくしてりゃあ……」

「そうですわ、三年か五年か……それだけ壁かべの中にいれば、ほとぼりも冷めるでしょう」

　ミロスラフに続き、スヴェンも言うが、ルートは首を振ふる。

「連中の〝同志〟は、色んな所にいるんだ。刑務所の中……看守や、もしくは、そのためだけにわざと罪を犯おかし、一般の囚しゆう人じんに紛れて入ってくるかもしれない」

「それは……その……」

　そんなバカな――と言おうとして、ミロスラフは口を閉じる。

　マリー・ヴィルが言っていたのだ。

　ルートと同じく、「〝色んな所に〟いる」と――

「お前の気持ちはありがたいよ、すごく嬉うれしい。でも、今は動くんじゃない。そのまま、じっとして、なにもするな。事態が解決するまで逆らわずにいるんだ」

　そうすれば、用済みになり、始末することすら無む駄だと判断されれば、彼らはほっておいてもミロスラフから離はなれていくだろう。

「じゃあ……アンタ…どうすんだよ……」

「なんとか……するさ」

　そう言って、ルートは無む理り矢や理り、笑顔を作る。

「そうか……」

　あの夜は、殺さつ人じん鬼きの笑顔だと恐おそれたミロスラフであったが、この時はなぜか、彼の真意が伝わった。

　根こん拠きよはないが、あきらめない――







　そして、再び法廷は始まる。

　おそらく、今日ここで、全てが決まる。

　絶対的不利な状況からのスタートに、スヴェンは短い時間で、打開策をシミュレートするが、どれも低確率のものばかり。

　いっそ法廷内の全員を皆みな殺ごろしにでもしてやったほうが、まだしも道が拓ひらけるという状況であった。

（さて……どういたしましょうか……）

　出しゆつ廷ていするマリー・ヴィルが、処しよ刑けい執しつ行こう人に見え――

「ん？」

　現れたマリー・ヴィルの顔を見て、スヴェンは、なにか違い和わ感かんを覚えた。

（なんで、震えているのかしら、あの方……それに……？）

　マリー・ヴィルの目が、赤かった。

　まるで、今さっきまで泣きじゃくっていた、赤子のようである。

「それでは、審しん議ぎを開始します」

　裁判長が、開かい廷ていを宣言する。

「裁判長、質問があります」

　手を挙げたのはマリー・ヴィルであった。

「ルート・ランガート氏に、質問があります」

「認めます」

　裁判長からの許可を得て、マリー・ヴィルは一歩前に出る。

　なにを質問してくるか、構えるスヴェン。

　なんとか耐えきって、話を逸そらし、状況が好転するまで時間を稼かせぐ――

　結局思いついたのはそんなことくらいだった。

「あなたは、元軍人ですね？」

「はい」

　マリー・ヴィルの質問に、ルートは応じる。

「虐ぎやく殺さつ作戦のあるなしにかかわらず、あなたは、戦場で多くの人を殺あやめた、それは事実……だからあなたは、英えい雄ゆうなどと呼ばれた」

　英雄とは、最も効率的に人を殺せた者の別べつ称しよう――そんなふうに皮肉った言葉もある。

　汚れ仕事を手て掛がけた特務の時代を除いても、ルートはやはり、多くの人間を殺めたことには、間違いない。

「もしも………もしも………その、あなたが殺した人の、親しい人が、あなたを殺そうとしたら、どうしますか？」

　マリー・ヴィルの、氷のように冷たかったはずの声に、わずかに、熱が帯び始めていた。
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「わかりません……以前は、その時が来たら受け入れるしかないかと思っていました。でも……」

　ふと、ルートはスヴェンに視線を向けた。

「こんな俺でも、生きていることを願ってくれている人たちがいる……俺は、多分、俺の勝手な判断で、死ぬことを選ぶ権利もないと思う……」

「そう、じゃあ……」

　ルートの返答を耳に入れて後、マリー・ヴィルは、少し考えるように、口を止めた。

「じゃあ、殺されたとしたら、どうしますか？」

「それは……」

　マリー・ヴィルは、じっとルートを見つめていた。

　ルートも、その目を見つめ返す。

　八年と少し前まで、いつも笑顔を向けあっていた少年と少女は、ともに笑顔を失い、今この場で互たがいに相対していた。

「〝恨うらむな〟、と言います。俺に生きてくれと願ってくれた人たちに……言える時間があるかどうかは、わからないけど……」

「………………………」

「きっと、その人は、とても苦しんだはずだから……苦しんでしまうはずだから……だから……」

　それは、ルートの嘘うそ偽いつわらざる本音だった。

　失い、悲しみ、苦しみ、誰かを殺さなければ生きられなくなった人間。

　そんな人をたくさん見てきたし、彼かれもまたそんな人間の一人だったからだ。

「そう、わかりました。ありがとう、ルート」

「…………？」

　マリー・ヴィルの質問が終わったことに、ルートは戸惑う。

（なにを……考えてますの……？）

　そしてまた、スヴェンはルート以上に戸惑う。

　てっきり、先の一幕を利用し、これでもかと攻こう撃げきしてくると思った相手が、なにやら意味不明な問いかけをしたと思ったら、引き下がってしまった。

「裁判長、新たな証人をここに呼びたいと思います」

　そんな二人の困こん惑わくを無視して、マリー・ヴィルはさらに裁判長に申しん請せいする。

「証人の届け出は、受け取っていませんが？」

　裁判においては、細かな手続きがある。

　証人然しかり、証しよう拠こ然り、事前に提出手続きを行うものである。

「審議の流れ上、あらたに話を聞くべき相手だと判断しました」

「それは、誰ですか？」

「今回の裁判の、論点となっている、『週刊グローバルニュース』の記事を執しつ筆ぴつした、ドリー・アナスタシア記者です」

「なんと？」

「本日、彼女はこの法廷の傍聴人として参加しています」

　法廷内にざわめきが走る。

　ここに、件の記事の執筆者がいることを誰も知らなかったのだ。

「誰だ」「どこだ」と、声が上がる。

　その視線は徐じよ々じよに、一つに集まっていく。

　傍聴席の椅い子すの列、その後部に座すわり、見み世せ物ものを楽しむように座っていた女に。

「なにを……!?」

　突如自分に水が向けられたことに、ドリー・アナスタシアはうろたえ、顔を青ざめさせている。

「こちらにお願いします。ドリー」

「ま、待ちなさい！　私は、ただの傍聴人よ！　裁判に出る謂いわれはないわ！」

「一つだけ、聞きたいことがあるだけです」

　必死で拒もうとするドリーだったが、マリー・ヴィルは引き下がらない。

　それどころか、周りの視線が徐々に疑念をはらんでいく。

　真実の報道者を肩かた書がきにしている者が、まるで「聞かれては困ることがある」ようにうろたえているのだ。

「なんだ……アイツ……」

「行けばいいだろう、もう勝ち負けは決まったようなモンなんだし」

　傍聴席の記者たちから、不ふ審しんげな声が漏もれ始める。

「うぐっ………」

　このまま拒み続ければ、広い業界ではない、痛くもない腹を探さぐられ、本当に痛い所に手を伸のばされかねない。

「わかりました……」

　やむを得ず、ドリーは証人席に立った。

「ドリー・アナスタシアさん、この記事を書いたのは、あなたですね？」

『週刊グローバルニュース』を手に取り、マリー・ヴィルは尋ねる。

「ええそうよ、綿密な取材と、当事者からの証言を元に、私が書いたわ。言っておくけど、ニュースソースはあかせないわよ。守秘義務があるから」

「聞かれたことのみ答えてください」

　古来より、やましいところがある者ほど多弁になる。

　まさにそれを地で行っていたドリーに、マリー・ヴィルは冷たく告げる。

「なによ……」

　仲間と思っていた相手の冷れい淡たんな態度に、ドリーは戸惑うが、マリー・ヴィルは容赦なく、肝かん心じんの質問をする。

「この記事の中にある、ワイルティア軍による虐殺作戦は５月と記されていますが……その、何日ですか？」

「え……!?」

　問われ、ドリーの目が泳ぐ。

　この記事は捏造以前の、彼女の妄もう想そうの産物である。

　それがたまたま、現実と一致しただけ。

　ドリーが、ラプチュリカ殲せん滅めつ作戦の、正確な日付を知っているわけがない。

　５月と曖あい昧まいな記し方をしたのも、その時期にちょうど、ワイルティア軍の大規模な移動が記録されており、そこからの当て推量でしかない。

「ご……５月の……」

「５月の？」

　惑まどうドリーに、マリー・ヴィルは下がらない。

　答えなければならない。もし答えなければ、全すべてが終わると、見えない銃じゆう口こうを向けられているかのような状態だった。

「６日よ、５月の６日！」

　それでも、なんとか彼かの女じよは返答する。

　記憶にある大規模な軍の移動は５月上じよう旬じゆんだった。

　６日ならば、前後一週間くらい、誤差としてすっとぼけることができると考えた――要は、当てずっぽうである。

「６日でしたか、なるほど………では……残念ですが、この記事は間ま違ちがいですね」

「なっ――!?」

　氷のナイフのような冷たい一言を返され、ドリーの顔がこわばる。

「５月６日に、ルート・ランガート氏は、メーベンにいました」

　メーベンとは、ラプチュリカの隣となり町まち……とはいえ、ボルノーツという大河を挟んで、かなり距きよ離りを空けた隣にある街である。

　橋もかかっていないため、移動には、渡わたし船ぶねを使用する。

「ボルノーツ大河は、その日昼からの大雨で増水……渡し船は使えず、ランガート氏は、メーベンに宿しゆく泊はくしていました」

「そ……そんな証人………どこにいるのよ！」

　マスコミ関係者にとって、虚きよ報ほうは当然、誤報などと同様、命取りとなる。

　少なくとも、彼女の願いである本国帰還を妨さまたげるものであるのは違ちがいない。

「ここにいるわ」

　言うや、マリー・ヴィルは、今度はルートの側を向く。

「ルート・ランガートさん、あなたは、軍に入隊する前に、パン屋の下働きをしていましたね？」

「え……？」

　問われたルートは戸惑いの声を上げる。

　それは、公式の上での、ルートの経歴である。

　マリー・ヴィルは知っているはずだ。その時にはすでに、ルートは軍に所属していたことも。

「私は、彼が下働きをしていたパン屋の主の孫まご娘むすめなんです。その日のことはよく覚えています。祖父は、小麦の買い付けにメーベンに向かったものの、川の増水に遭そう遇ぐうし、しかたなく一泊ぱく、酒場にて深酒をし、同行していたそこのルート・ランガート氏に背せ負おわれ、宿屋に戻もどった」

「マリー……君は……？」

　ルートにはわけがわからなかった。

　なぜいきなり、マリー・ヴィルはこんなことを言うのか。

　こんな、まるで、ルートを助けるようなことを。

「待て！　それはつまり、アンタはその男と親しかったってことじゃないのか、そんな証言無効だ！　客観性がない！」

　声を上げたのは、それまでずっと黙だまっていたタグキンダー、本来ならルートの味方になるはずの、検察官であった。

「あなた、なにを言ってますの！」

　声を上げるスヴェン。

　敵の弁護士が味方をする証言をしたと思ったら、味方の検察官がそれを否定するなど、あべこべにもほどある。

「うるさい！」

　だが、タグキンダーの声に、昨夜見せた温和さは欠片もない。

　あからさまな、そしてなりふり構わない敵意をもって睨み返かえしてきた。

「なるほど……そういうことでしたのね……」

　ようやく、スヴェンも、この法ほう廷ていに、最初から味方がいなかったこと――タグキンダーが〝平和教〟のシンパであることを悟さとった。

「メイル弁護士！　アンタ、その男と旧知の仲だなんて、言わなかったぞ！　これは偽ぎ証しようだ！　裁判の冒ぼう涜とくだ！」

　なおも喚わめき散ちらすタグキンダーに、マリー・ヴィルは刺さすような視線を返す。

「あなたは何か勘かん違ちがいしていませんか？　私は、ルート・ランガート氏とは旧知の間柄ですが、〝証人〟と、被ひ告こく弁護人が知ち己きだからと言って、何か問題でも？」

「うっ……!?」

　ぐうの音も出させない返答であった。

　さながら罪人のように詮せん議ぎを受けていたルートだが、彼はあくまで〝証人〟として法廷にいるに過ぎない。

　その彼と知り合いであることは、何の問題もない。

　自分たちで仕し掛かけた罠わなに、自分たちで引っかかった形だった。

「そうか……わかったぞ、メイル弁護士……！」

　だが、タグキンダーはなおもあきらめない。

「アンタ、ルート・ランガートの女なんだろ！　だから、そいつが不利になるような証言をさせまいと、こんな茶番をしかけたんだろうが！」

　挙句に、下げ卑びた追及を始めた。

「そうなのね！　ワイルティアの悪行を世に問おうとしている私をこんな目に遭わせたのも、それが理由なの？　汚けがらわしい！　正義にもとると思わないの！」

　さらに、ドリーもまた、それに追従する。

「正義……？」

　しかし、マリー・ヴィルの冷たい眼まな差ざしは揺ゆるがない。

　むしろ、冷気を増し、近づく全てを凍こおりつかせんばかりに激しく睨にらみ返す。

「そんな言葉をお題目にした連中に、私は故郷を滅ほろぼされたわ」

　言いながら、マリー・ヴィルは、上着を脱ぬぐと、シャツのボタンに手をかける。

「確かに私は、ルート・ランガートとは馴な染じみよ。でもね、私が彼の女？　私が、彼を愛する……そんなわけ、ないじゃない……」

「マリー!?　なにを！」

　突とつ如じよ服を脱ぎだしたマリー・ヴィルに、ルートは声を上げた。

「見なさい！」

　マリー・ヴィルはシャツを脱ぎ、上半身下着だけの姿となる。

　客観的に見ても、美人と言って差さし支つかえない彼女の半はん裸ら姿、傍聴席にいた男どもは、興奮の声を上げ――――なかった。

「うっ………！」

　それどころか、皆みな一様に息を呑のみ、言葉を失った。

　彼女の背中は、まるで大きな怪かい物ぶつに踏ふみつけにされたように、醜みにくくただれていた。

「私の故郷は、ワイルティア軍の侵しん攻こうで戦場となり、街は火の海になったわ。私の家も砲ほう撃げきで砕くだけ散ちり……たまたま外出していたから、即そく死しは免まぬがれた。でも……」

　逃にげ惑う彼女は、崩くずれる家屋の下した敷じきになった。

　それでも、生き延びたのは幸運だったかもしれない。

　ただし、鉄の柱の下敷きになったのでなければ。

　動けず、這はい出すことも出来ない中、燃え盛る炎ほのおは、鉄の柱を焼いた。

　熱は伝わり、彼女の体を焼く。

　血が出るほど泣なき叫さけんだ。爪つめが剥はがれるほど地面をもがいた。

　だが抜ぬけ出すことはできず、彼女は耐たえ難がたき苦しみをただ与あたえられ続けた。

　彼女が救出されたのは、下敷きになって三日後のことであった――

「私は、ワイルティアを恨んでいる。ワイルティア軍を憎にくんでいる。それだけは間違いのない事実よ」

　しん……と静まり返った法廷。

　あれだけやかましかったタグキンダーもドリーも、何も言えず固まっている。

「その私が、ルート・ランガートを愛する？　そんなわけないじゃない。私は、憎くて憎くて、しょうがないのよ」

　その中で、マリー・ヴィルは放ほうり投なげたシャツを拾い、再び身にまとう。

　そして、ゆっくりとルートに迫せまる。

「だからねルート……私はあなたを地じ獄ごくに叩たたき落とす。ほんのわずかでも、あなたが言い訳できないように。『ダマされた』とか『ハメられた』とか言わせない。あなた自身が、あなたの罪を悔くやみ、後こう悔かいと屈くつ辱じよくの中に落とす。それが私の求めるものなのよ！」

　互いの息が当たらんところにまで顔を近づけ、マリー・ヴィルは宣言する。

「だから、あなたをこんな形で裁かせてなんてあげない……あなたはもっと、絶望の中でもがかせてみせる……だから――」

　そこまで告げたところで、マリー・ヴィルは大きく息を吐はき、そして息を吸った。

　彼女の、理性を取とり戻す時の儀ぎ式しきである。

「だから、今日のところはこれでけっこうです。ご苦労様でした、ルート・ランガートさん」

　感情を無む理り矢や理り抑えつけた、極きわめて理性的な声で、彼女は告げた。

　それは、戦せん闘とう終しゆう了りようの宣言。

　ルートは国家が隠いん匿とくした虐殺作戦に関かん与よした者ではなく、一事件の証人として、その役割を終えたという宣言であった。

「裁判長……そういうわけですので、今回の裁判において、この『週刊グローバルニュース』の記事は信しん憑ぴよう性せいにかけたものであり、証拠足り得ないと結論します。あらたな審議を要求します」

「なるほど……わかりました」

　全てを見届けた裁判長が、静かに頷うなずく。

「今法廷は、最初から先入観を排はいして、考える必要がありますね。ただし……」

　そこで、ちらりと、裁判長はタグキンダーの方を向く。

「検察官は、別の者に変えたほうがいいかもしれないですね」

「そんな……」

　がっくりと、絶望この上ない顔で、タグキンダーはその場にくずおれた。







　その後の、諸もろ々もろについての顛てん末まつを語ろう――

　ミロスラフの裁判は、改めて仕切り直される。

　今度は政治犯ではなく、一いつ般ぱん犯罪者としてである。

　彼のそれまでの言動は、偽ぎ証しよう罪ざいに相当するものであったが、そもそも銀行強ごう盗とうがテロリストの共犯行為であることを知らず、逃とう亡ぼう、もしくは官憲への密告を行えば、報復をされる恐れがあり、彼もまたなかば強制されて犯行に加わったことから、罪は大おお幅はばに減じられた。

　さらに、トッカーブロート立てこもり事件も、自ら死を選ぶほどの錯乱状態であったこと、さらに、その状態でも、人ひと質じちに暴力を振るわなかったことから、かなりの情状が酌しやく量りようされた。

　この弁護もまた、マリー・ヴィルが行い、彼の減げん刑けいに貢こう献けんした。

　判決が下された時、ミロスラフはただ静かに一礼し、その罪を受け入れ、裁判は終しゆう了りようする。

　これで、全ては終わった。

　終わった、はずだった――







第七章「マルグリット」







　ミロスラフに関する裁判の諸々が終わった、その夜――

　ペルフェの中央官庁街から、わずかに離れたところにある貸事務所。

　短期滞たい在ざいのビジネスマンなどが利用するそこに、荷物をまとめ引ひき払はらおうとしているマリー・ヴィルがいた。

「ふぅ………」

　不要な書類のうち、重要度の低いものはまとめてゴミ箱につっこみ、外部に漏らせないものは暖だん炉ろの中に入れて火にくべた。

　保管の必要なものは、鍵かぎ付きのケースに入れ、トランクの中にしまう。

　下手に助手を雇やとっても無駄なだけと考える彼女は、全ての始末を自分一人で行い、一日かかって、ようやく立ち去る準備を終え、文字どおり一息をついた。

「なにしに来たんだか……私は」

　捏造記事を利用し、ルートを踏み台だいとして、故郷で起こった惨さん劇げきを世に認めさせる――それが彼女の目的であり、そのために海を越えてペルフェにまでやってきた。

　だが、その思いは、くじかれる。

　ミロスラフを捜し、行き着いた先が、ルートたちの控ひかえ室しつ。

　そこでの、ルートとミロスラフの会話を聞いてしまったのだ。

「なんで……アイツ……おじいちゃんの言葉をまだ覚えているのよ……！」

　自分のパンを「うまい」と言ってくれた人に、幸せになって欲ほしい。

　それは、彼女の祖父の口癖であった。

　それを聞いて、思い出してしまったのだ。

　もう一つの、祖父が自分に遺のこした言葉を……。

「なんでアイツ……同じことを……」

　ポツリとつぶやいたところで、ガタガタと、けたたましい足音が聞こえる。

「やっぱり……来たわね……簡単には帰してくれないか……」

　はぁと、マリー・ヴィルがため息を吐いた後、貸事務所の扉とびらが蹴け破やぶられる。

「どうしたのマリー……どこに行くつもり？」

　現れたのは、ドリー・アナスタシア――だが、一人ではない。

　後ろには、目つきの悪そうな、ガタイのいい男たちを、数人従えている。

　その中には、オーガンベルツで、ルートのパンを踏みにじった男もいた。

「帰るのよ、グレーテンに。もう裁判は終わったから、ここに用はないわ」

「ふざけてんじゃないわよ！　逃がすと思ってんの！」

　冷静な顔で答えるマリー・ヴィルに、ドリーはヒステリックに怒ど鳴なりつけた。

「アンタのせいで……アタシは社をクビになったのよ！　『捏造記事を書いた三流記者』の烙らく印いんを押おされてね！」

「そうなの、それは残念ね」

　件の裁判の後、ドリーは、簡単に言えば『週刊グローバルニュース』から、見捨てられた。

　あの記事は、彼女が独断で書いたものであり、当社の意思を反映したものではないと、宣言される。

　それだけではない。

　正規の所属であった彼女は、書類を改ざんされ、「臨時契けい約やくで雇った外部記者」とされた。

　そして、ことが公おおやけになった翌日に、「たまたま」契約期間が満まん了りようとなり、更こう新しんはされず、そのまま解かい雇こされた。

　どれだけ反論しても、彼女の言葉を聞く者はいない。

　巻き込まれるのが怖こわいからだ。

　虚報で他人を陥おとしいれ、手て柄がらにしようとした女は、自ら虚報に呑み込まれ、全てを失った。

「それで、何の用？　見送りに来てくれたの？　後ろの彼らは、引ひつ越こしの手伝い？　そんな大して荷物はないから、帰ってもらっていいわよ」

　そんなわけないのは、マリー・ヴィルもわかっている。

　彼女が来たのは、そして彼女が連れている男たちは、制裁のために来たのだ。

　裏切り者の自分を、見せしめとしてなるたけ惨むごたらしく殺すため。

〝平和教〟は、裏切り者を許さない。

　こうなることはわかっていた。

「私を、どうするつもり？」

「そうね、この近くに、そこそこ深い川があるわ。きったないドブ川なんだけど、そこに沈しずんでもらう」

「そう」

「ただその前に、生きたまま後悔してもらうわ。やり方は彼らに任せる」

　マリー・ヴィルの問いに、ドリーは酷こく薄はくな笑えみを浮うかべたまま、背後の男たちを示す。

「ひひひ……」

　舌なめずりをしつつ、男たちは笑う。

　楽しそうな、とても楽しそうな笑え顔がおだった。

「なるほどね……」

　自分が思っていたよりも、もう少し、最低で、下げ劣れつな目に遭あうことがわかった。

　こんなことなら、もっと早く逃げ出していればよかったのだが、ミロスラフの裁判を最後まで面めん倒どう見てからでなければ帰れないと思ったのだ。

（これが……報むくいか……）

　反権力を訴うつたえ、そのためにあらゆる手段を用いてきた。

　しかし、個人の力では、国家という組織には対たい抗こうしきれなかった。

　だから、彼らの力を借りた。

「ドリー……一つだけ言っていいかしら？」

　おそらくもう避さけられない運命なら、せめて言いたいことを言ってから死のうと、マリー・ヴィルは開き直りにも近い覚かく悟ごをする。

「目的のためなら手段は選ばない――そんな方法は、長くは続かないわよ」

「はぁ？　なによいきなり？」

「そんな方法は、誰だれだってやるの……手段を選ぶ人間なんて、実は少数なのよ。誰だってそんなこと、当たり前のようにやっている」

　正義だの平和だの掲かかげ、自己の蛮ばん行こうを正当化する者など、いくらでもいる。

　独裁者も革命家も、皆同じ言葉を使い、拳こぶしを振り上げ、命を奪うばう。

「手段を選ばなきゃいけなかったのよ……たとえそれがどれだけ困難な道でも、己の生き方を間違えたくないと思うのならば、その上で、目的を果たさなきゃ……」

　ぐっと、マリー・ヴィルは拳を握にぎりしめた。

「それじゃ私たちは、あれだけ憎んだ、ワイルティアと同じじゃないの……」

　目的のためなら手段は選ばない者たちに、本当の意味で勝利するには、手段を選んで目的を果たさなければならない。

　自らに一いつ切さい後ろめたいものはない。その誇ほこりが、なによりも強い力となる。

　そうでなければ、一度は勝利できたとしても、その土台は脆ぜい弱じやくであり、すぐに崩される。

　自分たちと同じように、「目的のためなら、手段を選ばない者たち」に――

　それは、この数日のあいだで、彼女が実感したこと。

　そして、祖父が彼女に遺したもう一つの言葉の真意でもあった。

「よくわかったわ」

　だが、言葉とは裏腹に、ドリーの顔には、彼女の言葉を理解した色は、欠片かけらもなかった。

「よくわかったから、さっさと死ね」

　反論や異論など聞きはしない。

　なぜなら自分たちが正義だから。

　正義に歯向かう者は悪であり、どんな酷ひどい目にあっても自じ業ごう自じ得とく。

　ゆえに、なにをしてもかまわない。

「好きにしていいわよ」

　ドリーの許しを得て、男たちが前に出る。

「殺すのは私がするから、それ以外は何でもしていいわ。あ、でも……その女、背中が気持ち悪くなってるから、気をつけてね」

　他者の悲劇による癒いえぬ傷すらも、ドリーは笑える。

　なぜなら自分は正義であり、自分に歯向かった者にはなにをしてもいいのだから。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ、見ねぇようにしますから」

　男たちは笑う。この上なく、下卑た笑顔で。

（自害用の毒薬くらい……用意しておくべきだったわね……）

　不思議と、マリー・ヴィルは冷静だった。

　地獄ならば何度も見てきた、それが一つ増えるだけ。

　ドリーやこの男たちができる苦痛など、あのラプチュリカで味わった地獄の万分の一程度であろう。

　ただ、こんな連中の娯ご楽らくに成り下がるのは、口くち惜おしかった。

「失礼いたしまーす」

「――――!?」

　事務所の入り口、すでに破られた扉の陰かげから、女の声がした。

「誰よ！　今取り込み中よ！」

　奇き声せいにも近い声で、ドリーは怒鳴りつけた。

　自分たちは正義！と主張しながらも、リンチの現場を見られるのはマズいと思っている。

　その段階で十分に矛む盾じゆんした行動なのだが、それに気づくことはない。

　それどころか、脅おどして黙らせようと、彼女は懐ふところに隠かくしていたナイフを取り出し、入り口に向かう。

「え～っとでございますね。こちらにおられる、マリー・ヴィル・メイルさんにお届け物でございますわ」

　しかし、入り口陰に立つ女は、そんな室内の険悪な空気など知らぬとばかりに、緊きん張ちよう感のない声で告げる。

「届け物ぉ？　なによ！」

　そして、苛いら立だった声でドリーが入り口に近づいた瞬しゆん間かん、鈍にぶい音が響ひびく。

「ぎおぶっ!?」

　不細工な声を上げ、ドリーは飛んだ。

　血しぶきと折れた歯を撒まき散らしながら、入り口の反対方向、マリー・ヴィルの後ろの壁かべにまで飛び、そこに叩きつけられ、そのまま気絶する。

「Guten Abendこんばんは……でございますわ。トッカーブロートの焼き立てパンのデリバリーサービスでございま～す」

　現れたのは、片手にバスケットを下げた、銀色の髪かみに赤い瞳ひとみの美少女――トッカーブロートのウェイトレス、スヴェンであった。

「な……!?」

　拳についた返り血を、笑顔で拭ふき取る彼女を見て、マリー・ヴィルは驚おどろく。

　彼女の拳のすさまじい威い力りよくに驚いたのではない。

　法廷内で、長机を片手で持ち上げたほどの常識外の膂りよ力りよくを見せたのだ、そんな力をこんな少女が持っているのは驚きだが、その彼女ならこれくらいできてもおかしくない。

　驚いたのはそんなことではない。

　なぜ、ルート・ランガートの忠実な下僕しもべを標ひよう榜ぼうする者が、ここに現れるのか――ということであった。

「テメェ、なにもんだゴラァ!!」

　火が付いたように怒ど声せいを上げる男たちだったが、わずかに動きが遅おそかった。

　なにせ、マリー・ヴィルを使って「遊ぶ」ために、ある者はベルトを外し、ある者はズボンを脱ぎかけ、ある者にいたってはもう下半身は下着姿だったのだ。

「ふんっ……」

　そして、そんな愚おろか者ものどものマヌケな姿を、スヴェンは見み逃のがしはしなかった。

　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめると、素す早ばやく蹴けりを放つ。

「ぐぎぃっ!?」

「ひぶっ！」

　悲痛な叫びを上げて、その場に倒たおれ、泡あわを吹ふく男たち。

　ただ蹴りを放ったのではない、彼らの隙すきだらけとなった、急所――股こ間かんを蹴りつけた。

　ドラム缶かんでもひしゃげさせるほどの彼女の脚きやく力りよくで、である。

「ひ……ひじゅ……ひべべ……」

　その痛みは凄すさまじく、倒れて気絶した後も、白目を剥むき、痙けい攣れんしている。

　きっちりと〝二つとも〟潰つぶしておいたので、もう男としては一生使いものにならないだろう。

「さてと……」

　瞬またたく間まに片を付けたスヴェンは、今度はマリー・ヴィルに目を向ける。

「逃げますわよ」

「え、なにを……どこに……？」

　戸と惑まどう彼女に、やや苛立った口調でスヴェンは言う。

「駅ですわ。今なら、最終列車の時間に間に合います」

　それに乗れば、夜明けまでに港町アローズまで行くことができる。

　アローズに着けば、グレーテン行きの船にも乗れよう。

「元はハウゲンの民たみでも、今のあなたはグレーテンに籍せきを置いている。そこまで逃げれば、この連中も手出しはしづらいはずですわ」

　だからこそ、ドリーも、彼女が帰国する前に、粛しゆく清せいを行おうと現れたのだ。

「さ、行きますわよ」

　そう言うと、スヴェンはマリー・ヴィルの手を取って、貸事務所を出た。







　三十分ほど後――スヴェンとマリー・ヴィルは、ポナパラスの中央ステーションに到とう着ちやくしていた。

「あ……あなた……足速すぎ……！」

　まさに人外の健けん脚きやくを以もつて、半ば引きずるようにここまで連れてきたスヴェンに、マリー・ヴィルは荒あらい息を吐きつつ言う。

「なんで……あなた、助けに来たの？　っていうか、なんでまだポナパラスにいたのよ」

　ミロスラフの裁判において、ルートたちの出番は終わった。

　もう彼かれらは、オーガンベルツに帰っていると思っていた。

　汽車が来るまでまだ時間がある。

　その間に、それだけは聞いておきたかったのだ。

「主さまの、ご命令ですわ」

「ルートの……？」

「ええ、このようなことになると、予想されていたので」

〝平和教〟は裏切り者を許さない。それはルートもよく知っていた。

　先日の裁判で、真実を明らかにしたことで、彼らの怒いかりを買った彼女に、遠からず報復が行われるであろうことは、火を見るより明らかだった。

「そう、それであなたを送りつけたのね……フン、女に行かせるだなんて、姑こ息そくな男！」

「違いますわ」

　吐き捨すてるように言うマリー・ヴィルに、スヴェンは冷静な顔で答える。

「わたくしが言いましたの。主さまより、わたくしのほうが強うございますので」

「ハッキリ言うのね……」

　だが、事実である。人間型猟兵機であるスヴェンの戦せん闘とう力りよくは、たとえ相手が完全武装の兵士でも、五角以上に渡り合あえる。

「それに、今の主さまでは、万が一がありかねません。あのお方は、敵ですら御ご慈じ悲ひを向けますので」

「そうだったわね……」

　店に立てこもったミロスラフにすら、命を助けようとして自分が病院送りになった男である。

　たとえ悪漢が相手でも、慈じ悲ひをかけ、隙を作り、負傷しかねない。

　スヴェンはそれを何より恐おそれたのだ。

　だが、他にも理由はあった――色々と、彼女には聞きたいことがあったのだ。

「なぜ……あんなことをしたのです？」

　問いかけるスヴェンに、マリー・ヴィルは、一回、二回と、返答しようとして、そのたびに口ごもった。

　答えられないわけではない。答えたくないわけではない。

　ただ、自分でも、どれが正しい答えなのか、わからなくなっていたからだ。

　でもただ一つ、間違いなく確かな理由がある。

　それは――

「おじいちゃんの遺ゆい言ごんだからよ」

「おじいちゃん……トッカー・メイル氏ですか？」

　マリー・ヴィルの祖父、ルートのパン職人としての師し匠しよう、そして、ラプチュリカにあったパン屋「トッカーブロート」の店主だった男。

　ラプチュリカの惨劇で、遺体すら残らぬ死に方をした男………。

「おじいちゃんの、手記に書いてあったのよ……」

　トッカー氏は、いつもマリー・ヴィルに隠れて、夜中にこっそり、地下の小麦倉で、なにか書き物をしていた。

　それを思い出した彼女は、戦火に焼き尽つくされ、跡あと形かたもなくなったはずのトッカーブロートの跡あと地ちを血ち眼まなこで掘ほり返し、その手記を見つけ出す。

「それは……日記……いえ、告白の手記だったわ。おじいちゃんね、元兵隊だったの……」

　エウロペア大戦では中立を宣言したハウゲンだったが、戦争をしてこなかったわけではない。

　二十年前、大戦勃ぼつ発ぱつの直前起こった、ハウゲン紛ふん争そうに参戦していた。

　国内の、ワイルティア親派と、ワイルティアの敵国フィルバーヌ親派による内戦。

　同じ国の民同士の、殺し合い。

「おじいちゃんね、そこでたくさん人を殺したって書いてたわ。敵兵だけじゃなく、民間人も……」

　紛争の理由は、どちらも「ハウゲンのこれからの平和のため」だった。

　平和のために戦争が起き、互たがいに自分たちが正しいと信じ、殺し合った。

「おじいちゃんは、親フィルバーヌ派だった。親ワイルティア派は売ばい国こく奴どだと信じ、だから非戦せん闘とう員でも殺すことに躊ちゆう躇ちよしなかったそうよ。殺せば殺すだけ、祖国のためになると思ったって……でも、そうやって内ゲバを続けて、戦いが終わった後、待ってたものは、悲ひ惨さんだったそうよ」

「なにが……あったのですが……？」

「自分の故郷がね、同じように、親ワイルティア派の襲しゆう撃げきで壊かい滅めつしていて、妻も子も、みんな殺されていた」

「―――!?」

「そこで気づいたそうよ。正義と悪の戦争なんてない。正義と、また別の正義が争い合うだけだって。そして……そんな戦いは、何も変えないって……」

　トッカー氏の感じたことは、奇くしくもハウゲンのその後の行方ゆくえを暗示していた。

　結局、政府はどっちつかずの中立を宣言するも、エウロペア大戦と同時に、当時有利であったフィルバーヌに偏かたよる。

　だが、国際情勢において、貫つらぬけなかった中立は、どっちつかずのコウモリ野や郎ろうと同義に捉とらえられる。

　消極的な同盟を組み、ロクな支し援えんも受けられないままワイルティアを敵に回し、かの国は蹂じゆう躙りんされる。

　身内で争い、味方も作れず、敵だけ作った果てに、国土は荒あれ果はて、焦しよう土どと化した。

「私は……戦災孤こ児じだったのよ。っていうか、捨て子ね。生まれてすぐに捨てられて、両親の顔は覚えていない」

「そのあなたを、トッカー氏が引き取り、孫としてお育てになったのですか……？」

「そうね、私も、おじいちゃんの手記で知ったわ」

　街が滅び、家族を失い、心と体に消えぬ傷を負った少女には、つらい事実であった。

「おじいちゃんにとっては、償つぐないの気持ちだったのかもしれない……」

　生まれたばかりのマリー・ヴィルには、何の責任もない。

　なのに、彼かの女じよの前にあったのは、ボロボロの世界。

　一人の大人として、紛争に参加した者として、せめて一人でも救いたかったのだろう。

「でもね、その手記の最初のページに書かれていたのよ……『自分はろくな死に方をしないだろう。だがそれでも、もし自分なんかを愛してくれている者がいたならば、どうか、相手を恨うらまないでやってくれ』って」

「それは……あなたが……」

「ええ」

　裁判の場で、マリー・ヴィルの質問に、ルートが答えたのと、同じ内容である。

「最後も同じだったわ。『その相手も、きっと苦しみ、そして苦しむだろう。だから、せめて恨まないでやってくれ』と」

「……………」

「もしかしておじちゃんは、ルートの正体に気づいていたのかもしれない」

　パン屋の下働きを装よそおい、街に入り込んでいたワイルティアの特務兵であったルート。

　いつの日か彼の行動が、直接的か間接的か、自分を害するものになると感じていた。

　それでも、彼はルートを「ただの少年」として接した。

　ルート自身も、失ってから気づいた、自分やマリーへの、家族としての親愛の心に、気づいていたのかもしれない。

「だから、恨むなって書き残したのかもしれないわ。いつかアイツが、自分のしたことを悔やみ、苦しんでくれると信じてたから」

　誰かを傷つけ、誰かを苦しめ、誰かを殺あやめ、にもかかわらず、大義名分に自己を浸ひたし、痛みも覚えないような、救いのない人間になどなるはずがないと、最後までトッカー氏はルートを信じてくれたのだろう。

「それであなたは、主さまを助けた……」

「まぁね……『恨むな』って言ったおじいちゃんを殺された恨みを、ぶつけることはできない。それだけよ。でも、それを決めた時、見えたものがあった」

　それが、ドリーに告げた。「手段を選んで成なし遂とげる」であった。

「自分でもなにやってるかわかんないのよ、あんなことしたら、こんなことになるだなんて、わかってたのに……でも、あそこで、なりふり構わずルートを追おい詰めれば、私はもう、おじちゃんの孫として胸を張れなくなる……それが、一番怖かったの」

　駅の片かた隅すみにあるベンチに腰こしを下ろし、マリー・ヴィルは、息を吐く。

　冷静さを取り戻もどす儀式としての呼吸ではない。

　ただ、なにかを吐き出だしたくなっただけだった。

「あの……これを」

　そんな彼女に、スヴェンはずっと片手に下げていたバスケットを渡わたす。

「なによ……？　ん……？　パン？」

　バスケットの中には、焼き上げて、まださほど時間が経っていないであろうパンの入った袋ふくろが収まっていた。

「主さまがお焼きになりました……ロクな設備もありませんでしたが、フライパンでなんとか……」

「これは……マルグリット？」

　袋の中には、すこし大きめのパンが入っていた。

　フライパンでパンを焼くには、捏こねた生き地じを複数個に分け、一次、二次発はつ酵こうを行い、さらに火を通して焼き上げる。

　その結果として、膨ふくらんだ複数のパン生地が、フライパンいっぱいに広がり再び一つになり、大きな花のような形になるのだ。

　その形が、マルグリットマーガレツトの花のようであることから、この名がついた。

「よくおわかりですわね」

「あのね、私はパン屋の孫まご娘むすめよ？　これくらいわかるわよ。今でもたまに自分で焼くし」

「そうなんですの？」

「けっこう、気分転てん換かんになるのよ」

　弁護士とジャーナリストと作家の三足のわらじを履はくマリー・ヴィルの日々は、肉体的にもそうだが、精神的にもかなり疲ひ労ろうを与える。

　そんな彼女の、数少ない息いき抜ぬきの手段が、パン生地を捏ねている時なのだ。

「パン生地を捏ねていると、こう……無心になれるのよ」

「は、はぁ……」

「なによ、文句あるの？」

「いえ……主さまも、たまに同じことをおっしゃるので……」

「うぐっ……」

　スヴェンの答えに、マリー・ヴィルは気まずそうな顔になる。

「なんでこんなモン渡すのよ、あのバカ……」

　裁判の席で、マリー・ヴィルは、「なんであんな男のパンなんて食わなきゃいけないんだ！」と怒鳴りつけた。

　それは、彼女の愛する祖父を殺した男が、祖父から学んだ技術で作ったパンなど、侮ぶ辱じよくにしか思えなかったからだ。

　だが、今は違ちがう。

　彼の心のなかに、今は亡なき祖父と同じ心があることに気づいた彼女は、受け取ることを、拒こばめなかった。

「このパン……ライ麦のマルグリットね……ウチの名物だったわ……」

　そう言って僅わずかにマルグリットは口元をほころばせた。

「…………！」

　そして、その顔を見て、スヴェンは決意する。

「マリー・ヴィルさん！　わたくしたちと一いつ緒しよに、オーガンベルツに行きましょう！　そして、一緒にトッカーブロートで、パン屋さんをやりましょう！」

「は!?」

　いきなりの提案に、マリー・ヴィルは呆あつ気けにとられる。

「当店は現在深刻な人手不足で、特に、パン焼き職人がいないんですの！　主様以外は見習いの小こ娘むすめ一人ですのよ！」

「ちょ、待ちなさい!?　スヴェンさん!?」

「この前なんて、主さま過労で倒れかけるし、なのに、街のお祭りとか、そういう時のお願いがあったら寝ねずに引き受けてしまいますし！　もうわたくし気が気でなくてしゃーないんですのよ！」

「待って！　ホント、一瞬でいいから待って!?」

　確かに、マリー・ヴィルは、パン屋の孫娘として育ち、多た忙ぼうな中でもパン焼きを続けている。本職の職人に比べれば劣おとるところもあるかも知れないが、ルートのパンの味の基本となった、トッカー氏の味を知る貴重な人間でもある。

　その意味では、今のトッカーブロートが求める最適な人材かも知れないが、つい先日まで、争いをしていた相手に何を言い出すのかという話だった。

「なんでアタシが、ルートの店で働くのよ!?　アタシとアイツの関係知ってるでしょ！」

「知ってますわよ！　だからですのよ！」

「あのねぇ、アタシは――」

「あなたは、主さまのことを、好きだったんでしょう！」

「――――!?」
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　スヴェンの言葉に、マリー・ヴィルは固まる。

　図星であった。

　あのラプチュリカでの日々、まだ少女だったマリー・ヴィルは、まだ少年だったルートに恋こい心ごころをいだいていた。

　いつの日か、彼とともに店を営むことができたら、どれだけ幸せだろうと思っていた。

「それは……昔の……話よ……」

　しどろもどろになりながらも、それでも拒もうとするマリー・ヴィルだったが、スヴェンはさらに攻せめ込む。

「今も、まだ愛してらっしゃるんでしょう……？」

「……………！」

　その一言に、顔を真赤にし、汗あせをダラダラと流し、プルプルと震ふるえながら、マリー・ヴィルはなにも言えなくなってしまった。

　あれだけの論戦を繰り広げて、スヴェンと丁ちよう々ちよう発はつ止しのやり取りを重ねた女が、なにも、言えなくなってしまっていた。

「わかるんです……だって、わたくしも……主さまのことをお慕したい申しているので……だから、同じものを感じたのです……」

　裁判の間、いや、それよりもさらに前から、ずっとスヴェンは感じていた。

　マリー・ヴィルの激しい怒り、憎にくしみの炎ほのおをたたえた目の奥おくに、別の光が宿っていることを。それが、自分が持つものと同じであることを。

「最初はわかりませんでした……でも、わかったんですの。人間の心は、複雑で、簡単に二で割り切れない。愛しながらも、憎めてしまうものなのでは……ないのですか？」

　それは、かつて猟兵機の時代なら、考えもしなかった、心の動きであった。

　なぜなら、今のスヴェンがそうだからだ。

　最愛の主であるルートのところに、ソフィアやマレーネ以上の恋こい敵がたきを連れて帰ろうとしているのだから。

　だが、そうしたいと思ってしまったのだ。

　彼女を、放っておけなかった。

　自分と同じように、自分の心に戸惑いながらも、同じ人を愛してしまったマリー・ヴィル・メイルを。

「…………………」

　マリー・ヴィルは答えない。答えなかったが、その沈ちん黙もくが、なによりも肯こう定ていを表していた。

「行きましょう、わたくしたちと……」

　スヴェンは、手を伸のばした。

　しかし、マリー・ヴィルは、その手に応じない。

「ありがとう……」

　でも、彼女は礼を言う。

　顔を上げた時、今まで見せたことのない、泣き顔のような笑顔を見せた。

「でもね、やっぱり無理なのよ」

「なぜですの!?」

「言ったじゃない……あなたの言うとおりよ……私はルートを、まだ愛している」

　彼が生存していたことを知った時、マリー・ヴィルには「ワイルティアの兵士だったのか！」という激しい怒りが生まれたが、同時に「生きていた」と喜びもした。

「でもね。同時に、絶対に許せないってくらい、彼を憎んでいるの……おじいちゃんの言葉がなかったら、自分すら呑のみ込むほど、恨んでしまうくらい……」

　裁判の席で、「後こう悔かいと屈くつ辱じよくの中に落とす」と言ったのも、彼女の本心なのだ。

　人の心は複雑で、憎みながらも愛せてしまうし、愛しながらも、憎めてしまうのだ。

「アイツを、ちゃんと愛せるアンタが……うらやましいわ」

　寂さびしげな笑顔でそう言うと、マリー・ヴィルは立ち上がった。

　ホームでは、駅員が、アローズ行きの列車がもうすぐ発車することを告げていた。

「マリー・ヴィルさん……あなた、それでいいんですの……？」

「いいわけないじゃない。だから、私はアイツを憎むのよ」

　スヴェンの問いかけに、背中を向けたまま答える。

　もしかしてマリー・ヴィルのルートへの最大の憎しみは、「最愛の者を憎ませた」ということなのかもしれない。

　だが、彼女は、スヴェンから受け取ったマルグリットの入った紙かみ袋ぶくろを、大事そうに胸に抱かかえている。

　それが彼女のできる、最大なのだろう。

「じゃあね、せいぜいあのバカを、頑がん張ばって愛してやんなさい」

　それを最後に、マリー・ヴィルは振ふり返かえることなく、汽車に乗り込んだ。

「………………」

　その姿を、スヴェンはなにも言わず見送った。

　汽車が動き出し、ホームを離はなれ、見えなくなるまで、ずっと――







　汽車が出発し、ずっと、マリー・ヴィルは一人シートに座すわり、無言で、窓の外の景色を眺ながめる。

　何時間もただ、何も考えず、ただただ、流れ行く景色を目に映し続ける。

　色々なことがあった。

　自分の過去と直面し、自分の心と相対した数日であった。

　そして、ふと、あの銀ぎん髪ぱつの少女との会話で、いつの間にか自分が笑っていたことを思い出す。

（アイツも……そのうちまた、笑えるようになるのかしらね……）

　ラプチュリカの時のような、人を油断させるための笑顔ではない。

　一人の人間として、幸せを噛かみしめる、喜びの笑顔を。

（未練、だわね）

　少しだけ、後悔があった。

　スヴェンの誘さそいに応じて、オーガンベルツに行ったならば。

　そこで、小さな街のパン屋として生きることができたならば。

　きっと幸せだったであろう。

　きっと、もっと笑えたであろう。

「ホント……なんであんな男に惚ほれちゃったのかしらね、私……」

　皮肉げに笑いながら、傍かたわらにおいたパンの入った包つつみを手に取る。

　中に入っているのは、マルグリット。

　マーガレットの花に似ていることから、そう名づけられたパンである。

　マーガレットの花言葉は、「秘ひめた愛」――今の自分に、これほどふさわしいパンもないかもしれない。

「ったく、別れによこすなら、花束くらい渡しなさいよね。まったく」

　言いながら、花びら状の部分の一つをちぎり、口に入れる。

　柔やわらかな口当たり、優やさしい小麦とライ麦の甘あまみが、口に染しみ渡る。

「おいしいじゃないのよ」

　マリー・ヴィルがポツリとつぶやいた時、汽車は川にかかる橋に通る。

　空が、わずかに青くなっている。

　夜明けまで、あともう少しだった。







終章「復旧の見込みたたず」







　時間は少しだけ戻る――

　スヴェンとマリー・ヴィルが、駅のホームで言葉を交かわしていた頃ころ、ポナパラスの場末の歓かん楽らく街がいで、一人の男がくだをまいていた。

「畜ちく生しよう！」

　安酒を流し込むように呑みまくったが、彼の鬱うつ憤ぷんは欠片も晴れない。

　男の名はタグキンダー、先日の裁判で、検察官としては不適切な行こう為い言動が見られたため、ミロスラフ裁判を外された男である。

　彼もまた、組織から見放された。

　本日付で、たまたま、彼に辞令が下る。

　ワイルティアの植民地の一つ、別大陸の辺境にある司法局の分室に転属となった。

　あくまでたまたまであり、〝平和教〟とつながっていたことへの制裁のたぐいではない。

　だが、拒きよ絶ぜつはできない。

　するならば、彼は検察官の職を辞さなければならない。

　要は、反政府的な危険思想を持つ者を、合法的に追い出すための嫌いやがらせである。

「畜生畜生畜生!!」

　叫さけびながら、壁を蹴り、道みち端ばたに倒れ込む。

「失礼」

　その前に、一人の男が現れた。

「なんだテメェ！　見せもんじゃねぇぞ！　目め障ざわりなんだ――」

　毒づこうとしたタグキンダーだったが、その口が止まる。

「お、お前は……」

「おや、覚えていてくださったのですね」

　黒尽ずくめのコートの男が、にこやかに答える。

　裁判の前夜、タグキンダーの前に現れ、使えば一発で勝負を決させる証しよう拠こ資料を渡した男であった。

「なぜ……私がお渡しした資料を、使っていただけなかったのでしょうか？」

「それは……あ、あんな、不確かな情報じゃ……法ほう廷ていには使えないんだよ！　それだけだ！」

「ふぅん」

　興味なさげに答えると、黒尽くめの男は、懐から拳けん銃じゆうを取り出した。

「なっ………!?」

「あなたが〝平和教〟の関係者だと、気づけなかったのはこちらのミスです。大変申し訳無いことをした」

　拳銃には、消音器が付けられている。

　これなら、人通りは多くとも、騒さわがしい歓楽街の中、銃じゆう声せいには気づかれない。

「ま、待て……!?」

「本当に申し訳ない。わかっていたら、接せつ触しよくしなかった」

　彼の経歴を調べ、少しばかり、勘かん違ちがいをしてしまっていた。

　タグキンダー自身は、特にこれと言って、特定の思想に偏る類たぐいの人間ではない。

　しかし、彼の弟は、ペルフェ義勇団の一人だった。

　ペルフェ義勇団とは、ワイルティアに併へい合ごうしてもらうため、その忠誠を示すべく組織された義勇兵の集まりである。

　彼らは西部戦線の、特に激しい戦場に送り込まれた。

　苛か烈れつな戦場の矢や面おもてに立ち、なおも逃にげぬ戦いっぷりを示すことで、ペルフェ人の、ワイルティアへの忠誠を証あかさせられたのだ。

　ついでに言えば、自国民の戦死者を少しでも減らすための意味合いも大きい。

　それ故ゆえに、ペルフェ義勇団の戦死者は他の部隊よりも多く、半数は死んだと言われている。

　タグキンダーの弟も、その一員だったのだ。

「ご安心ください。きっと、弟さんもお待ちですよ」

「やめ――」

　黒尽くめの男は、にこやかに告げると、引き金を引いた。

　パス、パス、という、乾かわいた音が何度か起こるが、誰だれも気づかない。

　地べたに倒れているタグキンダーは、もうなにも言わない。

　心臓も止まり、呼吸も止まった。

「まったく、せっかく弟さんが我わが国くにに忠誠を示したお陰かげで、君らはハウゲン人なんかよりずっと優ゆう遇ぐうされているのにねぇ。これだから困る」

　銃じゆうをしまいつつ、男はつぶやく。

「下等な民族というのは、優しくしてやりゃつけあがるんだから、本当に困る」

　黒尽くめの男は、決して笑っていたのではなかった。

　彼はただ、感情が死に果て、笑え顔がおが張り付いたような顔になっているだけ。

　その中には、激しい侮ぶ蔑べつの感情が潜ひそんでいた。

「さて、次はもう一匹ぴきの、あの女の方ですね」

　銃をしまいながら、黒尽くめの――「保安部」所属のエージェント、ベルガーはつぶやいた。







　翌朝――ポナパラス、中央ステーション。

　ポナパラスから、オーガンベルツ……正しくは、オーガンベルツの隣にある、鉄道が通っている街までの汽車に乗るべく、ルートとスヴェンは待合室にいた。

「どうなってますのよ！」

　待合室のベンチに座りながら、スヴェンは憤ふん慨がいした。

「どうやらトラブルがあったみたいだね」

　隣に座るルートは、列車を待つ人たちでごった返している光景を見ながら言う。

「俺おれたちの乗る汽車どころか、その前の汽車までまだ着いていないみたいだよ。なにか、大きな事故でもあったのかな？」

「やっと全部片が付いて、帰路につけると思いましたのに……！」

　もう一時間近く待っているが、復旧の様子はない。

　このままでは、今日中に帰れるかも不安な話だった。

「宿も引ひき払はらっちゃったからね……そうなると、今夜過ごすところを探すのも一苦労だなぁ」

「こうなれば根比べですわね。主さま、なにかお飲み物でも買ってまいりますわ」

　駅構内のあちこちには、商しよう魂こんたくましい売り子が、コーヒーや紅茶などの飲み物、サンドイッチなどの軽食、ちょっとした果物や、さらには新聞や雑誌に、時間つぶしのためのトランプまで売り歩いていた。

　待合室を出て、売り子の一人に声をかけようとしたところで、スヴェンは駅職員たちの会話を耳に入れる。

「昨日の最終列車だろ？　まだ終わらないのかよ」

「いや、どうやら爆ばく弾だんかなんからしいぜ？」

「マジかよ……ベルンでも爆弾テロがあったっていうし、ペルフェまで巻き込まないでほしいよなぁ」

　その会話は、小声で行われていたが、スヴェンの人外の聴ちよう覚かくならば十分聞き取れるものだった。

「ちょっと、あなた方！」

　思わず、声を上げた。

「昨日の最終列車ですって!?　アローズ行きのですか！」

「え、あの!?」

　途と端たんにうろたえる駅職員。どうやら、一いつ般ぱん客きやくにはまだ明かせない内容であったようだ。

「な、なんのことですか？」

「いいから、教えなさい！」

　慌あわてて取とり繕つくろおうとする職員の胸むなぐらを掴つかんで、スヴェンは詰きつ問もんした。

「あ～……聞こえちゃいましたか……騒ぎになるから、他のお客には言わないでくださいよ？　そうです、昨夜の最終便、アローズ行きの汽車が、事故ったんですよ」

「それで、被ひ害がいは?!」

　その汽車には、昨夜別れたマリー・ヴィルが乗っていたのだ。

「それが……夜明け前くらいに、橋が崩くずれて……どうも爆弾じゃないかって……」

「爆弾!?」

「どうも、乗客乗員、全員、死んだみたいです……撤てつ去きよ作業だけで大わらわで、誰がとか、何人いたかとかもわかってない状態ですが、生存者がいたって報告は受けてません」

「そんな………！」

　スヴェンの顔が、真っ青になる。

　偶ぐう然ぜん、とはいい難がたい。

　こんなタイミングで、都合よく起こるわけがない。

　マリー・ヴィル・メイルは、始末されたのだ。

「あああああああああああああっ[image: ]」

　激しく、スヴェンは慟どう哭こくした。

　あの時、無む理り矢や理りにでも、引き止めればよかった。

　愛しているが、憎んでもいる？

　知ったことか！

　力づくででも引き連れ、ルートともう一度会わせてやればよかった。

　それだけで、もしかして心が変わったかもしれない。

　オーガンベルツの小さなパン屋で、ルートのパン焼きを、ともに手伝うマリー・ヴィル。

　弁の立つ彼女だ。見習いのミリィにも、より的確に教えてやれただろう。

　手伝いに来るマレーネと、自分と同じように、ルートを巡めぐってぶつかりあったかもしれない。それとも、案外仲良くなったかもしれない。

　美人に目のない、十歳らしからぬジェコブに口説かれ、戸と惑まどったかもしれない。

　そんな日々を送る内に、別わかれ際ぎわに見たさみしげな笑顔だけでない、もっと明るい、十年前まで彼女ができていたような笑顔になっていたかもしれない。

　そして、その光景を、ルートはなによりも喜んだだろう。

　でも、もうそれはない。

　マリー・ヴィル・メイルは、死んでしまった。







後がたり「聖女」







　夜明け前――港町アローズまであと数キロの地点にある、ジドレ川にかかる鉄橋で、爆ばく発はつが起こった。

　ベルンで起こった爆弾テロが使った、黒色火薬などではない。

　軍でもまだ正式採用されていない、最新型の可か塑そ性せい爆ばく薬やくである。

　寒さにも暑さにも強く、それどころか、水で濡ぬれても、爆発する。かつ、破は壊かい力りよくは強大。

　その威い力りよくは、鉄橋の柱の一つを見事に破は壊かいし、ちょうど上を走っていた列車を巻き込み、脱だつ線せん事故を引き起こした。

　見事なまでの惨さん劇げき、乗員乗客ともに、生存は絶望的であろう状じよう況きようだったが、この破壊工作を仕組んだ男は、油断はしなかった。

「さて、それでは皆みなさん。鉄道保安局が来るまで、三十分くらいですかね。生存者がいないか、確かく認にんに向かってください」

　そう言って部下たちに命じたのは、「保安部」所属のエージェント、ベルガーであった。

　よく訓練された特務兵でもある部下たちは、足音も立てずに、事故現場に向かう。

「動いている人がいたら、すぐに殺してください。動いていない人でも、損傷が少ない人も、念のために殺しておいてください」

　テキパキと指示を下す様は、エージェントのそれというより、まるで熟練の清せい掃そう員いんであった。

　いや、ある意味彼かれは清掃員だった。

　国家の正義と平和のため、ヒッツインガーの下、彼に命じられるまま、国家に仇あだなすゴミを片付ける。

　今日この日も、「上手うまくやってくれたまえ」という命令を果たすべく、その作業を実行していた。

　ラプチュリカ虐ぎやく殺さつ――ワイルティアが「ない」ということにした事実を、「ある」に戻そうとした不心得者たちの始末。

　関係者は全員殺す。そうすることで、見せしめとなる。

　あとからまだなおこの禁きん忌きに触ふれようとする者たちが現れないように。

　これは慈じ悲ひなのだ。

　正義と平和を脅おどかし、社会を乱そうとする者が現れたならば、殺さねばならない。

　そうなる前に、見せしめを作り、愚ぐ行こうを冒おかさせないようにする。

　これは慈悲なのだ。

「ベルガーさん、あの女を発見しました」

「そうですか？　死んでました？」

　部下から、目標発見の報告を受ける。

　この破壊工作は、ただ一人、彼女を殺すためだけに仕組んだ。

「それが……まだ息があります」

「なんと！」

　わざとらしく、驚おどろいたような顔をするベルガー。

「さすがはラプチュリカでも生き残った女ですね。大した運の強さだ」

　ベルガーが始末しようとした女、それは、マリー・ヴィルであった。

　意識を失い、動かないが、マリー・ヴィルは生きていた。

　かすり傷などは多少あるが、原形を留とどめぬ死体もある中、かなりの幸運と言える。

「いやいや、大したものだ。念のために確認しておいてよかった」

　懐ふところから拳銃を取り出す。

　タグキンダーを殺したのと同じ、消音器付きの拳銃である。

　ここならば別に銃声が鳴っても問題はないが、日ひ頃ごろから習慣づけておくことで、いざという時に失敗しないで済む。

　ベルガーは、常に慎しん重ちような男であった。

「では、失礼」

　確実に死亡報告を上げるべく、自らの手で始末する。

　銃じゆう口こうを頭に向け、絶対に外すことのない距きよ離りで撃うとうとした。だが――

「ん？」

　引き金を引いたはずなのに、弾だん丸がんが出ない。

　いや、違った。

　引き金を引こうとしたのに、指が動かなかった。

　これでは弾丸が出ないはずだ。

「おや……？」

　なぜ指が動かなかったか。

　その理由が、最初、ベルガーにはわからなかった。

　だがすぐに、その理由がわかった。

「なんだと……？」

　ぽとりと、自分の右みぎ腕うでが、拳銃を握にぎったまま、落ちた。

「えっ………と？」

　痛みすら感じない、切れたというより、分子レベルで自己を解体されたような感覚。

「その小娘はまだ使えそうなので、こちらでもらっていく」

　その声に振り向むく。

　振り向いた瞬しゆん間かんに、さらに現実離れした光景が広がる。

　十人はいた、ベルガーの部下たち。

　全員、高度な訓練を施ほどこされたエージェントたち。

　彼らが、いつのまにか――本当にいつの間にか、死んでいた。

　全員が、柔らかいゼリーを、ザルでこしたように、きれいな立方体の無数の肉にく片へんに変えられ、バラバラになって崩れ落おちる。

　それは、視線の先に立つ、その女によってだろう。

　他にありえない。

「どうやって……殺したんだ？」

　それは純じゆん粋すいな疑問だった。

　厳しい訓練を受け、多くの専門知識を学び、高度な洞どう察さつ力りよくと分ぶん析せき力りよくを備えたはずの彼が、一いつ切さい何も、何をして何をされたのかもわからなかった。

「あ……」

　その女が、気付けば目の前に立っていた。

　この時、ベルガーは、思わず地べたに伏ふし、額を押おし付つけたい欲望に駆かられた。

　命いのち乞ごいではない。

　ただ、ただ目の前の存在に、服従をしたかった。

「ああ、すまん。まだいたな」

　だが、時間はなく、その服従はなされなかった。

　次の瞬間、ベルガーの意識は消える。

　彼は死んだ。

　その体を部下たちと同じく、サイの目に切り裂かれて。

　そして、最後に、美しい、とても美しい、まるで神話の中から出てきたような、紫むらさきの髪かみの、赤い瞳ひとみの少女の姿を目に焼き付けて。




了りよう　







あとがき







　お久しぶりでございます。ＳＯＷでございます。

　前回から随ずい分ぶんと間が空いてしまいました……九ヶ月ぶりでございます。

いや、もう少しなんとかしようと頑張ったのですが、いかんせんどないしょうもなく。

　まったくもってお恥ずかしい限りです。

　どうしてこうなった！

　ともあれ「戦うパン屋と機械じかけの看板娘オートマタンウエイトレス」七巻、お読み頂き、ありがとうございます！

　今回ルートとスヴェンの前に立ちはだかりました、マリー・ヴィル・メイル。

　彼女のミドルネーム「ヴィル」は、実はルートの初期の名前でもありました。

　ただ、１巻発売直前になって、諸しよ処しよの事情により名称変更の必要が出て、慌あわてて変えたんですね。

　ルート、ヴィル、この名前の法則わかります？

　実はこれ、ルートヴィヒ、ヴィルヘルムで、グリム兄弟の名前なんですね。

「ドイツ的な言語圏の世界」ということで、ある意味我々が知るもっとも有名なドイツ人の名前から取りました。

　いわゆる「グリム兄弟」の著者として有名なのは、長兄ヤーコプと次兄ヴィルヘルムで、ルートヴィヒは挿さし絵えなどを担当した末弟だそうです。

　長らく知られていませんでしたが、近年になって、その功績は十分「作者」の一人とするにふさわしいとして、再評価されたんですな。

　ちなみに長兄ヤーコプから名前を取ったキャラはもう出ています。

　ヒントとしては、スペルそのままの読みではなく、ややもじっています。

　ヤーコプのスペルは「Jacob」――英語圏では「ジェイコブ」もしくは「ジェコブ」と読みます。そう、あの子です。

　とまぁ、そういう細かい由来があったんですね。

　これでようやく、三兄弟揃そろいました。

　といっても別に三人が実は血がつながっていたとかそういうことではありませんよ？

　さて、そろそろお別れのお時間です。

　この本に関わった全ての方々に、心からの感謝を――特に、今回も難なん儀ぎさせてしまったイラストのザザ氏、ありがとうございます。

　そして、随分と間が空いてしまったのに、お見限りせずに、手にとって下さった全ての方々。

　本当に、ありがとうございました。

　またお会い出来ることを心から願っております。

ＳＯＷ　　
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